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えた積み石で、栗石を隙間にかませる。石積み背

後に栗石による控え積みが円形に巡る（第 45図）。

　井戸枠の東壁は西壁側より積み石が１～３段分多

く 0.3 ～ 0.4 ｍと高いので、井戸枠の天端（上端）

面は石敷部側に向けて傾斜する。一方、井戸枠西壁

側では、一辺 0.4 ｍ大の地輪や方形の大ぶりな平石

を廻らせて天端面とし、平石を 60°ほど傾斜させて

積み上げて石敷部との境とする。

井戸枠内の堆積土 堆積土は９層に分層された。

下層（第45図第12･13 層）は緑灰色土や灰黄褐色

砂質土で井戸枠の転落石を包含する。中層（第11層）

は砂礫や角礫を含む褐色土、上層（第1･3･4･5･7･10

層）は黄褐色･青灰色･灰褐色粘質土である。

石敷部の構造　　1.5ｍ×2.3 ｍの横長長方形状で

井戸本体と連続する。井戸主軸方向は一辺0.3～ 0.4

ｍ大の平石が置かれる。それ以外は0.2ｍ大の割石

が層厚 0.2ｍ程度に乱雑に敷き詰められる。その上

面ラインは、ｂ期までと異なり水平面ではなく傾斜す

る。五輪塔の地輪、凹石（1135）、砥石（1209）や

石皿（1210）も転用される。敷石部の南端は、板碑

（1289･1291）の転用を含む平石８個を縦位に直線的

に置いて仕切り線とする。内区のラインと一致する。

この仕切り線から井戸枠の南東側壁を結ぶライン

は円礫・角礫を堆積させた捨石状となる。その対辺

も同様である。従って、実際に敷かれた石の範囲は

3.2 ｍ× 4.2 ｍの方形状となる（第 45図）。井戸枠

壁体の控え積みと連続した作業が読み取れ、作業後

は埋め戻されて内 ･外区の列石が施される。

出入り口部　　井戸本体は区画内の北東隅に位置す

るが、その対角線上の南西隅に段落ち面が設けられ

る。この構造は、0.6ｍ×1.4ｍの平面横長長方形で、

底面は遺構検出面より 0.3 ｍ低い。円礫や平石、水

輪（1259）、地輪あわせて６個の石で敷石がなされ

る。この段落ちを有する敷石面は、井戸主軸方向に

あるので井戸への出入口部と考えられる。

井戸へのルートは、出入り口部から排水溝をまた

いで石敷部に入り、わずかな上り傾斜の石敷面を過

ぎて、井戸枠と石敷面の境にある傾斜面を越えると

井戸の縁に至る行程となる（第 46図m-n)。

排水溝　　石敷部と段落ち面（出入り口部）との境

には細い排水溝があり SE1 に接続する。底面の幅

0.1 ～ 0.25 ｍ、深さ 0.15 ｍと幅狭で浅く、高低差

は 0.1 ｍと落水の差は低いが排水は可能である。

SF1（ｃ期）の構築工程　　大きく 5工程となる。

① SF1- ｂ期と同じく、井戸枠東壁の後背斜面を逆

Ｌ字形にカットして掘り方とする。

②石積みに連動して控え積みと盛土がなされる。南

～西側付近は、一旦盛土面を方形に掘り込んで作業

空間を確保する（第45図第23･25･52･55層の上面）。

③井戸枠天端の石積みと円形状の控え積みに連続し

て敷石部が形成される。

④掘り方や作業空間を埋める(第45図第43～47･50･51

層等）。控え積みと石敷面の一部も埋め戻される。

⑤内区外縁と外区の列石を置く。列石は④工程の時

点で据えられて、埋め戻される箇所もある（第46図）。

出土遺物と年代　　井戸枠内（第45図 13層）より

15～ 16世紀代の備前焼甕や青磁碗等が出土した。

井戸枠内からは、節を抜いた竹や桃核といった井戸

廃絶に伴う祭祀遺物は出土していない。

　井戸枠の控え積み内（第 45図第 2ｂ層）では瓦

質土器の双耳釜（646）、掘り方内（第14層）では

備前焼擂鉢（394）、景徳鎮系青花が、石敷部構成土（第

21層）で備前焼甕 ･ 擂鉢、褐釉陶器壺（326･327）、

土師器皿（610･618）等が出土した。これらの遺物は、

概ね16世紀中頃～17世紀初頭の年代幅に収まる。

　石敷部の検出面や堆積土（第６層）より、景徳鎮

系青花皿（231）、瀬戸美濃焼丸皿（481）、褐釉陶

器四耳壺（316）、備前焼甕、瓦質土器擂鉢、土師

器皿（578･586･604･609）や挽臼下臼（1159）等

が出土した。481は大窯第２後半に相当し、AD1545

～1560年の年代が与えられている。

井戸枠の最終埋没を示す第３層からは備前焼鳶口

壺（455）が出土した。この 455 は 16 世紀初頭～

17世紀初頭の間に製作されたと考えられる。

なお、第 21層出土の土師器皿（618）は SE2 上

層出土分と接合関係にある。618は底部と口縁部と

の境にヘラ削りが巡る特徴を持つ。この特徴は、宮

崎県都城市都之城跡、鹿児島県霧島市富隈城跡や鹿

児島市鹿児島城跡等の島津氏系城郭出土の土師器皿

に多い。618 の形態的特徴は、富隈城例と類似する

ので 16世紀後半～末と捉えられる。

SF1（c 期）の構築時期　　SF1（c 期）の構築時期

は、製作年代がある程度限定される瀬戸美濃焼丸皿

（481）と土師器皿（618）の年代から 16世紀後半

でも末頃と導かれる。少なくとも、廃城の時期であ

る17世紀初頭までには存在していたと考えられる。
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第 42 図　水の手曲輪遺構配置図 ( 第Ⅴ期面 )
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第 43 図　水の手曲輪土層断面図 (1)
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（４）１号石積遺構（SS1）
位置と構造　　SS1 は主郭部西側から続く Y字形谷

地形の狭隘部に位置し、水の手曲輪と自然地形（谷

部）との境界となす。SS1 より西側は深く狭い谷地

形が沖積地に向けて緩やかに開く。

SS1 は、石積部と堀および土塁部とスロープ部、

排水溝で構成される。石積部の上 ･背面には、SE1

の暗渠部（Ｃ区）、柵列４条（SR4･5･9･10）と掘

立柱建物跡１棟（SB12）が位置する（第 42図）。

石積部の前面には、堀と土塁が付設される（第

51 図）。東側から順に１号堀→１号土塁→２号堀→２

号土塁とする。１号堀の北側は平坦面、南側はスロ

ープ部が位置する。１号土塁上には柵列２条（SR6･7）

と掘立柱建物跡（SB13）が設けられる。　　（今塩屋）

検出時の状況　　石積部上面に堆積する後世の造成

土（第 44 図第２層～ 24 層）を除去すると、SR4

付近から石積部本体にかけての部分が大きく損なわ

れた状態で検出された（第 47 図）。石積部の天端

は失われ内部構造が露出した状態で、特に石積部中

央部の損壊が著しい（第 48 図）。１号堀やその周

辺には石積部の構築石材が広範囲に散乱し、石積部

本来の姿を保つのはその両端付近のみであった。

１号堀の北側部分にはコンクリート製の井戸が埋

設され、１号土塁より西側は、市道建設の関係で最

大１ｍもの厚い造成土が堆積していた（第 44図）。

　本来の姿を大きく損なった SS1 の全体構造の把

握が難しく、後世の造成土と盛土層の見極めに手間

取った上に、遺構面を掘り下げすぎて柵列の柱穴を

失う等の失敗や試行錯誤を繰り返して、ようやく完

掘までこぎつけることが出来た。　　　　　（堀口）

新旧の堀と土塁　　SS1 の１号堀の端にある割石の

集中箇所とスロープ部（第 51 図）を除去すると、

その下部から２段の底面を持つ堀が新たに検出され

た（第 47･48 図）。さらに１号土塁を断ち割ると、

土塁前面の石積み上段部に下段部が付け足されるこ

とが判明した（第 44図第 114･115 層）。この石積

みは２号堀と２号土塁の付け根を巡る構造となるか

ら、１号土塁に２号堀 ･土塁が別途追加される関係

となる（第 51 図）。また SE1 は１号堀が終点とな

る時期と１号土塁を切断して曲輪外へ延伸する時期

が確認された（第 47･51 図）。つまり、SS1 は構築

後にスロープ部や堀 ･土塁が新設されるといった改

造を受ける。そこで改造前のⅰ期と改造後のⅱ期に

区分して報告する。

※
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は
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の

遺
存

部
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31 灰褐色土 灰色粘質土塊を含む （第Ⅴ期面 盛土）
32 黄褐色土 赤褐色粒を多く含む （第Ⅴ期面 盛土）
33 にぶい黄褐色土 角礫を密に含む （第Ⅴ期面 盛土）
34 灰褐色粘質土 角礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
35 にぶい黄褐色粘質土 岩盤破砕礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
36a 褐灰色砂質土 シルト質 （第Ⅴ期面 盛土）
36b 〃 36a より粘性強い （第Ⅴ期面 盛土）
37 黄橙色土 角礫・炭化物を含む （第Ⅴ期面 盛土）
38a 褐灰色粘質土 鉄分の沈着顕著 （SE1 堆積土）
38b 〃 38a より角礫を含む （SE1 堆積土）
39 にぶい黄褐色土 焼土 ･ 炭化物を含む （SE1 堆積土）
40 灰黄褐色土 土塊状の堆積 （SE1 堆積土）
41a 橙色砂質土 シルト質 （SE1 堆積土）
41b 〃 41a より黒味が強い （SE1 堆積土）
42 にぶい黄橙色砂質土 シルト質 / 炭化物含む （SE1 堆積土）
43 橙色土 鉄分の沈着顕著 （SE1 堆積土）
44 褐色粘質土 炭化物を密に含む （SE1 堆積土）
45 灰オリーブ色粘質土 角礫含む （第Ⅳ期面 盛土）
46 黄灰色粘質土 岩盤破砕礫を密に含む （第Ⅳ期面 盛土）
47 にぶい黄褐色粘質土 鉄分の沈着顕著 （第Ⅳ期面 盛土）
48 褐灰色粘質土 小礫を密に含む （第Ⅳ期面 盛土）
49 灰色粘質土＋黒褐色土 上面に硬化面あり / 砂質分に

富む
（第Ⅳ期面 盛土）

50 暗灰黄色粘質土＋黒褐色土 上面に硬化面あり （第Ⅳ期面 盛土）
51 浅黄色粘質土 小礫を含む （第Ⅳ期面 盛土）
52 暗灰黄色土 角礫 ･ 小礫を多く含む （第Ⅳ期面 盛土）
53 浅黄色粘質土＋赤褐色土 小礫を含む （第Ⅳ期面 盛土）
54 灰オリーブ色土 焼土 ･ 炭化物含む （第Ⅳ期面 盛土 ?）
55 灰褐色粘質土 硬質 （第Ⅳ期面 盛土 ?）
56 暗褐色土 砂質分に富む （SE2　堆積土）
57 灰褐色砂質土 木質片を含む （SE2　堆積土）

58 灰白色粘質土 小礫を多く含む （第Ⅲ期面 盛土）
59 黄灰色粘質土 小礫 ･ 砂質分に富む （第Ⅲ期面 盛土）
60 灰色粘質土 小礫を密に含む （第Ⅲ期面 盛土）
61 暗灰黄色土 岩盤破砕礫含み、砂質分に富む

62 暗褐色土＋赤褐色土 小礫を含む （SE3　堆積土）
63 オリーブ黒色土 （SE3　堆積土）

64a 黒褐色土 シルト質 （SE3　堆積土）
64b 〃 64a より砂質分が少ない （SE3　堆積土）
65a にぶい黄橙色粘質土 岩盤破砕礫含む （第Ⅱ期面 盛土 ?）
65b 〃 65a より粘性弱い （第Ⅱ期面 盛土 ?）
66 灰褐色粘質土＋黄橙色粘質土 硬質 / 角礫 ･ 円礫多い （第Ⅱ期面 盛土）
67 灰色粘質土 小礫を含む （SS2- 第Ⅱ期面 盛土）
68 浅黄色粘質土＋灰色粘質土 小礫を含む （SS2- 第Ⅱ期面 盛土）
69 黒褐色土 有機物の凝集 （SS2 の堆積土）
70 灰色粘質土 シルト質 （第Ⅲ期面 盛土）
71 黄灰色粘質土 小礫 ･ 岩盤破砕礫含む （窪地状遺構Ｂ期 堆積土）
72 灰色粘質土＋黄灰色砂質土 細かい交互層 （窪地状遺構Ｂ期 堆積土）
73a 黒褐色土 炭化物の凝集 （窪地状遺構Ｂ期 堆積土）
73b 〃 73a より黄味が強い （窪地状遺構Ｂ期 堆積土）
74 暗灰色粘質土 砂質分に富む （窪地状遺構Ｂ期 堆積土）
75 オリーブ黒色土 炭化物を含む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
76 灰白色粘質土 炭化物・木質片含む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
77 灰色砂質土 枝葉等の凝集 （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
78 オリーブ黒色砂質土 シルト質 （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
79 灰色粘質土 砂質分に富む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
80 黒褐色土 枝葉等の凝集 （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
81 褐灰色粘質土 小礫を密に含む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
82 灰オリーブ色砂質土 シルト質 （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
83 暗灰黄色砂質土 小礫含む / シルト質 （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
84 灰色砂質土 木質片を含む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）

85 灰オリーブ色粘質土 小礫・木質片含む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
86 灰色粘質土 小礫・炭化物含む （窪地状遺構Ｃ期 堆積土）
87 灰白色粘質土＋明緑灰色砂質土 小礫・枝葉を含む （窪地状遺構Ａ期 堆積土）
88 灰白色粘質土＋灰色砂質土 交互層となる （窪地状遺構Ａ期 堆積土）
89 緑灰色砂質土 硬質 / シルト質土（海成砂層

か）
（窪地状遺構Ａ期以前の堆積土）

90 にぶい黄橙色粘質土 硬質 / 緑灰色土塊を含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
91 明黄褐色土 角礫を密に含む （SS1 石積内 盛土）
92a 黄褐色砂質土＋灰黄色粘質土 角礫含む / 鉄分の沈着顕著 （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
92b 〃 92a より黒味が強い （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
93a 淡黄色土 硬質 （SS1 石積内 盛土）
93b 〃 93a より赤みが強く、灰白色粘質土塊

を含む
（SS1 石積内 盛土）

94a にぶい黄褐色土 硬質 （SS1 石積内 盛土）
94b 〃 94a より黒味が強い （SS1 石積内 盛土）
95a にぶい褐色粘質土＋緑灰色粘質土 硬質 （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
95b 〃 95a より角礫を多く含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
96 にぶい黄褐色粘質土＋黄褐色砂質土 角礫を密に含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
97 褐色土＋褐灰色粘質土 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
98a 明褐色土 ボソボソとした土質 （SS1 石積内 盛土）
98b 〃 98a に灰白色粘質土を含む （SS1 石積内 盛土）
99a 褐色土 角礫を多く含む （SS1 石積内 盛土）
99b 〃 99a に褐灰色粘質土を含む （SS1 石積内 盛土）
100 にぶい黄橙色粘質土＋にぶい黄褐色土 明褐色砂質土を含む / 硬質 （SS1 石積内 盛土）
101a にぶい黄褐色砂質土＋明褐色砂質土 角礫含む （SS1 石積内 盛土）
101b 〃 101a より粘性強い （SS1 石積内 盛土）
102a 明赤褐色土＋緑灰色粘質土 ボソボソとした土質 （SS1 石積内 盛土）
102b 〃 102a より黒味が強い （SS1 石積内 盛土）
103 暗褐色粘質土 ボソボソとした土質 （SS1 石積内 盛土）
104a オリーブ褐色土 ボソボソとした土質 （SS1 石積内 盛土）
104b 〃 104a より締まり良い （SS1 石積内 盛土）

104c 〃 104a に緑灰色粘質土が混入 （SS1 石積内 盛土）
105 明赤褐色粘質土＋褐灰色粘質土 小礫含む （SS1 石積内 盛土）
106 灰黄褐色粘質土＋明褐色砂質土 （SS1 石積内 盛土）

107 緑灰粘質土＋明赤褐色粘質土 硬質 （SS1 石積内 盛土）
108 灰黄色粘質土＋にぶい黄褐色土 硬質 （１号土塁ⅰ期 盛土）
109 にぶい黄橙色土＋明褐色土 硬質 （１号土塁ⅰ期 盛土）
110a にぶい黄橙色粘質土＋灰白色粘質土 硬質 （１号土塁ⅰ期 盛土）
110b 〃 110a より黒味が強い （１号土塁ⅰ期 盛土）
111a 黄褐色土＋灰白色粘質土 水気に富む （１号土塁ⅰ期 盛土）
111b 〃 111a よりも黒味が強い （１号土塁ⅰ期 盛土）
112 にぶい黄褐色土＋明褐色砂質土 角礫を多く含む （１号土塁ⅰ期 盛土）
113a 黒褐色土 灰白色粘質土塊を含む （１号土塁ⅰ期 盛土）
113b 〃 113a よりも土塊が多い （１号土塁ⅰ期 盛土）
114 黄褐色粘質土 砂質分に富む （１号土塁ⅱ期 盛土）
115 灰黄褐色粘質土 角礫を含む （１号土塁ⅱ期 盛土）
116 灰白色粘質土＋黄褐色土 硬質 / 巨礫を捨石状に含む （SS1 の基底層）
117 灰褐色粘質土 角礫を含む （１号堀 堆積土）
118a 黄褐色土 角礫を含む （１号堀 堆積土）
118b 〃 118a より赤みが強い （１号堀 堆積土）
119 褐灰色砂質土 角礫を多く含む （１号堀 堆積土）
120 にぶい黄褐色粘質土 鉄分の沈着顕著 （１号堀 堆積土）
121 にぶい黄橙色土 岩盤破砕礫を含む （１号堀 堆積土）
122 黄褐色土 鉄分の沈着顕著 （１号堀 堆積土）
123 にぶい黄褐色砂質土 シルト質 （１号堀 堆積土）
124a 灰色砂質土 シルト質 （１号堀 堆積土）
124b 〃 124a より粘性強い （１号堀 堆積土）
125 にぶい黄橙色砂質土 シルト質 （１号堀 堆積土）
126 灰白色砂質土 シルト質 （１号堀 堆積土）
127 明褐灰色粘質土 小礫含む （１号堀 堆積土）
128a 灰黄色粘質土 鉄分の沈着顕著 （１号堀 堆積土）

128b 〃 128a よりシルト質 （１号堀 堆積土）
129 褐色粘質土 硬質 （後世の造成土 : 市道）
130 黄橙色土 現代のゴミ含む （後世の造成土 : 市道）
131 黄褐色粘質土 硬質 （後世の造成土 : 市道）
132 にぶい黄褐色土 現代のゴミ含む （後世の造成土 : 市道）
133 黄褐色土 現代のゴミ含む （後世の造成土 : 市道）
134 黄褐色粘質土 （後世の造成土 : 市道）

135 にぶい黄褐色土 角礫を多く含む （後世の造成土 : 市道）
136 にぶい黄橙色土 （２号堀 堆積土）

137 明褐色土 小礫含む （２号堀 堆積土）
138a 黄褐色土 鉄分の沈着顕著 （２号堀 堆積土）
138b 〃 138a より黒味が強い （２号堀 堆積土）
139 灰褐色砂質土 岩盤破砕礫を含む （２号堀 堆積土）
140 にぶい黄橙色土 小礫を含む （２号堀 堆積土）
141 にぶい黄褐色砂質土 （２号堀 堆積土）

142 褐色土 赤褐色粒を多く含む （２号堀 堆積土）
143 褐灰色土 小礫 ･ 角礫を含む （２号堀 堆積土）
144 褐色粘質土 岩盤破砕礫を含む （２号土塁 盛土）
145 黄褐色粘質土 小礫を密に含む （２号土塁 盛土）
146 褐色土 小礫を密に含む （２号土塁 盛土）
147 明褐色粘質土 小礫を含む （２号土塁 盛土）
148 黄褐色粘質土 岩盤破砕礫を含む （２号土塁 盛土）
149 明黄褐色粘質土 小礫を含む （２号土塁 盛土）

第 44 図　水の手曲輪土層断面図 (2)

c-d 土層
1 黒褐色土 （表土）

2 灰黄褐色土 角礫を密に含む （後世の堆積土）
3 明黄褐色土 角礫含む （後世の堆積土）
4 褐灰色土 角礫含む （後世の堆積土）
5 にぶい褐色土 （後世の堆積土）

6 灰褐色土 岩盤破砕礫を含む （後世の堆積土）
7 にぶい黄橙色土 角礫を多く含む （後世の堆積土）
8 明褐色土 角礫含む （後世の堆積土）
9 にぶい黄橙色土 岩盤破砕礫を多く含む （後世の堆積土）
10 黄橙色土 小礫・角礫を含む （後世の堆積土）
11 明黄褐色土 岩盤破砕礫を含む （後世の堆積土）
12a にぶい橙色土 角礫を密に含む （後世の堆積土）
12b 〃 12a より赤みが強い （後世の堆積土）
13 褐色土 岩盤破砕礫を多く含む （後世の堆積土）
14a 灰褐色土 岩盤破砕礫を含む （後世の堆積土）
14b 〃 14a よりも密に含む （後世の堆積土）
15a 明黄褐色土 角礫を密に含む （後世の堆積土）

15b 〃 15a よりも黄味が強い （後世の堆積土）
16a にぶい褐色土 角礫 ･ 小礫を密に含む （後世の堆積土）
16b 〃 16a より黒味が強い （後世の堆積土）
17 灰黄褐色土 角礫を密に含む （後世の堆積土）
18 褐灰色土 岩盤破砕礫を含む （後世の堆積土）
19 浅黄橙色土 角礫 ･ 炭化物を含む （後世の堆積土）
20 にぶい褐色土 角礫を密に含む （後世の堆積土）
21 明褐色土 角礫を多く含む （後世の堆積土）
22a にぶい褐色土 焼土 ･ 炭化物を含む （後世の堆積土）
22b 〃 22a より黄味が強い （後世の堆積土）
23 褐色粘質土 焼土 ･ 炭化物を含む （後世の堆積土）
24 灰褐色粘質土 焼土 ･ 炭化物を含む （後世の堆積土）
25 明黄褐色粘質土 岩盤破砕礫を密に含む （第Ⅴ期面 盛土）
26 浅黄色粘質土 岩盤破砕礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
27 褐色粘質土 角礫 ･ 炭化物を含む （第Ⅴ期面 盛土）
28a 灰黄褐色土 褐色土塊を含む （第Ⅴ期面 盛土）
28b 〃 28a よりシルト質 （第Ⅴ期面 盛土）
29 黄橙色土 岩盤破砕礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
30 にぶい黄橙色土 岩盤破砕礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
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第 45 図　水の手曲輪　SF1（ｃ期）実測図 (1)

a-b・c-d 土層
1 にぶい黄褐色土 小礫を含む （埋め戻し土 ?）
2a 黄褐色粘質土＋灰色粘質土 砂礫を密に含む （SF1- ｃ期 盛土）
2b 〃 2a より硬質 （SF1- ｃ期 盛土）
3 灰黄褐色粘質土 小礫を含む・鉄分の沈着顕著 （埋め戻し土 ?）
4 にぶい黄橙色粘質土 小礫を密に含む （埋め戻し土 ?）
5 褐灰色土 角礫 ･ 円礫を含む （埋め戻し土 ?）
6 青灰色粘質土＋褐灰色土 鉄分沈着が顕著 （埋め戻し土 ?）
7a 青灰色粘質土 小礫を含む （埋め戻し土 ?）
7b 〃 7a より砂質土多い （埋め戻し土 ?）
8 にぶい赤褐色土 鉄分沈着が顕著 （側溝内堆積土）
9 黒褐色土 炭化物を含む （側溝内堆積土）
10a 褐灰色粘質土 鉄分沈着が顕著 （埋め戻し土 ?）
10b 〃 10a に小礫を含む （埋め戻し土 ?）
11 にぶい黄褐色土 小礫 ･ 炭化物を含む （埋め戻し土 ?）
12 灰黄褐色砂質土 井戸枠の転落石を含む （埋め戻し土 ?）
13 明緑灰色土 砂質分に富む・井戸枠の転落石を含む （埋め戻し土 ?）
14 にぶい黄褐色土 板状の岩盤破砕礫を含む （SF1- ｃ期 盛土）
15 暗灰黄色粘質土 炭化物や枝葉を含む （SF1- ｃ期 盛土）
16a 褐色土 砂礫を密に含む （SF1- ｃ期 盛土）
16b 〃 16a より粘性強い （SF1- ｃ期 盛土）
17 灰赤色粘質土 小礫を含む （SF1- ｃ期 盛土）
18 灰オリーブ色粘質土 小礫を含む / 鉄分の沈着顕著 （SF1- ｂ期 盛土）
19a 黄褐色粘質土 砂礫を含む （SF1- ｂ期 盛土）
19b 〃 19a より硬質 （SF1- ｂ期 盛土）
20 黄灰色粘質土 硬質 （SF1- ａ期 盛土）
21 橙色粘質土 岩盤破砕礫を密に含む （SF1- ｃ期 盛土）
22 褐色土＋灰赤色粘質土 硬質 （SF1- ｃ期 盛土）
23 にぶい黄褐色粘質土 岩盤破砕礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
24a 褐灰色土 小礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
24b 〃 24a より砂質分が多い （第Ⅴ期面 盛土）
25a 黄白色粘質土＋赤褐色砂質土 炭化物含む （第Ⅴ期面 盛土）
25b 〃 25a より粘性強い （第Ⅴ期面 盛土）
26a 褐灰色砂質土 シルト質 （第Ⅴ期面 盛土）
26b 〃 26aに灰赤色粘質土塊を含む（第Ⅴ期面 盛土）
26c 〃 26a より粘性強い （第Ⅴ期面 盛土）
27 黄灰色土 砂質分に富む （第Ⅴ期面 盛土）

28 褐色砂質土 やや粘性あり （SE2　堆積土）
29 褐灰色砂質土 シルト質 （SE2　堆積土）
30 灰黄褐色粘質土 硬質 / 角礫を含む （SF1- ｂ期 盛土）

31 暗オリーブ灰色粘質土 硬質 / 炭化物を含む （SF1- ｂ期 -SE2 盛
土）

32 オリーブ灰色粘質土 水気に富む （SF1- ｂ期 盛土）

33 浅黄色粘質土＋赤褐色土 小礫を含む （SF1- ｂ期 -SE2 盛
土）

34 褐灰色粘質土 岩盤破砕礫を含む （SF1- ｂ期 -SE2 盛
土）

35 黒褐色土 シルト質 （SE3 堆積土）
36a 黄灰色粘質土＋明黄褐色土 硬質 / 角礫を多く含む （SF1- ａ期 盛土）
36b 〃 36a より硬質 （SF1- ａ期 盛土）

37 灰白色粘質土＋灰色砂質土 交互層となる （SF1- ａ期以前の
堆積土）

38 緑灰色砂質土 硬質 / シルト質土（海成砂層か） （SF1- ａ期以前の
堆積土）

39 赤褐色粘質土 鉄分 ･ マンガンの凝集層
40 赤褐色粘質土 鉄分 ･ マンガンの凝集層
41 黄灰色粘質土 井戸裏込め石を含む （SF1- ｃ期 盛土）

42 オリーブ褐色粘質土 砂礫 ･ 岩盤破砕礫を多く含
む （SF1- ａ期 盛土）

43 灰色粘質土 黄褐色粘質土塊を含む （SF1- ｃ期 盛土）
44 暗灰黄色土 角礫を含む （SF1- ｃ期 盛土）
45 緑灰色粘質土 炭化物を含む （SF1- ｃ期 盛土）
46 褐色粘質土 砂礫を密に含む （SF1- ｃ期 盛土）
47 暗オリーブ灰色土 硬質 （SF1- ｃ期 盛土）
48 橙色粘質土 灰色土塊を密に含む （SF1- ｃ期 盛土）
49 暗赤褐色土 小礫を含む （SF1- ｃ期 盛土）
50 暗褐色土 硬質 / 小礫を含む （SF1- ｃ期 盛土）
51 暗緑灰色土 水気に富む / 有機物（板 ?）の痕跡（SF1- ｃ期 盛土）
52 灰黄褐色粘質土 小礫 ･ 岩盤破砕礫を含む （第Ⅴ期面 盛土）
53 灰黄褐色土 鉄分の沈着顕著 （第Ⅴ期面 盛土）
54 暗赤褐色土 小礫 ･ 炭化物を含む （第Ⅴ期面 盛土）

55 暗褐色土 黒味が強い土色 （SF1- ｃ期 - 第Ⅴ期
面 盛土）

56 褐色土 砂質分に富む （第Ⅳ期面 盛土）
57 にぶい黄褐色砂質土 砂礫を含む （第Ⅳ期面 盛土）

58 赤灰色粘質土 砂質分に富む （第Ⅳ期面 盛土）
59a 灰赤色砂質土 小礫を含む （第Ⅳ期面 盛土）
59b 〃 59a より黄味が強い （第Ⅳ期面 盛土）
60a 灰オリーブ色粘質土 角礫を含む （第Ⅳ期面 盛土）
60b 〃 60a より砂質分に富む （第Ⅳ期面 盛土）
60c 〃 60a より角礫を多く含む （第Ⅳ期面 盛土）

61 暗赤灰色粘質土 硬質 / 角礫を多く含む （SF1- ｂ期 - 第Ⅳ期
面 盛土）

62 黒褐色粘質土 白色砂粒を含む （SF1- ｂ期 - 第Ⅳ期
面 盛土）

63 暗褐色土 硬質 / 円礫 ･ 角礫を含む （SF1- ｂ期 - 第Ⅳ期
面 盛土）

64 暗赤褐色粘質土 岩盤破砕礫を含む （第Ⅲ期面 堆積
土）

65a 暗赤褐色砂質土 小礫を含む （第Ⅲ期面 堆積
土）

65b 〃 65a より締まり強い （第Ⅲ期面 堆積
土）

66 褐色砂質土 小礫を密に含む （第Ⅲ期面 堆積
土）

67a 褐色粘質土 小礫を含む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

67b 〃 67a より硬質 （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

67c 〃 67a より砂質分に富む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

68 にぶい赤褐色粘質土 硬質 （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

69 オリーブ褐色土 角礫・円礫を含む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

70a 黒褐色粘質土 鉄分の沈着あり （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

70b 〃 70a に黄褐色土塊を含む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

71a 黄灰色粘質土 砂礫を含む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

71b 〃 71a より砂質分に富む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面
　盛土）

72 黄灰色粘質土＋灰白色砂質土 硬質 / 角礫を多く含む （SF1- ａ期 盛土）
73 暗褐色粘質土＋緑灰色砂質土 硬質 / 角礫を含む （SF1- ａ期 - 第Ⅲ期面　盛土）
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第 46 図　水の手曲輪　SF1(c 期 ) 実測図 (2)
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（５）SS1（ⅰ期）の構造　　
構造　　SS1（ⅰ期）は石積部と１号堀および１号土

塁と柵列による、複合的な遺構である（第47･48図）。

石積部の規模と形態　　石積部の長さは16ｍを測

る。石積部の南端側は階段状の天端面を有する構造

で、天端の高さは31.7ｍ（上段部 :SR5側）と31.4ｍ（下

段部 :１号堀側）を測る（第48図）。幅（石積部前面

の基底石からSR5側）は４ｍである。高さは基底石か

ら1.8～ 2ｍとなる。下段部は奥行き1.6ｍの平坦面

となり、上段部とは0.3～ 0.4ｍの段差が生じる。

石積部中央付近は大きく損なわているので天端面

の構造は不明確である。しかし、石積部南端に認め

られた段差は、SS1 北端の SE1 吐水口の高さと対応

し、平面的にも吐水口の端部と対応するので、SS1

石積部の天端面は段状であったと理解される。

石積部内部の構造　　石積部の内部では、土留め壁

や擁壁の機能をもつ石積み壁体や列石が計４列確認

された。東側より第１･第２（a･b）･第３（a･b）･

第４列とする（第49･50図）。第１～３列は埋め戻さ

れて表出しない。石積み壁体で大きく４つに仕切ら

れた空間は硬く埋め戻されていた。これら石積み壁

体は土留め擁壁の構造でありSS1の堅牢さを目指す。

また、石材に五輪塔の火輪や地輪も利用されていた。

石積み壁体　　第１列は６～８段で高さ0.8～1.3ｍ

であるが、中央～南半部では列状の置石に変化する。

　第２列は６～９段の石積みで高さ1.2～1.8ｍを測

る。北半部はa･bの２小列で一つの壁体とする。壁体

上端の石には五輪塔の火輪も用いられる。なお、第１

列同様に中央～南半部では壁体から列石状となる。

　第３列は a･bの２小列からなる石積みで、２小列

で一壁体となる。石積みは６段で高さ1.4ｍを測る。

第３ｂ列は南（西）端付近で第４列と合流する。第２

･３列の基底石は扁平な石を数個積み重ねていた。

　第４列は、石積部本体の最前列で露出する。ほぼ

垂直に積まれる第１～３列とは異なり、70°の仰角と

なる。第４列の石積みは、0.2～ 0.3ｍ×0.4ｍ大の

割石を横位に置いて基底石とし、その上に10段ほど

積み上げる。この石材は平均 0.1～ 0.2 ｍ×0.2 ～

0.4ｍ大で、基底石がやや大きい。基底石の下端ライ

ンは緩い下弦を描く(第 48図 )。

石積み技法　　布石（煉瓦･重箱）積みと乱石積み

が並用される。安定性のない積み方であるが、石と

石の接点には栗石や小礫をはさんで安定させている。

石積部の構築過程　　大きく５工程となる。

①１号堀から１号土塁の底面に、巨礫を含む灰白色粘

質土を投入して地盤強化を図る。巨礫は扇形に広がる

ので周堤状に盛土されたようである（第44･第 49図）。

②第１～２列の基底面に水平な盛土（第50図第19･20

層）をして、平坦面（作業面）を確保し（南端部は第

２～４列）、第１列を構築しながら、その背面に第Ⅴ期

面の造成に連動した盛土を重ねる。第52-2図第15層

は、マンガンや酸化鉄の沈着が著しい岩盤破砕礫主体

である。南半部では第２列が石積み壁体となる。

③第２列を構築後、第１列との間隙には粘質土と割

石主体の層を交互盛土して突き固める。

④第３列と第２列との間隙を埋め戻す。粘質土と角

礫を含むボソボソとした質感の土で交互層となる。

第２列側の基底面付近は割石を敷き並べて強化する。

⑤第３列との間隙を埋めながら第４列を構築する。

④工程と同様に、第３列側の基底面は割石が並べら

れる。第３・第４列との間隙は④工程と同じく交互

層で硬く突き固められて埋め戻される。

石積部本体の柱穴　　SR5 は、SS1 の天端の石列に

軸線が揃い SR4 とも対応するのでⅰ期とする。

　なお、SE1のうち SR4･5 に挟まれた部分は暗渠部

である。この暗渠部の上に堆積する８～10層( 第

56図）は、盛土の可能性があるけれども判断し得

なかった。

１号堀　　石積部本体の前面に位置する。長さ16ｍ、

幅2.9～3.2ｍである。堀の断面形は箱形に近いが、

両端部部分は段差が生じる２段掘りで、１号土塁側

の壁面は傾斜する。堀の両端部は岩盤面を 1.7 ｍの

深さに掘削して長さ 14ｍ ･ 下幅 2.5 ｍの平坦な堀

底と垂直に近い壁面を削り出す。１号堀の中央部は

盛土面を堀底とし、岩盤削りだしの堀底より0.3ｍ

深い。また、掘り方の上端は、石積部本体の前面と

幅0.3～0.6ｍの空間を隔てる位置にある。

従って、１号堀の最底面と石積部との比高差は３ｍ、

１号土塁の平坦面との比高差は１ｍとなる。

SE1は１号堀内に導水される構造である（第47図）。

１号土塁　　１号堀の西側に位置する。長さ 13＋

α、高さ１ｍ、上幅 1.4 ｍ、下幅は 2.5 ｍを測る。

谷地形の両端を直線的に結ぶ土塁である。断面形は

台形状を呈し、黄白色粘質土や褐色土の硬質な土で

盛土されていた。土塁の上端面は直線的であるが、

２号堀側の下端線は下膨れ状に緩い円弧を描く。
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土塁上端（平坦）面上では、直線的に縦断するSR6

が検出された。柱穴間隔は0.8～1ｍと不揃いである。

土塁の２号堀側壁面には石積みが施される。その

位置は肩部付近にあり、鉢巻様となる。南端部のみ

が良好に遺存していた。

なお、中央部分から北側は大きく損なわれ、北端

部は SE1（SS1- ⅱ期に伴う）に切断されていた。

１号土塁より西側（谷部側）の構造は、幅 1.2 ｍ

以上の緩い平坦面となるが、２号土塁付近で大きく

下降すると考えられる（第 42図）。

このように１号土塁は、谷部斜面を跨いで外部と

空間を遮断する閉鎖的な構造であったと解釈される。

（６）SS1（ⅱ期）の構造　　
構造　　SS1（ⅱ期）は石積部本体と１号堀・１号土塁、

さらに２号堀と２号土塁で構成される（第51図）。

SS1（ⅱ期）は、１号堀の両端が埋め戻されて南

側はスロープ部となり、１号土塁側から石積部本体

や曲輪内へ出入り可能な構造に作り変えられ、さら

に１号土塁の前面に２号堀と２号土塁が構築されて

虎口状構造へと改造される複合遺構体である。

石積部本体の柱穴　　柱穴から SB12 と SR9･10 を

復元できた。SB12 はスロープ部の階段部に面し、

身舎内には小礫による石敷面も認められた。平面形

はやや歪であるが、柱穴は直径 0.6 ｍと大きく、深

さ 0.6 ｍと岩盤面を丁寧に掘削される（第 59図）。

この SB12 は規模と構造およびスロープ部との位置

関係から門状遺構であった考えられる。

この SB12 の桁方向線上にあるのがSR9･10（柵列）

である。SR9・10に伴う柱穴列の北端は切岸３の上

にあり、岩盤を深さ 0.6 ｍ掘削する掘り方である。

この柱穴は SB12 床面より 1.6 ｍも高い位置にある

ので、単なる柵列とは考えにくい。SR9・10は櫓状

の構造物に伴う柱穴列とも考えられる（第51図）。

なお、切岸3のSR11は、柵列とするよりも曲輪Ｂ群方面

に行く際の後世の階段であった可能性が強い（第42図）。

１号堀　　１号堀の両端はスロープ部の構築と割石

等による埋め戻しにより、長さ７ｍ、幅 2.9 ～３ｍ

に縮小する。このため１号堀の北壁（岸）は礫と土

による壁面、南壁はスロープ部の壁面となる。１号

土塁側の隅角部にはテラス面が付いて入りやすい。

また、SS1（ⅰ期）の１号堀の北縁であった部分は、

岩盤壁面に沿って 4.8 ｍの石列が設けられる。

１号堀の北側は2.6×3.6ｍの範囲に大小様々な大

きさの割石が捨石状に集石されていた（第51･52-2図）。

石は石積部本体のものと違い、角張った形状が多い。

この捨石状の集石部分と石積部本体の間には幅

0.8 ｍの空白部が存在するが、そこは SE1 からの分

流水や石積部本体から染み出す地下水が１号堀へと

導水されていた。この SE1 は、埋め立てられた１

号堀と１号土塁を縦断する構造に改造される。

１号堀の堆積土は、灰色系粘質土と褐色系砂質土

の交互堆積で静水と流水が繰り返される（第44図）。

スロープ部　　１号堀の南側に位置する。１号土塁

と石積部本体を繋ぐ傾斜面である。SB12 への通路

と考えられる。路面幅1.2～1.3ｍ･長さ5.6ｍを測り、

傾斜角は 10°と緩い。石積部側は３段の階段面、１

号堀側は平坦面が続く通路面となる。通路面には岩

盤破砕礫が薄く敷かれていた。また、SB12 の前面

部分の通路幅は間口状に急に広がる（第51･53図）。

スロープ部は１号堀底面に薄く流入土が堆積した

時点（第53図第11･12層）で盛土により構築される。

このスロープ部は２列の石積みによる土留め壁と１

列の内護列石による区画内に盛土を流し込むように

して構築される。北側の石積みは部分的に表出する

が２列目は埋められたままとなる（第 53図）。

スロープ部の盛土は褐色土や砂質土が主体で岩盤

破砕礫も多く混入するなど、SS1 石積部本体や１号

土塁の盛土とは大きく性状が異なる。

１号土塁（新）　　２号堀側の壁面の下部には張り出

すように石積みと盛土が構築される（第51・52図）。

この石積みは腰巻状となり１号土塁を直線的に巡る。

この石積部の中央付近には0.4ｍ×0.6 ｍ大の巨

礫が２箇所置かれていた。巨礫間の距離は1.6ｍで、

その対辺側の１号土塁面上には柱穴が２箇所認めら

れたので掘立柱建物跡（SB13）とした。この SB13

は１号堀（新）と２号堀の中軸線上に位置する。１号

土塁側の柱穴を控柱、巨礫を鏡柱の礎石とみなすな

らば、門状遺構と捉えられる（第60図）。

土塁平坦面上の柵列（SR7）の柱穴は、このSB13を

間に挟んで、土塁面を矩形に囲む配置となる(第51図 )。

２号堀　　長さ10ｍ＋α、幅1.4ｍを測る長方形の

堀である。１号土塁の平坦面と堀底最深部との比高

差は0.75ｍとなる。２号堀の西壁面は開くが、東壁

面は石積みで閉じる。この東壁面は１号土塁から続く

石積みとなる。この石積み部は岩盤を掘削して2号
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第 47 図　水の手曲輪　SS1( ⅰ期 ) 実測図 (1)
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第 48 図　水の手曲輪　SS1( ⅰ期 ) 実測図 (2)
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第 49 図　水の手曲輪　SS1 内部の構造

N

巨礫 ･ 礫の検出状況
　SS1 基底面の整地層
　( 第 44 図第 116 層 )
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第 50 図　水の手曲輪　SS1 内部の石積み壁体実測図

a-b 土層
1 にぶい赤褐色土 硬質 / 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
2 にぶい褐色土 硬質 / 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
3 にぶい橙色粘質土 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
4 にぶい黄褐色土＋橙色土 角礫を含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
5 黄白色粘質土 砂質分あり （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
6 褐色土 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
7 灰褐色粘質土 硬質 （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
8 にぶい黄褐色土 硬質 / 岩盤破砕礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
9 明褐色粘質土 硬質・炭化物含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
10 黄褐色粘質土 硬質 / 角礫含む （SS1 石積内 盛土）

11 褐色粘質土 硬質 / 岩盤破砕礫含む （SS1 石積内 盛土）
12a にぶい黄橙色土 角礫含む （SS1 石積内 盛土）
12b 〃 12a よりも黒味が強い （SS1 石積内 盛土）
13 にぶい黄褐色粘質土 硬質 / 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
14 淡黄色土 硬質だがボソボソとした土質 （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
15 にぶい黄褐色土 硬質 / 角礫含む （SS1 石積内 盛土）
16 明黄褐色粘質土 硬質 / 角礫含む （SS1 石積内 盛土）
17a 褐色土 角礫含む （SS1 石積内 盛土）
17b 〃 17a より粘性強い （SS1 石積内 盛土）
17c 〃 17a より黒味強い （SS1 石積内 盛土）
18 赤褐色土＋緑灰色粘質土 水気に富む （SS1 石積内 盛土）

19 明赤褐色土＋緑灰色粘質土 ボソボソとした土質 （SS1 石積内 盛土）
20 緑灰色粘質土＋黒褐色土 水分に富む （SS1 石積内 盛土）
21 暗灰黄色土 ボソボソとした土質 （SS1 石積内 盛土）
22 暗褐色粘質土＋緑灰色粘質土 硬質 / 土塊状の堆積 （SS1 石積内 盛土）
23 暗褐色粘質土 硬質 / 土塊状の堆積 （SS1 石積内 盛土）
24 明赤褐色土＋緑灰色粘質土 第 18 層に類似 （SS1 石積内 盛土）
25 褐灰色粘質土 暗褐色粘質土塊を含む （SS1 石積内 盛土）
26 橙色土 硬質 / 砂礫を密に含む （SS1 石積内 盛土）
27 橙色土 硬質 / 砂礫を密に含む （SS1 石積内 盛土）
28 緑灰色粘質土 水分に富み、ヘドロ臭強い （SS1 構築時の基盤層）
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堀と2号土塁の肩部を削り出した後に岩盤由来の角

礫や層状の礫が主体となる石材で構築されている。

なお東壁の掘り方上端と１号土塁の前面との間に

は幅 0.6 ｍを測る狭い平坦面がつく。この平坦面に

は４本の柱穴が検出され、一直線上に位置するので

柵列（SR8）とした。柱穴の深さは0.6ｍ前後と深い。

２号土塁　　２号堀の南壁面から北側へ延伸する土

塁である。長さ8.4ｍ、上幅1.2ｍ、下幅1.6ｍを測る。

土塁は、岩盤由来の細かい小礫の自然堆積層上に岩

盤破砕礫混じりの褐色土で雑に盛土する（第44･52図）。

２号土塁の先端部は丸く収束して途切れる。この

付近は２号堀の底面も途切れて落差１ｍ以上の斜面

となる。この付近が谷筋からの入り口部と考えられる。

つまり、１号土塁と２号堀および２号土塁による構成

は虎口状構造と理解される。しかし、２号土塁より

谷側（西側）は調査区外および市道敷下となるため、

構造は不明である。

SS1の機能　　SS1はその構造上、大きく二つの機

能的側面を有していたと考えられる。一つは、石積

みによる土留め壁又は擁壁状の遺構であることから、

曲輪面（第Ⅴ期面）造成に伴う盛土の押圧や地下水

圧による曲輪面の地崩れを防ぐ機能である。二つ目

は、堀と土塁や柵列等を有機的に組み合わせる構造

から、曲輪内を外部から遮断する防御的機能である。

（７）第Ⅴ期面と SS1 の出土遺物　　
第Ⅴ期面盛土内（第 44図第 26･33 層）からは、

漳州窯系青花皿（281）、景徳鎮窯白磁、備前焼甕 ･

擂鉢、土師器皿（585･603）が出土した。

SS1石積部では、検出面より備前焼甕 (419･432･437)

や平瓦（700）、盛土面（第50図第19･20層）では福

建･広東窯白磁、漳州窯･景徳鎮窯青花皿、青磁（205）

等、石積み壁体の第３列間より褐釉陶器の天目碗（307）

が出土した。また、スロープ部の第４層（第53図）で

は槍（905）がある。

SS1（ⅱ期）の１号堀内では、邵武四都窯白磁、

景徳鎮窯白磁小坏類（44･63）、福建 ･ 広東窯白磁

碗（9）、漳州窯 ･ 景徳鎮窯青花皿、褐釉陶器の四耳壺、

土師質擂鉢（654）等が出土した。9a 層の備前焼

甕（414）や景徳鎮窯青花皿、11 層の瀬戸美濃焼

天目碗（479）もある（第 44 図）。２号堀内では、

景徳鎮窯白磁皿、福建 ･ 広東窯白磁碗、青磁、備前

焼擂鉢（371）等が出土した。

（８）１号溝状遺構（SE1）　
位置　　SF1（ｃ期）に接続する溝状遺構である。切

岸３に向けて緩やかにカーブを描いて調査区を東西

に横断し、石積遺構（SS1）内を通って曲輪外へ到る。

規模と構造　　全長は、現存長で 34.4 ｍを測る。

開渠部と暗渠部による構造である。開渠部は盛土面

を掘り込み、暗渠部は SS1 と連動して構築される。

SE1 を SF1 側からＡ～Ｄ区と平面的に区分した

上で、各区の構造的特徴を報告する（第 54図）。

Ａ区の構造　　SF1（ｃ期）との接続部分から 6.8

ｍを測る。直線的に延びる開渠構造の区間である。

溝の下幅は 0.6 ｍだが上幅は SF1 との接続部で 1.2

ｍ、コーナー部（Ｂ区）付近で 0.9 ｍとすぼまる。

断面形は逆台形である。

SF1 との接続部は、北側の壁面に石積護岸が設け

られ、東 ･南側は壁面と底面との境にＬ字状の列石

が巡る。底面には石敷が施され、SB4 の柱穴に挟ま

れた範囲に拳大の礫が敷かれる。

SB4は１×２間（1.2ｍ×1.2ｍ）の規模で、SE1 を

直角に横切る。また、SF1 の出入り口部とも方向が

一致するので木橋と考えられる。この SB4 の柱穴

出土の備前焼擂鉢（未掲載）は、重根分類のⅤＢに

相当し、16世紀中頃～17世紀初頭の年代に該当する。

石積護岸は長さ２ｍ、高さ 0.45 ｍで２段の石積

みである。0.3 ｍ× 0.7 ｍ大の大きい川原石や 0.3

ｍ大の割石を溝底面に据え、その上に小さめの割石

や川原石を積み上げて壁面となす（第 45図）。

石積護岸の東側延長方向は SF1外区の列石が連な

る。この列石の0.3ｍ西側下面がSE1の始点である。

テラス面（石敷面）は SE1（A･B 区）北側には幅

0.9 ｍで連なる。このテラス面は扁平な岩盤破砕礫

主体の石敷面である。途中で台形状に石敷面が途切

れる箇所があり、この箇所はテラス面背面の段差も

途切れることから通路面と解釈される（第 54図）。

Ｂ区の構造　　緩やかにカーブを描く開渠構造の区

間で 12.6 ｍを測る。溝の上幅は、壁面の崩壊で一

定しない。壁面は両側とも塊石を乱雑に積み上げる

石積護岸だが、部分的にしか遺存していない。部分

的な護岸であった可能性もある。底面は平坦面が階

段状に連続する構造である。

なお、Ｂ区の起点には、一辺 3.6 ｍ× 1.8 ｍの平

行四辺形の掘り込みがある。一見して溜め桝様であ

る（第 54図）。
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第 52-1 図　水の手曲輪　SS1 断面見通し図・土層断面図 (1)
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第 53 図　水の手曲輪　SS1 断面見通し図・土層断面図 (2)
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第 54 図　水の手曲輪　SF1（C 期）･SE1 実測図

e-f 土層
1 にぶい黄褐色土 小礫含む （SE1- ⅱ期 堆積土）

2 褐色土 岩盤破砕礫を多く含む （SE1- ⅱ期 堆積土）

3 黄褐色土 （SE1- ⅱ期 堆積土）

4 暗褐色土 岩盤破砕礫を多く含む （SE1- ⅱ期 堆積土）

c-d 土層
1 灰褐色土 岩盤破砕礫を多く含む（SE1 堆積土）

a-b 土層
1 明黄褐色土 角礫多い （SE1 堆積土）

2 にぶい黄褐色土 炭化物含む （SE1 堆積土）

3 にぶい黄橙色土 岩盤破砕礫多い（SE1 堆積土）

4 黄褐色土 炭化物含む （SE1 堆積土）

5 にぶい褐色土 角 ･ 円礫多い （SE1 堆積土）

6 灰黄褐色粘質土 炭化物含む （SE1 堆積土）

7 褐灰色粘質土 炭化物含む （SE1 堆積土）

8 褐灰色砂質土 シルト質 （SE1 堆積土）
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第 55 図　水の手曲輪　SE1　C 区（暗渠部）及び D 区 A-B 立 ･ 断面実測図

A-B 土層
1 にぶい黄褐色土＋橙色土 角礫を含む （SS1 石積内 盛土）
2 黄白色粘質土 砂質分あり （SS1 石積内 盛土）
3a にぶい橙色粘質土 角礫多く含む （SS1 石積内 盛土）
3b 〃 3a よりも赤みが強い（SS1 石積内 盛土）
4 にぶい黄褐色土 硬質 / 角礫を含む （SS1 石積内 盛土）
5 明黄褐色粘質土 硬質 / 角礫を含む （SS1 石積内 盛土）
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第 56 図　水の手曲輪　SE1　D 区（開渠部）実測図

c-d 土層
1 黄褐色土 角礫含む （後世の堆積土）
2 にぶい黄褐色土 角礫含む （後世の堆積土）
3 にぶい褐色土 （後世の造成土）
4 褐色土 シルト質に富む （後世の造成土）
5 明褐色土 シルト質に富む （後世の造成土）
6 黄褐色粘質土 岩盤破砕礫を含む （後世の造成土）
7 黄褐色土 角礫多い （後世の造成土）
8 明褐色粘質土 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土 ?）
9 明褐色土 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土 ?）
10 橙色粘質土 硬化面となる （SS1-SE1 盛土）
11 黒褐色土 硬質 （SS1-SE1 盛土）
12 暗褐色土 （SS1-SE1 盛土）
13 にぶい赤褐色粘質土 岩盤破砕礫が層状に堆積 （SS1-SE1 盛土）

14 暗赤褐色土 砂質土を含む （SS1-SE1 盛土）
15 灰褐色粘質土 硬質、赤褐色の砂質土含む （SS1-SE1 盛土）
16 明黄褐色土 角礫を多く含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
17 にぶい黄褐色土 円礫を含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
18 黄白色粘質土 砂質分あり （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
19 にぶい黄褐色粘質土 角礫を含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
20 にぶい橙色土 鉄分の沈着あり （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
21 褐色土 角礫を含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
22 灰黄褐色土 砂質分あり （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
23 にぶい黄褐色粘質土 硬質 / 角礫含む （SS1- 第Ⅴ期面 盛土）
24 黒色土 ヘドロ臭がきつい （SE1 堆積土）
25a 灰褐色粘質土 （SE1 堆積土）
25b 〃 25a より砂質分に富む （SE1 堆積土）

g-h 土層
1a 灰黄色粘質土 硬質 / 暗灰黄色粘質土の土塊含む （SE1- １号土塁ⅱ期 壁体盛土）
1b 〃 1a より土塊が少ない （SE1- １号土塁ⅱ期 壁体盛土）
2 褐灰色粘質土 （SE1- １号土塁ⅱ期 壁体盛土）
3 灰色粘質土 砂礫多い （SE1- １号土塁ⅱ期 壁体盛土）
4 にぶい黄褐色粘質土 角 ･ 円礫、岩盤破砕礫を含む（SE1- １号土塁ⅱ期 壁体盛土）
5 黄白色粘質土 硬質 （１号土塁ⅰ期 盛土）
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第 57 図　水の手曲輪　SE1　D 区断面図

Ｃ区の構造　　切岸３の直下に位置し、石積遺構

（SS1）と一体化する暗渠構造の区間である。吐水

口までの長さは 5.6 ｍである（第 54・55図）。

暗渠部構造は溝部分と吐水口からなる。底面の幅

は 0.3 ｍ、側壁の高さ 0.35 ～ 0.5 ｍを測る。暗渠

部の断面形は箱型で、底面は緩やかな下り勾配が続

き、吐水口付近で段差がついて平坦面となる。両側

壁側に屋根部を削り落とされた火輪や地輪の五輪塔

部材、計 27枚を立位に並べて側壁とし、その上に

火成岩の柱状割石 21枚を横位に置いて蓋とする。

吐水口は、南側壁側は地輪を２枚横位に、北側壁

は地輪を１枚立位に用いて側壁に、地輪１枚で蓋と

する。南側壁側には地輪２枚を含む控え積みがある。

SE1 の暗渠部は、この SS1 部分のみである。SS1 に

伴う上部構造（土塁）の存在が想定される

暗渠部の構築は、SS1 の石積み壁体（第１列目）

の東側から始まる（第 47 図）。SE1 暗渠部と SS1

の構築、および曲輪面の造成は一体的 ･連続的な土

木作業であったと読み取れる（第 56図 C-D）。

Ｄ区の構造　　SS1 の石積部と土塁を縦断して虎口

部に到る、現存長 9.4 ｍの開渠区間である。吐水口

から石積部底面までの落差は 1.8 ｍで、水は勢いよ

く流下する。溝は SS1 石積部と岩盤面との境を沿

う構造で、溝の底面は３段構造で、吐水口前面では

SS1 の石積み壁体最上段の石積みを露出させ、それ

より西側は岩盤を削り出して溝底とする。

Ｄ区は、SS1 のⅰ期とⅱ期で構造に差異がある。

　SS1（ⅰ期）では、水は吐水口からそのまま直進

して１号堀の内部へと導かれる。堀への導水部分は、

隅角部や堀底を浅く掘り抜かれる（第 47図）。

SS1（ⅱ期）では、１号堀の埋め戻された部分と１号

土塁を縦断する構造となる。SS1石積部の前面に到る

と、一旦１ｍほど南側へ直角に折れ、楕円形に側石を

配す水溜部に接続する。この水溜部を起点とする溝は、

南西側の虎口部に向けて直進する（第51図）。

直進部の溝は、断面箱形で、調査区内での最深部

は標高 28.2 ｍである。底面は３段の平坦面からな

り、末端部側ほど広くなる。

南側壁は１号土塁を切り通した壁面である。この

壁面の下部は盛土、上部は石積みで、鉢巻状の石積

護岸となる。五輪塔の水輪も使用される（第56図）。

北側壁は溝の末端部分のみが石積護岸となる。岩

盤面からの湧水が溝内に流入する箇所でもある。32
.0
m
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m

30
.0
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＊
断

面
ラ

イ
ン

は
第

51
図

参
照

0
2m

 

1/
80

G

F



- 84 -

出土遺物と年代　　SE1 床面より邵武四都窯白磁

皿、景徳鎮窯青花皿や平瓦（701）等が出土した。

溝内の堆積土中より、邵武四都窯白磁皿や景徳鎮窯

青花皿（239･248）･ 盤（262）、漳州窯系青花碗

（268）、褐釉陶器四耳壺、備前焼擂鉢 ･ 甕（411）、

瓦質土器火鉢（666）等が得られた。

　Ａ区の石敷面では備前焼甕（411）が岩盤破砕礫

に混入していた。これら遺物の年代は、13世紀後半

～16世紀後半と幅広いが、16世紀代が中心となる。

（９）掘立柱建物跡と柵列 ( 第 42 図 )
規模と性格　　掘立柱建物跡は、桁梁行が１×２間

･２×２間 ･２×３間の側柱建物である。

身舎面積　　SB1 は二面庇付の建物跡で身舎面積は

約 11.4㎡ある。SB2（約15㎡）とSB5（約18㎡）が

大きいクラスとなり、20㎡超は認められなかった。

掘立柱建物跡群　　主軸方向から３つの小群に分離

できる。その内訳は、①群N-68～73°-E・N-12°-W

の一群（SB2･4･11･17･18･20）、②群 N-55～ 60°-E・

N-26 ～ 30°-Wの群（SB1･3･5･6･9･14･16･19）、③群

N-32°-E・N-49°-Wの群（SB7･8･10･12･13･15）となる。

　このうち、SB12･13はSS1（ⅱ期）の「門」、SB4は

SF1･SE1に伴う「橋」と捉えられる。SF1 や切岸２

付近には１×１間の建物跡（SB6･8･11）があるが、

これら３棟は調査区の両端に偏った位置にある。

出土遺物　　掘立柱建物跡に伴う遺物は僅少であ

る。SB1 柱穴より景徳鎮窯青花碗（226）が出土し、

16世紀中頃の年代である。SB5身舎内では香炉（482）

が認められた。瀬戸美濃窯の大窯３期後半にあたる。

柵列との関係　　SF1を囲むSR3と掘立柱建物跡の

①群とは方向性が揃う。SE1の方向性にも沿う建物

と柵列の配置である。SR12･15は②群の梁 ･桁方向

と揃うので、建物群に付随すると考えられる。SR12

は第Ⅴ期面のテラス面に沿う。そのテラス面の東端

は途切れるので、この部分は門にあたると解釈され

る。SS1 内を東西に横断する柵列群（SR5～10）と

掘立柱建物跡③群は方向性が揃う。SS1 の遺構軸線

に規制された柵列と掘立柱建物跡群とみなされる。

掘立柱建物跡の変遷　　掘立柱建物跡は切り合い関

係から①→②群となる。③群は SB12･13の存在から

SS2ⅱ期に伴うものと考えられる。建物跡の時期は

SB5出土の香炉（482）の年代から②群は16世紀末

葉と考えられる。

（10）切岸と柵列
　調査区内では、３箇所の切岸が確認された。曲輪

Ｂ群裾部際に設けられる（第 42 ～ 60 図）。一方、

曲輪Ａ群側は削平を受けた箇所や調査区外になる部

分があり、切岸の存在は確認できなかった。

　切岸１は、切岸３から調査区外に続く。壁面は垂

直に切り立てる構造ではなく、曲輪平坦面より２ｍ

付近を約１ｍ削り立てただけで、あとは岩盤面を露

出させる程度の造作である。

　切岸２は、切岸１の下段に位置する。切岸１を

掘り込んで 1.6 ～２ｍ×６ｍの不整形な平坦面と

する。切岸よりも帯曲輪的な意味合いが強い。こ

の平坦面の南側隅部にある割石や角礫の集積部は、

SB11 柱穴の根固め石である。

　切岸３は、SB8 付近から SS1 内の吐水口（SE1）

まで約 7.2 ｍの範囲である。壁面は垂直に近く、第

Ⅴ期面では最大高 1.2 ｍを測る。さらに壁面の下端

部には犬走り状の段差が２段つく（第 56 図）。そ

の幅は 0.4 ｍと 0.6 ｍである。このように第Ⅴ期面

下にも壁面は続くことから、切岸３は、第Ⅴ期面よ

りも古い段階に構築されたとみてよい。残念ながら、

この犬走り状の段差面の平面構造は追えていない。

なお、SE1 暗渠部の上面付近は小さな段差があり、

再度壁面を切り立てたようである。

　切岸の出土遺物の多くは、曲輪Ｂ群からの流れ込

みである。出土遺物の詳細は第7表を参照されたい。

　切岸に伴う柵列は、切岸１･２付近に集中する。

柱穴間距離は 0.6 ｍと２ｍがある。SR2 は切岸１の

裾部に沿って切岸３の境まで続く。SR1･14 は切岸

１の傾斜面上にある。切岸２の平坦面にある SR13

は、SR14 と対になると考えられる。

このように切岸１は、切岸３のような垂直壁を持

たない代わりに、裾部や傾斜面に柵列を三重に配す

ることで防御性を補完させる意図が感じられる。

（11）炉跡　　　　
焼土や炭化物の集中する箇所を炉跡とする。第Ⅴ

期面で３箇所検出された（第 42図）。

１号炉跡（炉跡１）は SB10 の身舎内に位置する

ので、掘立柱建物跡の火処であった可能性がある。

炉跡２は SB18 に伴う可能性がある。炉跡３は親指

大のガラス質や多孔質の鉄滓が数点含まれていた。

このため鍛冶関係の炉であった可能性が高い。
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第 58 図　掘立柱建物跡実測図 (1)
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第 59 図　掘立柱建物跡 (2)

第 60 図　水の手曲輪　切岸土層断面図

i-j 土層（切岸３）
1 黒褐色土 表土
2 褐色土 円 ･ 角礫含む 流入土
3 にぶい黄褐色土 円礫含む 流入土
4 にぶい黄褐色粘質土 小礫含む 流入土
5 黄褐色土 切岸３･SE1 内堆積土
6 にぶい黄褐色＋暗褐色土 岩盤破砕礫多い 切岸３･SE1 内堆積土
7 暗褐色砂質土 小礫含む 切岸３･SE1 内堆積土
8 オリーブ褐色砂質土 小礫含む 切岸３･SE1 内堆積土
9 にぶい黄橙色土 硬質 第Ⅴ期面の盛土
10 褐灰色土 角礫 ･ 炭化物含む 第Ⅴ期面の盛土
11 灰褐色土 角礫含む / 鉄分沈着 第Ⅴ期面の盛土
12 褐色粘質土 角礫含む / 鉄分沈着 第Ⅴ期面の盛土
13 明褐色粘質土 鉄分の凝集 第Ⅴ期面の盛土
14 褐灰色粘質土 小礫含む 第Ⅴ期面の盛土
15 灰色粘質土 硬質 第Ⅴ期面の盛土
16 にぶい黄褐色土 角礫含む 第Ⅴ期面の盛土

e-f 土層（切岸１）
1 黒褐色土 岩盤破砕礫多い （表土）
2 褐色土 小礫多い （後世の堆積土）
3 にぶい黄褐色砂質土 小礫多い （後世の堆積土）
4 にぶい黄褐色土 岩盤破砕礫含む （後世の堆積土）
5 暗褐色砂質土 岩盤破砕礫含む （後世の堆積土）
6 黒褐色砂質土 （後世の堆積土）
7 褐色砂質土 （後世の堆積土）
8 黒褐色土 岩盤破砕礫多い （後世の堆積土）
9 黒褐色砂質土 炭化物含む （後世の堆積土）
10 褐色粘質土 岩盤破砕礫・巨礫含む （第Ⅴ期面 盛土）
11 にぶい黄褐色粘質土 硬質 / 巨礫含む （第Ⅴ期面 盛土）
12 にぶい黄褐色砂質土 黄褐色粘質土の土塊を含む （第Ⅴ期面 盛土）
13 暗褐色砂質土 （第Ⅴ期面 盛土）
14 暗オリーブ褐色粘質土 （第Ⅴ期面 盛土）
15 オリーブ褐色土 （第Ⅴ期面 盛土）
16 暗褐色土 岩盤破砕礫含む （柱穴埋土）
17 黒色砂質土 （柱痕跡）
18 暗褐色砂質土 （柱穴埋土）

g-h 土層（切岸 1-2）
1 黒褐色土 （表土）
2 黄褐色土 （後世の堆積土）
3 にぶい黄褐色土 （後世の堆積土）
4 暗褐色土 角礫含む（後世の堆積土）
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第７節　西側谷部
位置と構造　　南側曲輪群の東西には谷地形が深く

入り込む。このうち西側の谷地形を西側谷部として

調査した。谷底北西側に比留巻神社が鎮座し、谷の

南東側に参道が通じている。

現況では谷底に３段の平坦面が形成され、畑地

等に利用されていたので、曲輪の存在が想定された。

調査により東西の斜面裾に平坦面が確認された。

東西共に最大幅約 2.5 ｍで、東側の平坦面際には幅

0.2 ｍ程の溝が検出された(第61図 a-b)。

層位　　谷中央部の表土下は褐色系粘質土が層厚

１ｍ前後と厚い。現地形の平坦面に由来する堆積土

である。近世以降の遺物を多く含む。この堆積土よ

り下層は東西斜面からの崩落土及び流入土の堆積層

で、谷部が自然埋没していく状況が把握される。

東西の岩盤削り出しによる平坦面は、褐色系粘

質土の上端ラインに一致する。平坦面上にも崩落土、

および流入土が堆積する(第62図 a-b～ e-f )。

一方、比留巻神社西側では凹凸に富む層（第５層）

がある ( 第62図 g-h)。凹凸は神社の斜面部分にあ

ることから、九十九折の旧参道の断面と考えられる。

遺物　　崩落土中より白磁 (62)や青磁 (98)、瀬戸

･ 美濃 (468)、褐色系粘質土や崩落土から近世肥前

系陶磁器 (489～ 496･499･500･504～ 508･510･511･

514･516･520･526･541･542)、萩焼系杯 (544)、近世瓦

(705･707～709･711･714～715･717)等が出土した。

遺構　　遺構は岩盤削りだし平坦面上より柱穴３基

を検出した。柱穴から遺物の出土はない。

曲輪面の有無　　褐色系粘質土は、堆積状況から谷

部における現況の地形（３段の平坦面）を形成する

際の造成土と判断される。造成時期は、造成土出土

の遺物から近世後半以降であると考えられる。

　岩盤削り出しの平坦面についても造成時に斜面を

削平したものと考えられる。

造成土より下層の自然堆積土層出土の遺物、特

に貿易陶磁器に関しては、周辺の曲輪群出土遺物と

種別や年代等整合するものが多い。これは、曲輪群

から谷部へと遺物が流れ込んだ結果と考えられる。

谷部は、帯曲輪などの遺構の存在が想定された。

しかし、調査の結果から判断すると、自然地形の状

態であった。また、水田等の耕作地として利用され

ていた可能性も考慮される。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （田中達）

（12）第Ⅴ期面の時期
　第Ⅴ期面の構築時期を探る手掛かりとして SB5

身舎内で出土した瀬戸美濃焼の香炉（482）が挙げ

られる。この年代観は 1575 ～ 1590 年と時間幅が

短い。また、SF1（ｃ期）の石敷部下面出土の土師

器皿（618）を島津氏による塩見城支配（1580 年代）

に伴うものとみれば、482の年代観と整合的である。

従って、第Ⅴ期面は16世紀後半代でも末葉（1580

～ 90 年代）に造成された生活面と導かれる。

7　小結
水の手曲輪では都合５面の遺構面を確認できた。

各遺構面の変遷は、下記のようにまとめられる。

第Ⅰ期‥少なくとも 14世紀前半段階には人間活動

の痕跡を認めることが出来る。

第Ⅱ期‥自然地形の改変が行われるのは 16世紀初

頭頃で窪地状遺構の護岸として石積遺構（SS2）

が構築される等、この空間が重視され始める。

第Ⅲ期‥窪地状遺構の護岸は改修を受ける（古段階）

が、16 世紀中頃には埋没に近い状態となり井戸

（SF1）と排水施設（SE3）が構築されて（新段階）、

曲輪が水場としての性格をより強く示す。

第Ⅳ期‥16 世紀後半代には、曲輪面の造成に伴っ

て、井戸枠の嵩上げと排水施設（SE2）が設けら

れる。井戸前面に石敷面が伴うのが特徴的である。

第Ⅴ期‥16世紀後半代でも末葉に入ると大規模な造

成工事が成される。曲輪面は一挙に拡大して水場

的空間を保持しつつも、防御的施設（SS1）に護ら

れた生活空間が出現する（SS1ⅰ期）。城域内にお

ける曲輪の位置付けが大きく変わったことを示す。

SS1 は、さらにスロープ部や堀と土塁が追加さ

れて、虎口状構造に変化を遂げる。防御施設から

城門への転換である（SS1 ⅱ期）。この転換は 17

世紀初頭段階までに生じたと考えられる。

　曲輪の終焉時期は、17 世紀初頭よりも下る遺物

は皆無に近いので、17世紀初頭頃とみられる。

なお、第Ⅰ期の間、第Ⅱ期面と第Ⅲ期面及び第Ⅲ

期面と第Ⅳ期面の境には、部分的な検出ではあった

が、焼土 ･炭化物層の存在や木杭の被熱 ･炭化の現

象が認められた。その原因は不明とせざるを得ない

が、戦災や火災の可能性は十分考慮される。

（今塩屋）
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第 61 図　西側谷部遺構配置図
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第 62 図　西側谷部土層断面図
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第 4 表 - 1　西側曲輪群掘立柱建物跡一覧表

位置
（曲輪）番号 種別

規模 梁行 桁行

方位 身舎面積
（㎡）

柱穴
出土遺物　

番号ないものは未掲載

復元
作業
※ 1

備考 切り合い
図
面
掲
載間 付属

施設
総長

（m）

梁間
平均

（m）

総長
(m)

桁行
平均

（m）
柱数 柱径（㎝） 柱深

（㎝）

A1

SB1 側柱 2 × 1 1.48 0.74 2.33 2.33 N  0°N 3.45 4+ α 30 ～ 40 50 ～ 70 ◎ 桁行の中間の柱はなし
SB2 側柱 1 × 2 1.23 1.23 2.83 1.41 N  1°W 3.48 6+ α 30 ～ 40 5 ～ 50 土錘 /747 ○ 西側に延びる可能性あり

SB3 側柱 1 × 1 1.30 1.30 2.04 2.04 N　72°W 2.66 4 30 ～ 50 30 ～ 70 ○ 門跡の可能性あり

SB4 側柱 1 × 1 1.86 1.86 2.15 2.15 N　0°W 4.00 4 30 ～ 50 5 ～ 60 ○ 門跡の可能性あり

A2

SB1 側柱 1 × 2 北庇 3.03 3.03 3.95 1.97 N 11°N 11.97 8 20 ～ 40 10 ～ 70 青花　碗景徳鎮窯系碗 /210､ 214 ○ ○

SB2 側柱 2 × 3 北庇 3.80 1.90 5.03 1.68 N 13°E 19.11 12 20 ～ 70 20 ～ 70 青磁　碗 /134、備前焼　擂鉢、土
錘 /749 ～ 753、瓦質土器 /661 ○ ○

SB3 側柱 1 × 1 1.44 1.44 1.52 1.52 N 38°W 2.19 4 30 20 ～ 50 土錘 /748　 ○

SB4 側柱 1 × 2 北庇 3.59 3.59 4.06 2.03 N  3°E 14.58 7+ α 25 ～ 60 10 ～ 60 白磁　邵武四都窯系皿 /25 ○

A3

SB1 側柱 2 × 3 4.19 2.10 7.06 2.35 N 13°W 29.58 9 30 ～ 60 50 ～ 90 ◎ A3SB2 を切る。 ○

SB2 側柱 1 × 3 北庇 4.16 4.16 5.40 1.80 N  6°W 22.49 9+ α 30 ～ 50 25 ～ 50 中国産陶器　壺 /337 ○ A3SB1 に切られる。

SB3 側柱 3 × 2 3.44 1.15 3.07 1.53 N　69°E 10.56 7+ α 20 ～ 40 5 ～ 60 ○ 堀の方へ延びる可能性あり

SB4 側柱 1 × 2 1.49 1.49 3.08 1.54 N　64°E 4.59 4+ α 20 ～ 30 5 ～ 30 ○

SB5 側柱 1 × 1 1.62 1.62 4.98 4.98 N　7°W 8.07 3+ α 40 ～ 50 10 ～ 60 ○ 堀の方へ延びる可能性あり A3SB16 に切られる。

SB6 側柱 1 × 2 北庇 1.88 1.88 3.92 1.96 N  9°W 7.36 8+ α 30 ～ 70 20 ～ 60 ○ A3SB11・SB12 を切る。

SB7 側柱 1 × 3 1.61 1.61 3.35 1.12 N　80°W 5.39 5+ α 30 ～ 40 10 ～ 30 ○

SB8 側柱 1 × 2 1.33 1.33 2.88 1.45 N　71°E 3.83 5+ α 20 ～ 45 20 ～ 60 ○

SB9 側柱 1 × 2 2.06 2.06 3.35 1.67 N　75°W 6.90 5+ α 20 ～ 30 15 ～ 45 ○

SB10 側柱 1 × 2 1.97 1.97 3.36 1.68 N　57°E 6.62 5+ α 20 ～ 60 15 ～ 30 青花　景徳鎮窯系皿 /243 ○ A3SB14 に切られる。

SB11 側柱 2 × 4 5.05 2.53 8.10 2.02 N　8°W 40.91 14 30 ～ 50 10 ～ 70 備前焼　擂鉢 /405、白磁　景徳鎮窯系皿 /41 ◎ 間仕切り A3SB6 に切られる。 ○

SB12 総柱 3 × 3 5.82 1.94 6.15 2.05 N　7°W 35.79 16 30 ～ 60 20 ～ 70 白磁　邵武四都窯系皿 /56、青花　
景徳鎮窯系皿 /236 ◎ A3SB6 に切られる。 ○

SB13 側柱 2 × 3 3.83 1.92 5.83 1.94 N　83°E 22.33 12 20 ～ 50 20 ～ 60 砥石 /1199 ◎ 間仕切り ○

SB14 側柱 1 × 2 2.42 2.42 3.91 1.95 N　88°E 9.46 6 30 ～ 50 35 ～ 55 青磁　碗 /123 ○ A3SB16、A3SB10 を切
る。A3SB19に切られる。 ○

SB15 側柱 2 × 3 2.46 1.23 6.46 2.15 N　9°W 15.89 10 20 ～ 60 20 ～ 60 土錘 /766 ○ A3SB18 を切る。 ○

SB16 側柱 2 × 4 4.04 2.02 7.01 1.75 N　87°E 28.32 12 20 ～ 60 30 ～ 70 ○ A3SB5 を切る。A3SB14
に切られる。 ○

SB17 側柱 1 × 3 2.72 2.72 3.93 1.31 N　88°E 10.69 6+ α 20 ～ 30 15 ～ 50 ○

SB18 側柱 2 × 3 3.74 1.87 6.37 2.12 N　79°E 23.82 10 20 ～ 50 20 ～ 60 ○ A3SB15 に切られる。 ○

SB19 側柱 2 × 3 4.01 2.00 6.41 2.14 N　88°E 25.70 8+ α 20 ～ 40 20 ～ 50 ○

A4

SB1 側柱 2 × 2 3.61 1.81 5.09 2.54 N　57°W 18.37 7+ α 20 ～ 45 15 ～ 90 ○ 建て替え A4SB3 に切られる。

SB2 側柱 1 × 2 2.45 2.45 3.49 1.74 N　43°E 8.55 5+ α 30 ～ 40 20 ～ 80 ○

SB3 側柱 1 × 2 1.23 1.23 3.08 1.54 N　62°W 3.79 5+ α 20 ～ 40 15 ～ 40 ○ A4SB1 を切る。

B1 SB １ 側柱 2 × 1 板塀 2.76 1.38 3.02 3.02 N　７°W 8.34 8+ α 20 ～ 30 10 ～ 45 ○

B2

SB1 総柱 2 × 3 3.63 1.82 3.95 1.32 N　21°W 14.34 12+ α 15 ～ 35 10 ～ 70 ○ ○

SB2 側柱 １× 2 3.59 3.59 4.39 2.20 N　68°E 15.76 6+ α 15 ～ 30 30 ～ 50 ○ ○

SB3 側柱 1 × 2 西庇 1.39 1.39 4.49 2.25 N　15°W 6.24 7+ α 20 10 ～ 25 ○ B2SB4 に切られる。

SB4 総柱 3 × 2 3.05 1.02 3.72 1.86 N　70°E 11.35 12 10 ～ 40 5 ～ 60 ○ B2SB3 を切る。 ○

B3

SB1 側柱 2 × 2 1.82 0.91 4.05 2.03 N　74°E 7.37 8 40 ～ 50 40 ～ 80 ○ 間仕切り

SB2 側柱 2 × 1 1.99 0.99 4.00 4.00 N　72°E 7.96 6+ α 20 ～ 50 30 ～ 60 ○ 桁行の中間の柱はなし B3SR3 を切る。

SB3 側柱 2 × 2 2.53 1.26 4.67 2.33 N　79°E 11.82 7 30 ～ 50 5 ～ 30 ○ ○

SB4 側柱 2 × 3 4.80 2.40 5.93 1.98 N　77°E 28.46 10 20 ～ 50 10 ～ 70 青磁　盤 /189 ○ ○

SB5 側柱 1 × 2 1.31 1.31 2.77 1.39 N　1°W 3.63 5+ α 30 ～ 40 15 ～ 25 ○

SB6 側柱 1 × 1 東庇 2.70 2.70 4.56 4.56 N　56°E 12.31 6 30 ～ 50 5 ～ 50 ○ ○

SB7 側柱 2 × 2 東庇 4.00 2.00 4.00 2.00 N　64°E 16.00 11 20 ～ 80 20 ～ 90 青花　景徳鎮窯系碗、褐釉陶器　四
耳壺、砥石 /1203 ○ ○

SB8 側柱 1 × 2 3.00 3.00 4.00 2.00 N　30°W 12.00 6 30 ～ 50 50 ～ 70 ○ ○

SB9 側柱 1 × 2 3.50 3.50 4.50 2.25 N　22°W 15.75 6 20 ～ 40 20 ～ 60 白磁　福建・広東系碗、青花　景徳
鎮窯系碗、（鉄製）紡錘車 /902 ○ ○

SB10 側柱 2 × 2 2.81 1.40 3.67 1.83 N　36°W 10.31 6 30 ～ 40 0 ～ 60 ○ B3SR2 に切られる。

SB11 側柱 2 × 1 2.83 1.41 3.95 3.95 N　44°E 11.18 6 20 ～ 50 5 ～ 30 ○ 桁行の中間の柱はなし

SB12 側柱 １× 3 2.13 2.13 4.43 1.48 N　38°E 9.44 5+ α 20 ～ 35 15 ～ 70 ○

SB13 側柱 １× 2 2.92 2.92 3.47 1.73 N　14°W 10.13 5+ α 30 ～ 40 5 ～ 40 白磁　福建・広東系皿 /69 ○

SB14 側柱 1 × 2 3.32 3.32 5.89 2.95 N　45°W 19.55 5+ α 20 ～ 40 5 ～ 30 ○

SB15 側柱 1 × 2 2.62 2.62 4.77 2.38 N　33°E 12.50 5+ α 20 20 ～ 40 ○ ○

SB16 側柱 1 × 1 1.75 1.75 2.86 2.86 N　88°W 5.01 3+ α 40 ～ 50 20 ～ 30 ○

SB17 側柱 2 × 2 2.90 1.45 4.84 2.42 N　80°E 14.04 5+ α 20 ～ 25 5 ～ 20 ○

SB18 側柱 1 × 2 1.95 1.95 3.81 1.91 N　74°E 2.59 4+ α 40 ～ 60 10 ～ 50 ○

SB19 側柱 １×１ 1.40 1.40 1.95 1.95 N　19°E 2.73 4 30 ～ 40 15 ～ 60 ○ 門跡の可能性あり

B4
SB1 側柱 １× 5東、北庇 2.23 2.23 9.06 1.81 N　44°E 20.20 16 ＋α 20 ～ 50 20 ～ 70 ○ ○

SB2 側柱 １× 3 2.72 2.72 5.88 1.96 N　35°E 15.99 5+ α 20 ～ 35 40 ～ 80 土師器皿 /597 ○

水の手

SB1 側柱 2 × 2 西、南庇 3.13 1.57 3.63 1.81 N　26°W 11.35 11+ α 30 ～ 50 10 ～ 30 青磁　碗 or 皿、青花　景徳鎮窯系碗 /226 ○ ○

SB2 側柱 2 × 3 3.17 1.59 3.80 1.26 N　12°W 12.06 6+ α 25 ～ 50 5 ～ 40 青花　景徳鎮窯系皿 /233、火打石 /1221 ○ ○

SB3 側柱 1 × 1 1.28 1.28 1.22 1.22 N　27°W 1.57 3+ α 30 ～ 35 5 ～ 60 ○ 北東側に延びる可能性あり

SB4 側柱 1 × 2 1.18 1.18 2.20 2.20 N　11°W 2.60 6 20 ～ 55 20 ～ 40 ○

SB5 側柱 2 × 3 3.74 1.87 4.79 1.60 N　30°W 17.92 9+ α 30 ～ 70 10 ～ 40 香炉 /482 ○ SB20 に切られる。 ○

SB6 側柱 1 × 2 1.24 1.24 2.77 1.18 N　30°W 3.43 4 30 ～ 70 5 ～ 20 ○

SB7 側柱 2 × 2 2.15 1.07 2.87 1.43 N　49°W 6.15 5+ α 30 ～ 50 10 ～ 30 ○

第 3 表　西側曲輪群  曲輪 ( 平坦面 ) 面積
曲輪名 面積

曲輪 A1 115.7㎡ + α
曲輪 A2 70.0㎡
曲輪 A3 202.1㎡ + α
曲輪 A4 38.3㎡ + α
帯曲輪 A3a 17.8㎡
帯曲輪 A3b 35.1㎡ + α
帯曲輪 A4 3.4㎡ + α
曲輪 A 群   小計 482.3㎡ + α

曲輪名 面積
曲輪 B1 83.5㎡
曲輪 B2 117.0㎡
曲輪 B3 203.5㎡ + α
帯曲輪 B3a 23.5㎡ + α
帯曲輪 B3b 21.8㎡ + α
曲輪 B4 91.6㎡ + α
曲輪 B 群   小計 540.1㎡ + α

曲輪名 面積
曲輪 C1 47.5㎡
曲輪 C2 11.6㎡
曲輪 C 群   小計 59.1㎡

水の手曲輪 691.8㎡ + α

西側谷部 63.7㎡ + α
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第 5 表　西側曲輪群柵列一覧表
位置

（曲輪） 番号 実長 (m) 柱数 方位 出土遺物 切り合い 復元作
業※ 1 備考

A1

SR1 6.30 ＋α 5+ α N　47°W ○
SR2 3.11 ＋α、6.94 ＋α 4 ＋α、6 ＋α N　48°E ○

SR3 4.24 ＋α 3 ＋α N　18°W ○

SR4 5.93 ＋α 5 ＋α N　9°E ○

SR5 1.69 ＋α 3 ＋α N　10°W ○

A2

SR1 12.37 ＋α 7 ＋α N　10°E ○

SR2 5.94 ＋α 4 ＋α N　82°W 青磁　碗 or 皿 ○

SR3 9.03 ＋α 7 ＋α N　64°E ○

SR4 6.83 ＋α 6 ＋α N　9°E ○

SR5 5.60 ＋α 4 ＋α N　17°E ○

SR6 4.23 ＋α 3 ＋α N　63°E ○

SR7 1.95 ＋α 3 ＋α N　5°W ○

A3

SR1 6.25 ＋α 18 ＋α N　5°W ○

SR2 12.65 ＋α 9 ＋α N　4°E ○

SR3 4.60 ＋α 3 ＋α N　61°E ○

B1
SR1 6.78 ＋α 6 ＋α N　35°E ○

SR2 4.80 ＋α 4 ＋α N　24°W ○

B2

SR1 3.59 ＋α 4 ＋α N　13°W ○

SR2 7.59 ＋α 7 ＋α N　14°W ○

SR3 4.34 ＋α 4 ＋α N　49°W ○

SR4 3.68 ＋α 5 ＋α N　21°W ○

B3

SR1 17.79 ＋α 11 ＋α N　16°W 青磁　輪花皿 /159、青花　景徳鎮窯系碗 ○

SR2 16.99 ＋α 11 ＋α N　0°W 白磁福建・広東窯系皿 /54、青磁碗、福建・広東系皿 B3SB10 を切る。 ○

SR3 11.10 ＋α 10 ＋α N　11°W B3SB2 に切られる。 ○

SR4 5.31 ＋α 4 ＋α N　17°W ○

SR5 4.64 ＋α 5 ＋α N　20°W ○

SR6 3.82 ＋α 3 ＋α N　57°E ○

SR7 8.92 ＋α 6 ＋α N　13°E ○

SR8 1.00 ＋α 2 ＋α N　32°E ○ 門跡の可能性あり

B4 SR1 6.73 ＋α 6 ＋α N　65°W 土師器皿 /583 ○

水の手

SR1 10.71 ＋α 8 ＋α N　19°W ○

SR2 14.56 ＋α 8 ＋α N　17°W 白磁　景徳鎮窯系皿 ○

SR3 14.89 ＋α 8 ＋α N　60°W ○

SR4 17.67 ＋α 8 ＋α N　32°E ○

SR5 17.75 ＋α 4 ＋α N　36°E ○

SR6 10.46 ＋α 10 ＋α N　41°E ○

SR7 12.51 ＋α 14 ＋α N　36°E ○

SR8 11.00 ＋α 4 ＋α N　43°E ○

SR9 15.83 ＋α 5 ＋α N　34°E ○

SR10 15.76 ＋α 4 ＋α N　34°E ○

SR11 2.76 ＋α 2 ＋α N　37°E ○

SR12 17.43 ＋α 8 ＋α N　34°E ○

SR13 3.92 ＋α 4 ＋α N　29°W ○

SR14 2.45 ＋α 3 ＋α N　12°W ○

SR15 8.13 ＋α 6 ＋α N　81°W ○

SR16 3.38 ＋α 4 ＋α N　74°W ○

※ 1　掘立柱建物跡の復元作業の中で、現地で確認を行ったものは◎、図上で復元を行ったものは○とする。

　　　＊

第 6 表　炉跡計測表

位置
（曲輪）番号 種別

規模 梁行 桁行

方位 身舎面積
（㎡）

柱穴
出土遺物　

番号ないものは未掲載

復元
作業
※ 1

備考 切り合い
図
面
掲
載間 付属

施設
総長

（m）

梁間
平均

（m）

総長
(m)

桁行
平均

（m）
柱数 柱径（㎝） 柱深

（㎝）

水の手

SB8 側柱 1 × 1 1.39 1.39 1.34 1.34 N　67°W 1.87 3+ α 35 ～ 40 10 ～ 20 ○ 北西側に延びる可能性あり

SB9 側柱 1 × 2 1.86 1.86 4.01 2.00 N　66°E 7.46 4+ α 20 ～ 40 10 ～ 20 ○

SB10 側柱 2 × 2 1.44 0.72 3.88 1.94 N　32°E 5.60 6+ α 20 ～ 30 20 ～ 40 ○ ○

SB11 側柱 α× 1 1.47 1.47 N　68°E 2 ＋α 20 ～ 35 10 ～ 35 ○

SB12 側柱 2 × 2 2.58 1.29 3.28 1.64 N　32°E 8.47 6 40 ～ 70 20 ～ 70 ○ 門跡の可能性あり ○

SB13 側柱 1 × 1 2.32 2.32 3.32 3.32 N　35°E 7.70 4 20 ～ 25 20 ○ 礎石有り、門跡の可能性あり ○

SB14 側柱 2 ×α 5.27 5.27 N　26°W 3+ α 30 ～ 35 7 ～ 32 ○ 北東側に延びる可能性あり

SB15 側柱 1 × 3 2.18 2.18 7.90 2.63 N　36°E 17.20 6+ α 25 ～ 50 10 ～ 25 ○

SB16 側柱 1 × 2 1.79 1.79 2.18 2.18 N　55°E 3.90 4+ α 25 ～ 35 10 ～ 35 ○

SB17 側柱 1 × 3 2.38 1.79 4.09 1.36 N　73°E 9.73 5+ α 25 ～ 50 10 ～ 28 ○

SB18 側柱 1 × 1 2.30 2.30 2.43 2.43 N　15°W 5.58 3+ α 20 ～ 45 7 ～ 30 ○

SB19 側柱 1 × 1 2.38 2.38 2.25 2.25 N　58°E 5.35 3+ α 20 ～ 50 10 ～ 25 ○

SB20 側柱 1 × 3 3.80 3.80 5.59 1.86 N　22°W 21.20 6+ α 30 ～ 45 20 ～ 35 ○ SB5 を切る。

※ 1掘立柱建物跡の復元作業の中で、現地で確認を行ったものは◎、図上で復元を行ったものは○とする。

第 4 表 - 2　西側曲輪群掘立柱建物跡一覧表
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第７表の凡例　
※１　遺構出土遺物ついては、瓦、土錘、鉄製品、銅製品、

木製品、石製品を除く、中近世陶磁器、中世土器、土製
聖人像のみを掲載する。

※２　表記の体裁
　掲載分　
　　　（例）青花  景徳鎮窯系碗 /208（B）　
　　　　　　 種類　 器種/(レイアウト番号） （分類）
　未掲載分
　　　（例）白磁  景徳鎮窯系皿　(E-2b）
　　　　　　種類 　  器種 （分類）

※３ 分類については、以下の分類を援用した
( 出典文献は P.250 参照 )

白磁　山本 (2000）、森田 (1982)、新垣・瀬戸 (2005)
青磁　上田 (1982)
青花　小野 (1982)
備前焼　重根 (2005)、乗岡 (2000)
瀬戸美濃焼　藤澤 (2008)
常滑焼　中野 (1995)
近世陶磁器　大橋 (2004)
土師器　本報告分類（第Ⅵ章第２節１参照）
瓦質土器　和泉河内型羽釜：森島 (2007)、播磨型鍋：長谷川 (2008)、

　　　　　　　　防長型鍋・西長門型鍋：岩崎 (2007)、瓦質土器鍋 B：鈴木 (1996)、

　　　　　　　　防長型擂鉢：岩崎 (1990)、火鉢：藤原 (2005)

石臼　桐山 (1996)

第７表 -1　西側曲輪群遺構出土遺物一覧表
出土地点 掲載分 未掲載分

西側曲輪群
一括

備前焼　擂鉢 /349（Ⅲ B）
白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
白磁　福建・広東窯系碗、碗 or 皿

青磁　内湾皿 /141 青磁　碗（D）
挽臼上臼 /1154（C）

曲輪 A 群
一括 備前焼　甕（山土）

曲輪
A1

1 層

白磁　福建・広東系碗 /6（C） 白磁　邵武四都窯系皿、景徳鎮窯系
皿（D）、福建・広東窯系碗 or 皿
青磁　碗（B Ⅱ、D）、輪花皿、
碗 or 皿

備前焼　擂鉢 /393（Ⅴ B） 備前焼　甕（山土、田土）
2 層 青磁　碗 or 皿
3 層 土師器　皿 /582（E-3）

竪堀 A1

備前焼　甕（山土）
白磁　福建・広東窯系皿 /75（新垣・
瀬戸 F）

青磁　碗 or 皿
土師器　皿

曲輪
A2

1 層

白磁　福建・広東窯系碗
青磁　碗 /106、110（C Ⅱ） 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ）

青花　景徳鎮窯系碗（C）、漳州
窯系皿（C）
備前焼　甕（山土）

2 層

白磁　邵武四都窯系皿 /22（D） 白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b)

青磁　碗 /88（B Ⅱ）、香炉 /196 青磁　碗（B Ⅳ、D）、碗 or 皿、
輪花皿

青花　景徳鎮窯系皿 /235（B1） 青花　景徳鎮窯系碗（C）、漳州
窯系碗（C）、碗 or 皿

備前焼　鳶口壺 /457（Ⅴ）

3 層

備前焼　甕（山土）
青磁　碗（B Ⅱ、E）
青花　景徳鎮窯系皿（C)

通路状
遺構 白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b)
SB1 青花　景徳鎮窯系碗 /210､214（C)

SB2

青磁　碗 /134（E）
備前焼　擂鉢（山土）

瓦質土器 /661
SB4 白磁　邵武四都窯系皿 /25（D）
SR2 青磁　碗 or 皿

曲輪
A3

1 層

白磁　景徳鎮窯系八角杯（D)、邵武四都窯系皿
青磁　碗（B Ⅳ）
青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1)

備前焼　甕 /425（Ⅳ B） 備前焼　擂鉢（山土、田土）

2 層

白磁　福建・広東系碗 /12（C）、
景徳鎮窯系皿 /43（E-2b）

白磁　景徳鎮窯系小杯、邵武四
都窯系皿

青磁　口折皿 /148 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、C Ⅱ、D、
E）、碗 or 皿、輪花皿

青花　漳州窯系皿 /291（C） 青花　景徳鎮窯系碗（B、C）、皿
（B1、B2、C）

出土地点 掲載分 未掲載分

曲輪
A3

2 層

備前焼　擂鉢（Ⅳ A、Ⅴ A）、甕（Ⅳ
B、山土）

瓦質土器　風炉 /658、器種不明
/659

A3-P24 挽臼上臼 /1152（C）
A3-P62 青磁　輪花皿 /163
SB2 中国産陶器　壺 /337
SB10 青花　景徳鎮窯系皿 /243（C）

SB11
備前焼　擂鉢 /405（Ⅴ B）
白磁　景徳鎮窯系皿 /41（E-2b）

SB12
白磁　邵武四都窯系皿 /56（E-3）
青花　景徳鎮窯系皿 /236（B1）

SB14 青磁　碗 /123（D）

帯曲輪 A3a

青花　漳州窯系小碗 /299、景徳鎮
窯系碗 /208（B）
中国産陶器　壺 /336
土師器　皿 /615（糸）

帯曲輪 A3b

白磁　景徳鎮窯系碗 /2（大宰府Ⅴ
-4b）

備前焼　甕（山土、田土）
土師器　皿 /592（F）

堀切 A3

白磁　邵武四都窯系皿 /18、19、
29（D)、小碗 /36、37、景徳鎮窯
系皿 /47（E）、福建・広東窯系碗
/7、10（C）
青磁　碗 /83、85（ＢⅡ）、121、122（Ｄ）、
器種不明 /203、瓶 /201

青花　景徳鎮窯系碗（C、E）
備前焼　擂鉢 /387（Ⅴ A） 備前焼　甕
土師器　皿 /563（C）、590（F）、
614（糸）、608
茶臼下臼 /1151(B)

褐釉陶器　天目碗

曲輪
A4

1 層

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗 /111（C Ⅱ）、131（E） 青磁　碗（D）

青花　景徳鎮窯系皿（C)
備前焼甕（山土）、擂鉢（山土）

瓦質土器　双耳釜 /645
肥前系染付　皿 /512（Ⅴ）

2 層

白磁　邵武四都窯系皿 /27（D）
瓦質土器　双耳釜 /639
青磁　碗 /99、101（B Ⅳ）
瀬戸・美濃焼　直縁大皿 /472（後
期Ⅳ古）

3 層 褐釉陶器　天目碗 /306

8 層
備前焼　甕（山土）

青磁　碗 /124（D）
10 層 備前焼　甕（山土）

第 7 表 -2 　西側曲輪群遺構出土遺物一覧表
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出土地点 掲載分 未掲載分

曲輪 B 群
一括

白磁　邵武四都窯系皿 /34（D） 白磁　景徳鎮窯系小杯
青磁　碗（E）、碗 or 皿
備前焼　甕（Ⅳ A）

曲輪
B1

1 層

青花　漳州窯系皿（C）
備前焼　擂鉢（Ⅳ B）

土師器　皿 /564、565（C）

2 層

白磁　福建・広東窯系碗
青磁　碗 /128（D） 青磁　碗 or 皿

備前焼　甕（山土）

曲輪
B2

通路状
遺構

白磁　邵武四都窯系皿
青花　漳州窯系皿 /286（C）
褐釉陶器　天目碗 /304
土師器　坏 /555（B）

曲輪
B3

1 層

白磁　景徳鎮窯系皿（D）、邵武四都窯系皿
青磁　碗 /132（E） 青磁　碗（B Ⅳ、E）、皿、碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系皿 /258、260（E）、漳
州窯系碗 /267（C）、皿 /292（C）、276 青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1、C）

褐釉陶器　四耳壺 /315
備前焼　擂鉢（Ⅳ B）、甕（田土）

2 層

白磁　邵武四都窯系碗 /13（D）、
皿 /30（D）、景徳鎮窯系皿 /50（E）白磁　八角杯（D）、景徳鎮窯系皿（E）

青磁　碗（B Ⅳ、D、E）、輪花皿、碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系碗 /211（C) 青花景徳鎮窯系皿（C、E）、漳州窯系碗 or 皿
褐釉陶器　四耳壺 /312
備前焼　擂鉢 /382（Ⅳ B-3） 備前焼　甕（山土、田土）
土師器　皿 /573(D)

3 層

白磁　景徳鎮窯系皿（D）
青花　漳州窯系皿（C)
備前焼　擂鉢（田土）

土師器　 坏 /553（B）、小皿 /607（B）
5 層 土師器　坏 /587（D） 土師器坏 /587（D）

B3-P64 白磁　福建・広東窯系皿
SB4 青磁　盤 /189

SB7
青花　景徳鎮窯系碗（C）
褐釉陶器　四耳壺

SB9
白磁　福建・広東系碗
青花　景徳鎮窯系碗（C）

SB13 白磁　福建・広東系皿 /69（E Ⅱ）

SR1
青磁　輪花皿 /159

青花　景徳鎮窯系碗（E）

SR2
白磁　福建・広東窯系皿 /54（E）

青磁　碗（E）
帯曲
輪B3a 青磁　碗 /112（C Ⅱ）

曲輪
B4

一括

白磁　福建・広東窯系皿/68（EⅠ）
青磁　碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系碗（C）

土師器　皿 /570（D）、小皿 /598
（A）、坏 /551（B）

4 層
白磁　景徳鎮窯系小杯 /67
青磁　輪花皿 /165

13 層 青磁　碗（D）
17 層 土師器　小皿 /599（A）
SB2 土師器　小皿 /597（A）
SR1 土師器　皿 /583（E-3）

堀切 B4

白磁　福建・広東窯系皿 /74（F）
青磁　碗 /84（B Ⅱ）103（B Ⅳ）、
116(D)、輪花皿 /157、168、碗 or 皿 /178
青花　景徳鎮窯系碗 /213、216（C）
白磁　邵武四都窯系皿 /24（D）
褐釉陶器　四耳壺 /314

堀群 横堀

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
青磁　碗 /109（C Ⅱ）、盤 /190、
香炉 /195、器種不明 /206 青磁　碗（B Ⅱ）、輪花皿
青花　景徳鎮窯系皿 /241（B2）、246

（C）、252（E）、漳州窯系盤 /296 青花　景徳鎮窯系碗（C、E）、皿（B1）
備前焼　甕 /426（Ⅳ B）、擂鉢 /351（Ⅳ
A-1）、369（Ⅳ B-1）、380（Ⅳ B-3）

備前焼　甕（Ⅳ A、山土、田土）、
壺（田土）

瀬戸・美濃焼　四耳壺 /476
褐釉陶器　壺 /329
土師器　皿 /561（C）、591、593

（F）、574、575、576（D）
土師質　擂鉢 /653
瓦質土器　器種不明 /660

堀切 C1 備前焼　甕（山土）

西側
谷部 1 層

白磁　景徳鎮窯系小杯 /62 白磁　福建・広東窯系碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系皿（E）
備前焼　擂鉢（Ⅳ A）

出土地点 掲載分 未掲載分

西側
谷部

1 層

瀬戸美濃焼　緑釉小皿 /468（大窯第 1 前）
肥前系染付　くらわんか碗 /493、
490（Ⅳ）、肥前系　広東碗 /499、
500（Ⅴ）、仏花瓶 /520
荻焼　坏 /544

2 層

白磁　八角杯（D）、景徳鎮窯系皿（E-2b）、小杯
青磁　碗 /98（B Ⅳ）

青花　景徳鎮窯系碗（C）
備前焼　甕（田土）

肥前系　猪口 /489（Ⅲ）、くらわんか
碗 /492、494（Ⅳ）、碗 /495、526（Ⅳ）、
蓋 /496（Ⅴ）、皿 /504 ～ 508、510、
511（Ⅳ）514（Ⅴ）、瓶 /516（Ⅴ）
信楽京都系　碗 /541、542
瓦質土器　鍋 /630、双耳釜 /638

4 層 肥前系　くらわんか碗 /491（Ⅳ）

水
の
手
曲
輪

表土・
造成土

白磁　邵武四都窯系皿、八角杯
白磁　景徳鎮窯系皿 /55、57（E）、
福建・広東窯系皿 /59（E）、碗 /17（C）

白磁　景徳鎮窯系小杯、福建・広
東窯系碗 or 皿

青磁　碗 /113（C Ⅱ）、輪花皿
/152、菊皿 /170、碗 or 皿 /197 青磁　碗（B Ⅳ）、碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系碗 /217（C）、皿 /242

（B2）、256（E）、小杯 /263、264、漳州
窯系碗、皿 /280（B2）、盤 /295

青花　景徳鎮窯系碗（B、C）、漳
州窯系碗（C）、皿（C）、碗 or 皿

備前焼　擂鉢 /359（ⅣA-2）、381（Ⅳ
B-3）、386（Ⅴ A）、408（Ⅴ B）
備前焼　甕 /415、420、421、
424（Ⅳ B） 備前焼　壺　（田土）

瀬戸・美濃焼　天目碗 /478（大窯第 2 後）
瓦質土器　擂鉢 /648

褐釉陶器　四耳壺
土師器　皿 /581（F）、616（糸）
肥前系陶器　鉢 /535

第Ⅰ
期面

青磁　内湾皿 /138、139
直縁大皿 /473（後期Ⅳ古）、卸皿
/477（後期Ⅳ新）

第Ⅲ
期面 青磁　碗 /94（B Ⅲ）

第Ⅴ
期面

白磁　邵武四都窯系八角杯 /38、39（D）
瓦質土器　風炉 /662

P135 備前焼　甕（山土）

SB1
青磁　碗 or 皿

青花　景徳鎮窯系碗 /226（E）
SB2 青花　景徳鎮窯系皿 /233（B1）
SB5 瀬戸・美濃焼　香炉/482（大釜第3後）
SR2 白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）

窪
地
状
遺
構

一括

青磁　碗（D）
白磁　景徳鎮窯系八角杯（D）、皿（E）
褐釉陶器　四耳壺

B 期
床面

青磁　碗 /93（B Ⅳ）
青花　景徳鎮窯系皿（B1）

青磁　碗 or 皿 /172

Ⅰ区

備前焼　擂鉢（Ⅴ A）、甕（山土、田土）
青磁　器種不明 /204 青磁　碗（D）

青花　漳州窯系皿（C）、碗 or 皿
褐釉陶器　四耳壺

Ⅱ区

白磁　景徳鎮窯系皿 /42（E-2b）
青磁　碗 or 皿 /184 青磁　碗（B Ⅳ）

青花　景徳鎮窯系碗（B、C）
褐釉陶器　四耳壺

備前焼　擂鉢 /374（Ⅳ B-2） 備前焼　甕（Ⅳ A、山土、田土）、
壺（山土、田土）

Ⅱ区
上層

備前焼　甕（山土、田土）
備前焼　擂鉢 /391（Ⅴ B）

白磁　福建・広東窯系碗
青花　漳州窯系碗 or 皿

瓦質土器　浅鉢 /657

Ⅱ区
下層

備前焼　甕 /418（Ⅳ B）、鳶口壺 /456（Ⅴ）備前焼　甕（山土、田土）
土師器　皿 /566（C）

Ⅲ区

青磁　碗 or 皿、皿
青花　景徳鎮窯系皿 /254（E） 青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1、C、E）

青花　漳州窯系碗 or 皿

Ⅲ区中
下層

備前焼　甕（山土、田土）
白磁　景徳鎮窯系皿（D、E-2b）、
福建・広東窯系碗
褐釉陶器　四耳壺

青花　漳州窯系盤 /297 青花　漳州窯系皿（C）、碗 or 皿
土師器　皿 /562（C）
備前焼　甕 /410（Ⅲ B） 備前焼　甕（山土、田土）

第 7 表 -3 　西側曲輪群及び西側谷部遺構出土遺物一覧表 第 7 表 -4　西側谷部及び水の手曲輪遺構出土遺物一覧表
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出土地点 掲載分 未掲載分

窪
地
状
遺
構

Ⅲ区
中下層

白磁　邵武四都窯系皿、景徳鎮窯
系皿（D、E）、小杯
青磁　碗 or 皿、内湾皿

褐釉陶器　四耳壺 /330

Ⅲ区
下層

青磁　口折皿 /150
青花　景徳鎮窯系碗（C）
褐釉陶器　四耳壺

SE1

SE1
A 区
一括

備前焼 甕（Ⅳ B、山土）
備前焼 擂鉢 /375（Ⅳ B-2）、401（Ⅳ B）備前焼 擂鉢（山土、田土）
白磁　景徳鎮窯系皿 /45（E-2b）白磁　邵武四都窯系皿

青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、D）、碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系盤 /262、漳州窯系碗 /268（C）青花　景徳鎮窯系皿（E）

褐釉陶器　四耳壺
A 区
床面 青花　景徳鎮窯系皿
内 P1 備前焼　擂鉢（Ⅴ B）

B 区
一括

備前焼　甕（山土）
瓦質土器　火鉢 /666（防長型？）

B 区
床面 褐釉陶器　四耳壺

護岸面 備前焼　甕
C 区
下層 青花　景徳鎮窯系皿 /239(B2)
D 区
上層 青磁　碗 /80(B Ⅰ）
D 区
下層 青花　景徳鎮窯系皿 /248（C）

護岸面備前焼　甕 /411（Ⅲ B）

SE2

一括

備前焼　甕（山土）
備前焼　壺 /459（Ⅴ）

備前焼　擂鉢（田土）
白磁　景徳鎮窯系皿 (E-2b）
青磁　碗（B Ⅳ）

上層

瀬戸・美濃焼　四耳壺 /475（後
期様式Ⅳ期古段階）

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b、D）、小杯
青花　漳州窯系皿 /290（C） 青花　景徳鎮窯系碗（C）
青磁　菊皿 /169 青磁　碗（C Ⅱ、D）、内湾皿、湾 or 皿

褐釉陶器　四耳壺
土師器　皿 /618（島津系）、579

（E-1）、584（E-3）、577（E-1）
瓦質土器　羽釜 /620（和泉河内型）

備前焼　甕（山土、田土）、壺（田土）
備前焼　擂鉢 /357（Ⅳ A-2）、
373（Ⅳ B-2） 備前焼　擂鉢（田土）

中層 備前焼　壺（田土）

下層

青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（E）、
漳州窯系碗（C）
褐釉陶器　四耳壺
白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
備前焼　擂鉢（Ⅳ A）、甕（山土、田土）

褐釉陶器　　天目碗 /300、四耳壺 /311

床面
備前焼　甕（山土）
褐釉陶器　四耳壺

SF1
( ｂ期）
石敷

備前焼　甕（山土）
瓦質土器　擂鉢 /647

SS1

盛土中

土師器　皿 /585（E-3）、小皿 /603(B)
青磁　器種不明 /205 青磁　碗
青花　漳州窯系皿 /281（B2） 青花　景徳鎮窯系皿、漳州窯系碗 or 皿

白磁　福建・広東窯系碗
備前焼　甕 /419、432（Ⅴ）、
437（Ⅴ B） 備前焼　擂鉢、甕

第 3 列
（ｂ）褐釉陶器　天目碗 /307

列石内

白磁　福建・広東窯系皿 /76（F）
青磁　碗（D）

備前焼擂鉢 /392（Ⅴ B）
青磁　碗 /100（B Ⅳ） 青磁　碗 or 皿、輪花皿

備前焼　擂鉢（Ⅴ A、Ⅴ B、田土）
備前焼　甕（山土、田土）

SS1（ⅱ
期）ス
ロープ

一括

青花　景徳鎮窯系皿（B1）
備前焼　擂鉢（山土）
備前焼　甕（山土、田土）

9･10
層

備前焼　擂鉢（Ⅴ A）
備前焼　甕（山土）

SS1 ‐
1 号堀 一括

備前焼　甕 /414（Ⅳ A） 備前焼　甕（山土、田土）、擂鉢（山土、田土）
白磁　景徳鎮窯系皿 /44（E-2b）白磁　邵武四都窯系皿、福建・広東窯系皿
白磁　福建・広東系碗 /9（C）
白磁　景徳鎮窯系小杯 /63

青花　景徳鎮窯系皿、漳州窯系碗
（C）、漳州窯系碗 or 皿

出土地点 掲載分 未掲載分

SS1 ‐
1 号堀

一括

青磁　碗 /96（B Ⅳ）、輪花皿 /161 青磁　碗（B Ⅰ）、碗 or 皿
褐釉陶器　四耳壺

土師質土器　擂鉢 /654

10 層
青花　景徳鎮窯系皿（E）
備前焼　甕（山土）

11 層 瀬戸美濃焼　天目 /479（大窯第 3 前半）
１4 層 白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）

SS1 ‐
2 号堀

備前焼　擂鉢 /371（Ⅳ B-1） 備前焼　擂鉢（山土、田土）
白磁　景徳鎮窯系皿（D）、福建・広東系碗（C）
青磁 碗（D）、碗 or 皿

切岸 1

一括

白磁　景徳鎮窯系碗 /60（E） 白磁　景徳鎮窯系皿（D）
青花　景徳鎮窯系皿（C、E）

青磁　碗 or 皿 /180、186 青磁　碗（B Ⅱ、D）
褐釉陶器　壺 /325
瀬戸焼　片口 /543
瓦質土器　擂鉢 /651、浅鉢 /656
土師質土器　擂鉢 /652、鍋 /628（防長型？）
瓦質土器　火鉢 /665（防長型？）
備前焼　擂鉢 /370（Ⅳ B-1）

備前焼　甕（山土）、壺
陶製  硯 /807

3 層 褐釉陶器　壺 /338

4 層

白磁　景徳鎮窯系小杯 /64 白磁　邵武四都窯系、景徳鎮窯系皿（E-2b）
青花　景徳鎮窯系皿 /237（B1）、
245（C）、碗 /209（B）
青花　漳州窯系皿 /282、284（C）、碗 /277（C）青花　漳州窯系碗 or 皿
瀬戸・美濃焼皿 /466（中期Ⅲ）

備前焼　甕（山土、田土）
14 層 青花　景徳鎮窯系皿 /257（E）

切岸 2

一括 青磁　輪花皿 /160

2 層
青花　景徳鎮窯系碗 /227、225（E）、230

（森Ⅳa）、皿/259（E）、漳州窯系皿/283（B2）青花　景徳鎮窯系盤

備前焼　甕（山土）

切岸 3 2 層

白磁　邵武四都窯系
青花　漳州窯系碗 or 皿
褐釉陶器　天目碗

備前焼　擂鉢 /383（Ⅴ A） 備前焼　擂鉢（田土）
備前焼　甕（山土）

SF

一括
備前焼　甕 /422（Ⅳ B） 備前焼　甕（Ⅳ A、山土、田土）

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
C 期
ｳﾗｺﾞﾒ 瓦質土器　双耳釜 /646
2 層 備前焼　甕 /423（Ⅳ B）

3 層
青花　景徳鎮窯系皿（B1、C）

備前焼　鳶口壺 /455（Ⅴ）

6 層 土師器　皿 /578（E-1）、586（E-3)、
609、小皿 /604(B)

6 層
上層 備前焼　甕（Ⅳ A、Ⅳ B、山土）

6 層下
層

白磁　景徳鎮窯系皿 /58 青磁　碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系皿 /231（B1） 青花　景徳鎮窯系皿（E）

青花　景徳鎮窯系碗（C）
瀬戸美濃焼　丸皿　/481（大窯第 2 後半）
褐釉陶器　四耳壺 /316

備前焼　擂鉢（Ⅴ B）
褐釉陶器　壺 /328

13 層
備前焼　甕（山土）
青磁　碗 or 皿

14 層

青花　景徳鎮窯系碗（E）
青花　漳州窯系碗 or 皿

備前焼　擂鉢 /394（Ⅴ B） 備前焼　擂鉢（Ⅴ B、田土）

18 層

備前焼　擂鉢 /404（Ⅴ A） 備前焼　擂鉢（山土、田土）、甕（山土）
白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
青磁　碗 or 皿

21 層

備前焼　甕（山土）、擂鉢（田土）
青花　景徳鎮窯系碗（C）

褐釉陶器　壺 /326･327
土師器　皿 /610･618

24 ｂ
層

備前焼　甕（山土）
青磁　碗 or 皿

35 層 備前焼　甕（山土）

36 層
備前焼　甕（山土、田土）

青磁　盤 /194

37 層
青磁　碗 /108（C Ⅱ）
備前焼　擂鉢 /358（Ⅳ A-2）

SF1C 期
石敷 挽臼下臼 /1159（C）

第 7 表 -5 　水の手曲輪遺構出土遺物一覧表 第 7 表 -6 　水の手曲輪遺構出土遺物一覧表



調査時区割り表記 本章表記

A・B・C区 曲輪 D

D1・F1 区 曲輪 E

D2・F2・E区 曲輪 F

G1 区 曲輪 G

G2・G3・I・J 区 曲輪 H

M区 曲輪 I

L・N区 曲輪 J

K 区 曲輪 K

Q区 曲輪 L

P 区 曲輪 M

R･S･T･U･V 区 東側谷部

第 8 表　調査区対照表

（　）は本章の表記
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第１節　調査の概要
曲輪群の位置　　南側曲輪群（曲輪D～M群）は、

主郭部（城山公園）から南側に派生する緩やかな尾

根上に位置する。また、曲輪群の東側には「谷部」（東

側谷部）が位置する。

　これらの曲輪群は、それぞれの面積が広く、尾根

の中心を貫く道路状遺構の東西に配されている。第

Ⅲ章で報告した西側曲輪群とは様相が異なる。

調査の概要　　曲輪 D群 (D1･D2) は、近年の造成

によって大きく削平されており、D1では南側縁辺

部にのみ遺構を確認することができた。三方を帯曲

輪が取り巻き、北側には堀切が検出された。

　曲輪 E 群（E1･E2）は、大きく 2段の平坦面で

構成されており、東側に帯曲輪が配されている。

　曲輪 F群 (F1 ～ F3) は、面積の広い F1 に帯曲輪

的な意味合いの F2･F3 で構成されている。

　曲輪 G群は、道路状遺構 1-3 の東側に位置し、

比較的面積の広い曲輪であるが、北側の一部だけの

調査となった。東側も近年の造成により一部削平さ

れている。

　曲輪H群（H1～H3）は、3段の平坦面で構成され、

H2･H3 は H1の帯曲輪的な意味合いが強い。また、

西側には、谷部の等高線に並行する細長い平坦面が

3条確認された。

　曲輪 I は、曲輪の西側と北東部の一部だけ調査を

したが、遺構等は検出されなかった。

　曲輪 J 群（J1･J2）は、曲輪面中央のスロープを

境に 2段の平坦面から構成されている。南側の曲

輪 J2 では、竪穴建物跡１軒を検出した。

　曲輪 Kは、東側の一部の調査を行った。盛土上

面で遺構を検出した。調査区外に当たる西側の谷に

向かって階段状に下っていくと思われる。

　曲輪 Lは、曲輪の西側の一部の調査を行った。調

査面積も狭かったが、遺構等は確認されなかった。

　曲輪Mは、平成 14 年度調査の「中山遺跡」の

北端部の平坦面と接続し、同じ曲輪面として捉えら

れる。竪穴建物跡 2軒を検出した。

　東側谷部は、現況で 4つの平坦面（R･S･T･U 区）

が確認されていた。重機によるトレンチ調査（R･S・

T 区）と人力掘削によるトレンチ調査（U・V区）

により、近代以降の造成に伴う造成土が厚く堆積し

ており、人工的な曲輪の造成や遺構も確認されなか

ったため、自然の谷地形であると判断した。

　なお、各曲輪の面積、遺構の一覧については、表

9～15を参照されたい。　　　　　　　　（田中敏）

第Ⅳ章　南側曲輪群 ( 中山遺跡 ) の調査

第 63 図　南側曲輪群　調査区区割り模式図
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第２節　曲輪Ｄ群
概要　　曲輪Ｄ群は南側曲輪群の北端に位置する。

曲輪面は塩見城主郭部から南に延びる尾根筋の根元

にあたり、その東西からは谷が派生する。

曲輪Ｄ群は、曲輪２面 ( 曲輪 D1 ～ D2) と帯曲輪

４面 ( 帯曲輪 D1a ～ D1d) と堀切１条 ( 堀切 D1) で

構成される。その位置関係は曲輪 D1 の東西南の三

方を帯曲輪が取り巻き、曲輪 D1 の南西方向に曲輪

D2 が張り出す。北側の堀切 ( 堀切 D1）で尾根線を

断ち切って西側曲輪群との境となす。

曲輪 D1　( 第 65 図 )

位置と構造　　曲輪 D1 は、曲輪Ｄ群の中央部にあり

南側曲輪群中の最高所 ( 標高 40 ｍ ) でもある。北側

に堀切 D1、西と南側は帯曲輪を配し、東側は道路状

遺構１に面する。曲輪の南西隅に曲輪 D2 が位置する。

遺構　　通路状遺構１( 通路１) のみである。曲輪の

平坦面には重機のバケット痕が多数認められたが、

柱穴等の遺構や遺物は皆無であった。現状は資材置

き場となっており、重機で著しい削平を受けていた。

通路状遺構　　通路状遺構 1( 通路１) は、曲輪 D1

の東縁中央部に位置する。道路状遺構１から曲輪面

に直角に分岐する出入り口と見られる。現存部分は

幅１ｍで２段の階段が認められるが、削平により上

部の構造等は不明である。遺物の出土はない。

曲輪 D2　( 第 65 図 )

位置と構造　　曲輪 D2 は、曲輪 D1 から南西隅方

向に張り出す平坦面である。曲輪 D2 は曲輪 D1 より

２ｍほど下面に位置する。曲輪 D1 との境には帯曲輪

D1d が入るが、曲輪の３方を曲輪Ｆに囲まれて浮島状

となる。曲輪面は全長 12 ｍ、幅 10 ｍを測り、南端

部分では一段幅狭い平坦面がつく構造である。

層序　　耕作土及び後世の造成土が１ｍ近く堆積す

るが、その下面は岩盤を削り出した平坦面となる。

この平坦面は後世の造成や削平は及んでいない。

遺構　　柱穴 44 基と土坑１基が検出された。柱穴

からは掘立柱建物跡３棟、柵列１条が復元された。

土坑（SC1）（第 68 図）  曲輪 D2 の北東隅付近で

検出された。長辺 1.8 ｍ、短辺 1.5 ｍを測る隅丸方

形の土坑である。土坑主軸は曲輪面の軸線に直交方

向に揃う。検出面からの深さは 0.3 ｍで、底面は西

側から東側に向かって緩く傾斜する。このため西側

の壁面は浅いが東側は深い。なお、遺物は出土しな

かった。

　SC1 は、曲輪内での位置関係を鑑みると、曲輪

F2 方向からの出入り口であったとも考えられる。

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡は３棟で全て側柱建

物である。南側に２棟（SB2･3）、北よりに１棟（SB1）

あり、曲輪面の北東部分はSC1を残して空間となる。

　SB1 の建物主軸は南北方向、SB2･3 は南東方向

で、曲輪の軸線に平行か直交する。身舎面積は 15

㎡（SB1）と７～８㎡（SB2･3）で、SB3 は張り出し

部（庇）がつく。各建物跡とも遺物は出土していない。

柵列（SR4）　　曲輪 D2 の南端付近にあり、SB3 の

東 ･ 南側をＬ字形に囲む。遺物の出土は認められなか

った。なお、SB1 と SC1 の間にある柱穴は、柵列ない

し SB1 の板塀を、SB2･3 内にある柱穴はＬ字形の柵列

ないし掘立柱建物跡を想定できるが確証がない。

遺物　　曲輪面より邵武四都窯系白磁皿、青磁（171）、

常滑焼甕（483）、褐釉陶器蓋（332）、火打金（901）

等が出土した。483 は 14 世紀中葉の遺物である。

帯曲輪 D1a（第 65 図）

位置と構造　　曲輪 D1の東側に位置し、全長 30 ｍ、

幅 1.5 ～ 5.0 ｍを測る。２段の平坦面で構成される。

曲輪 D1 よりも 1.3 ｍ下面に位置する。上段（北側）

の平坦面の南側は後世の削平を大きく受けていた。

　また、曲輪 D1 と帯曲輪 D1a の間には道路状遺構

１が堀切 D1 に向かって延び、帯曲輪の東側は曲輪

E1a と谷地形の頂部付近に面する。

なお、帯曲輪上段と道路状遺構１の比高差は 0.4

ｍ程度で上り下り可能な高さである（第 65 図）。

遺構　　上段の曲輪面で溝状遺構１条（SE1）、柵列

１条（SR3）、下段の曲輪面で掘立柱建物跡１棟（SB4）

が確認された。帯曲輪 D1a 全体では、柱穴 10 基が

検出されている。

溝状遺構（SE1）　　SE1 は 長 さ ４ ｍ、 幅 0.5 ｍ、

深さ 0.3 ｍを測るが、並走する SR3 との関連は不

明である。遺物の出土はない。

掘立柱建物跡　　SB4 の建物主軸は、南北方向で曲

輪の軸線に平行である。身舎面積は約９㎡である。

なお、遺物の出土はない。

遺物　　曲輪面および堆積土中より、白磁、青磁、

青花碗、備前焼甕などが出土した。概ね 15 世紀～

16 世紀代にあたる。
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第 64 図　南側曲輪群遺構配置図
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第 65 図　曲輪 D 群　遺構配置図
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第 66 図　曲輪 D 群　土層断面図 (1)

a-b、c-d、e-f
1 橙色土 岩石を多く含む砂礫層 ( 表土）

2 黒褐色土 有機物含み砂礫層 ( 旧表土）

3 褐灰色土 有機物含み ( 木や根も含む ) 砂質 ( 旧表土 )

4 明褐色土 小石を含む。粒子の細かいさらさらした砂質 ( 盛土 )

5 にぶい
黄褐色土

4 層より大きい小石を多く含む。全体的にしまりが強い。粒子が細かい
さらさらした砂質 ( 流土 )

6 明黄褐色土 大小の小石がまじり、粒子の細かいさらさらした砂質 ( アカホヤ混じり？ ) ( 流土 )

7 にぶい
黄橙色土

岩石を含む。4 層と同様に粒子の細かいさらさらした砂質。全体的に上層
より褐色になる ( 流土 )

8 明黄褐色土 粘質ブロックと岩石を多く含む岩盤面。 ( 地山 )
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帯曲輪 D1b･D1c　（第 65～ 66図）
位置と構造　　曲輪 D1の西側の谷部斜面上に位置

する帯曲輪群である。しかし、帯曲輪面の幅は総じ

て狭く、盛土を平坦面とする箇所もあったので、面

的に検出することは困難であった。そのため、帯曲

輪面の範囲は推定した部分がある（第 66図）。

帯曲輪D1bは、標高37.5～ 38.5ｍ、全長24ｍ、

最大幅３ｍで曲輪D1の西縁全体を巡る。平坦面は

岩盤を削り出すが、帯曲輪中央部付近では一部が盛

土（第４層）となる。第２層は硬化面である（第66

図 c-d）。この平坦面の南端は曲輪 F2との境で収束す

るが、北端部分と堀切D1の接続関係は不明である。

帯曲輪D1cは、標高34.3～36.3ｍ、全長15ｍ程度、

最大幅は２ｍで曲輪D1の中央付近で収束すると考

えられる。南側曲輪 F2との接続関係は不明である。

帯曲輪 D1d　（第 65図）
位置と構造　　帯曲輪D1dは、曲輪 D1の南縁に沿

う、幅約１～1.5ｍの平坦面である。ただし、帯曲

輪にしては平坦面の傾斜がきついので、曲輪D1の

緩やかな南側法面に過ぎないのかもしれない。

遺構　　南側のほぼ中央部分では、約６ｍの範囲に

柱穴が 13基集中して検出された。そのうち柵列２

条が復元された（SR１･２）。

帯曲輪D1b ～ D1d 出土の遺物　　堆積土（曲輪D1

削平時の排土：第66図 a-b 第1層）からは多くの遺

物が得られた。そのうち図化･掲載した遺物は、福建･

広東窯系白磁碗（５）、邵武四都窯系白磁皿（35）、褐

釉陶器天目碗（301･309）、土師器坏･皿（556･594･595）

等である。特に、土師器坏や皿は帯曲輪D1dで比較的

多く出土した。

堀切 D1　( 第 65・68図 )　　　
位置と構造　　堀切 D1は曲輪 D1 の北端に位置す

る。塩見城跡主郭部と南側曲輪群を区画する堀切で

ある。堀切の東側は道路状遺構の最北端と接続する。

平面形は直線的で両端は東西の谷部に開口する。

壁面の上部は後世の造成で削平を受ける。全長 29

ｍ、上幅の最大幅は現存部分で３ｍ、下幅は0.8～

1.4ｍ、深さは検出面から1.2～３ｍである。堀切北

側の主郭部側の曲輪面と堀切底面との比高差は最大

7.3ｍとなる。

横断面形は、逆台形で「箱掘」といえる。堀切中

央部分は壁面や底面は丁寧に岩盤を削り出すが、両

端付近になると粗雑となる。

縦断方向の底面は堀切の中央付近が最高所で、東

西に向かって緩やかに下る構造となる。東端部の底

面は緩く傾斜し、谷部側の段状の狭小な平坦面に接

続する。西端部より西側は調査区外となるが、帯曲

輪 A3b や竪堀 A1に続くものと考えられる。

堀切内は岩盤破砕礫を含む流入土がレンズ状に堆

積していた。検出面付近は近年の造成土となる。

遺物　　堆積土中から福建 ･ 広東窯系白磁皿（70）、

青磁、景徳鎮窯系青花皿、備前焼擂鉢 ･ 甕、環金具

（869）、煙管（871）等がある。

概ね 15 世紀～ 16 世紀代の遺物が多く、近世に

はほぼ埋没したものと考えられる。

（今塩屋・田中敏）

第 67 図　曲輪 D 群　土層断面図 (2)
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1/100
g-h
1 ～ 26 層は、近年の造成土 (25 層で現代のプルタブが出土）

27 暗褐色土 小礫を含む。やわらかく植物含む ( 旧表土 )
28 褐色土 粘性弱くもろい。Φ 1cm 大の小礫を多く含む (SG1 埋土 )

29 褐色土 粘性ややあり。岩盤が砕けた礫が含まれ赤味を帯びたようにみえる (SG1 埋土 )

30 褐色土 粘性は強くややしまる。小礫は少量含まれる。28 層よりやや暗い (SG1 埋土 )

31 褐色土 30 を基調とするが 2 ～ 5cm 大程の破砕礫を多量に含む (SG1 埋土 )

32 にぶい黄褐色土 粘性ありややしまりあり。炭化物が含まれる (SG1 埋土 )

33 褐色土 粘性ありややしまる。小砂利を多く含む。炭化物が含まれる (SG1 埋土 )
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第 68 図　D-SC1　堀切 D1 実測図

調査区外

曲輪Ｄ(削平部分)

破線部分は、遺構上端が削平を受けている

a

b

c

d

D-SC1
1 褐色土 岩盤破砕礫 (5 ～ 10mm) を多く含む
2 黄褐色土 岩盤破砕礫はほとんど含まない
3 褐色土 岩盤破砕礫の小さいものを多く含む
4 褐色土 1 に色調、含有物は似るがしまりが強い

断面 a-b
1 褐色土 1cm程度の礫を粗く含む ( 造成土 )
2 褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　造成により上部が削平されている( 道路 ) ( 造成土 )
3 黄褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　粘質土　造成により上部が削平されている( 道路 ) ( 造成土 )
4 黄褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　　造成により上部が削平されている( 道路 ) ( 造成土 )
5 にぶい黄褐色土 1～3cmの礫をやや粗く含む ( 埋土 )
6 褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　白色粘土ブロックを少し含む ( 埋土 )
7 黄褐色土 1cm程度の礫をやや密に含む　3～5cmの礫が少し入る ( 埋土 )
8 褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　白色粘土ブロックを6層よりも多く含む　土色はより明るい ( 埋土 )
9 にぶい黄褐色土 3～10cmの礫を密に含む　1～3cmが多い ( 埋土 )
10 黄褐色土 1cm程度の礫を密に含む　5cm大の礫が少し入っている ( 埋土 )
11 黄褐色土 1～10cmの礫を密に含む　5cm以上の礫と1cm程度の礫が半分ずつの割合で入る ( 埋土 )
12 褐色土 1～3cmの礫をとても粗く含む ( 埋土 )
13 褐色土 1～3cmの礫を粗く含み　1～3cmの褐色ブロックをまばらに含む ( 埋土 )
14 褐色土 1～2cmの礫をやや密に含む ( 埋土 )
15 褐色土 1cm以下の礫を粗く含む ( 埋土 )
16 褐色土 1cm程度の礫を密に含む　3cm大の礫が少し入る ( 埋土 )
17 褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　褐色ブロックが少し入るが礫はより少ない ( 埋土 )
18 褐色土 1cm以下の礫を粗く含む　15層に似る ( 埋土 )
19 褐色土 1cmの礫をやや密に含む ( 埋土 )
20 褐色土 礫をほとんど含まない　19層よりもしまる ( 埋土 )
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断面 c-d
1 黄褐色土 岩盤破砕礫 (0.1～ 0.5ｃｍ）を多く含む ( 造成土 )
2 黄褐色土 岩盤破砕礫（1～5ｃｍ）を多く含む ( 造成土 )
3 黄褐色土 岩盤破砕礫（0.1～ 0.5ｃｍ）を少量含む ( 造成土 )
4 にぶい黄褐色土 岩盤破砕礫 (2～ 3cm大）が多く入り、5～8ｃｍのこぶし大のものが少量入る ( 造成土 )
5 黄褐色土 岩盤破砕礫 (0.2～ 0.3cm)が密に入る。1～2ｃｍも少量含む ( 造成土 )
6 にぶい黄褐色土 岩盤 (5～ 8ｃｍ大）こぶし大が密に入る ( 造成土 )
7 暗褐色土 岩盤破砕礫（0.2～1cm)で占められる層 ( 埋土 )
8 暗褐色土 9層との漸移層。質は色調が７層に似ており,9層に比して黒色味が強い。 ( 埋土 )
9 褐色土 岩盤破砕礫（0.3～ 0.5ｃｍ）を多く含む ( 埋土 )

    9´ 褐色土 岩盤の大きさが0.5～1ｃｍと大きめのものが占める ( 埋土 )
10 褐色土 岩盤破砕礫 (0.1～ 2cm）で占められる層で中に褐色土が入る。 ( 埋土 )
11 褐色土 岩盤破砕礫 (0.1～ 0.3ｃｍ）を多く含む。 ( 埋土 )
12 褐色土 さらさらした砂質。岩盤破砕礫 (0.3～ 0.5cm）を少量含む。 ( 埋土 )
13 褐色土 岩盤破砕礫 (0.5～1cm）を多く含む。 ( 埋土 )
14 褐色土 岩盤破砕礫 (1～ 2cm大の）から成る層。 ( 埋土 )

37.5m

1

23
4

N

N



- 103 -

第 3 節　曲輪Ｅ群
概要　　曲輪Ｅ群は曲輪Ｄ群と曲輪Ｇに南北を挟ま

れた位置にあり、東側は谷地形の斜面、西側は道路

状遺構１（SG1) に面する。

曲輪Ｅ群の曲輪面は大きく２段の平坦面で構成

され、北側から曲輪 E1･E2と呼称する。曲輪間の

比高差は 1.5 ｍを測る。曲輪 E1 と曲輪 E2 とは溝

状遺構（SE1）が境界となる。

曲輪Ｅ群では曲輪２箇所、帯曲輪１箇所、掘立柱

建物跡７棟、柵列８条や溝状遺構１条、曲輪 E1と

曲輪 E2を結ぶ階段状の平坦面列も認められた。

曲輪 E1　( 第 69図 )
位置と構造　　曲輪 E1は曲輪Ｅ群の北端に位置し、

標高は34ｍで、帯曲輪 D1a 上段より3.3 ｍ、同下

段より１ｍ下面にある。全長 36ｍ、最大幅６ｍで

南北に長い曲輪面である。帯曲輪とも捉えられるが、

幅は広いので曲輪としておく。

　曲輪面はさらに３段の平坦面に区分されるので、

面積の広い順に曲輪 E1a･E1b･E1cとした。曲輪 E1a

と曲輪 E1bとの比高差は0.8 ｍ、曲輪 E1cとは 0.3

ｍである。曲輪 E1a･E1bは道路状遺構１に接する。

　また、曲輪 E1aと曲輪 E2aとの境にある、北側の

法面には狭小な平坦面が２段認められた。この平坦

面群は、曲輪 E1aから曲輪 E2a へと降りる通路状遺

構１（通路１）とする。さらに、曲輪 E1aと帯曲輪

D1a 上段との境にある法面にも狭小な平坦面がある。

この平坦面には柱穴３基が並び、柵列（SR6）とした。

層序と盛土　　曲輪面は基本的に岩盤を削り出して

平坦面とする。曲輪E1a 北側部分の第 3～ 5層（第

70図 a-b）は岩盤の破砕礫を含み、炭化物も含む。

曲輪 E1の平坦面を造成する際、旧表土や岩盤層を

掘削した排土で盛土した層である。なお、曲輪 E1a

の北側は後世の削平を受けた部分が多い。

　曲輪 E1c では、岩盤を削り出した平坦上に第 10

～ 11 層の堆積層が認められ、第 10 層面からは掘

立柱建物跡の柱穴が掘り込まれる（第 70 図 c-d）。

この第 10層上面は曲輪 E1a の上面に揃うので、掘

立柱建物跡が建てられる際に、曲輪面を盛土して曲

輪E1a と E1c を一体化したと判断される。

遺構　　通路状遺構１箇所（通路１）、柱穴 60基が

検出された。柱穴群のうち、掘立柱建物跡は６棟、

柵列は３条復元された。　　　　　　　

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡７棟（SB1 ～ 7）は

全て側柱建物である。曲輪 E1c 付近を中心に、曲

輪 E1a の北側にも分布する。本来は曲輪 E1a のさ

らに北側まで建物跡が展開した可能性が高い。また、

曲輪 E1c の建物跡建築の際には盛土造成されてい

たことも認められた。

SB1の梁 ･桁行は２×２間だが、それ以外は１

×１間である。身舎面積は、12㎡（SB1）､ ８㎡

（SB5･6）、５～７㎡（SB2･3）、２㎡以下（SB4）の順

となる。建物主軸は①群 : 曲輪面の軸線にほぼ揃う

（SB1･3･6）、②群 : やや斜交する（SB2･4･5）がある。

これらの建物主軸の違いは、時期差を反映するも

のと考えられるが、柱穴の切り合い関係等の手掛か

りがなく、変遷は導き難い。

ただし、建物主軸の方向性から①群は、曲輪 F1

の帯曲輪 D1a の掘立柱建物跡や後述の④ ･⑤ ･ ⑥

群と主軸方向が近しい。さらに②群の SB2 は曲輪

F1 の① ･ ②群と主軸方向が近しい。このように建

物主軸が同一の建物群が近辺の曲輪に林立していた

と考えられる。

SB1 の柱穴からは邵武四都窯系白磁皿、SB3 から

は邵武四都窯系白磁皿（20）と備前焼甕（446）等

が出土した。446 の編年観から、SB3（①群）は、

15世紀中葉～ 16世紀初頭または 16世紀初頭以降

に建てられたものと考えられる。

柵列　　柵列は３条（SR4 ～ 6）である。SR4 ～ 6

も含めた周辺一帯は、削平を受けて本来の曲輪面を

失っているので、既に柱穴が失われている箇所があ

る。ここでは現存する柱穴の位置関係から柵列と認

定した。

　SR4･5 は通路状遺構１の上段部分から曲輪 E1a

にまたぐ走行を示す。SR4･5の柱穴の切り合いから、

両者は建て替えの関係にある。なお、各柵列の柱穴

からは遺物の出土はなかった。

（川俣・田中敏）

遺物　　曲輪E1の柱穴（掘立柱建物跡･柵列等以外）

からは、中世の平瓦（698）が出土した。曲輪面やそ

の堆積土からは邵武四都窯系白磁皿 ･ 福建広東系白

磁碗、青磁碗（89）、輪花皿（151）、景徳鎮窯系 ･ 漳

州窯系青花、瀬戸美濃焼水滴（467）、備前焼擂鉢 ･ 甕、

土師質土器双耳釜（634）等が出土した。遺物の主体

は 15 世紀中葉～ 16 世紀後半と考えられる。　　
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曲輪 E2･ 帯曲輪 E2　( 第 69 図 )
位置と構造　　曲輪 E2と帯曲輪 E2の標高は33ｍ

前後で、２つの曲輪をあわせると、全長31.5ｍ、最

大幅8.5ｍを測る南北に長い紡錘形の曲輪面である。

曲輪E2は２段の平坦面に区分され、曲輪E2a･E2b

とした。曲輪 E2aは曲輪 E1aより1.5ｍ下面にあり、

曲輪E2aと曲輪E2bとの比高差は0.3ｍである。

帯曲輪 E2は長さ23ｍ、最大幅３ｍの細長い平坦

面である。曲輪E2bより0.5ｍ下面にある。（今塩屋）

層序と盛土　　曲輪面は、曲輪E1同様に岩盤を削

り出して平坦面とする。曲輪E2a北側部分の第 6～

7層（第70図 a-b）は岩盤の破砕礫を含み、炭化物

も含む。旧表土や岩盤層を掘削した排土で盛土して

平坦面を確保した層群と考えられる。

曲輪E2bと帯曲輪 E2の中央部分では、岩盤を削

り出した平坦面上に、岩盤破砕礫や褐色ブロック

土による盛土を造成して曲輪E2aの上面の高さに揃

えられていた。この盛土面にSB7が建てられる（第

70図 c-dの第10･11層、第71図e-f の第3～7層）。

つまり、SB7が建てられる際には、曲輪 E2bと帯

曲輪E2との段差を盛土して平坦化したと判断される。

盛土内出土遺物は、青磁碗（126）･皿（149）や

茶臼の下臼（1150）等がある。これらは土層断面図

（第70図 c-d）の第 11層から出土した。126 は上田

Ｄ類に相当し、14世紀中葉～15世紀初頭にあたる。

1150 は 15 世紀後半以降に盛行する形態を示す。

遺構　　溝状遺構１条（SE1）、柱穴 71 基が検出さ

れた。掘立柱建物跡は 1棟、柵列は５条復元された。

溝状遺構（SE1）　　曲輪 E1と曲輪 E2aの間にある

溝状遺構である。長さ30ｍ、幅１ｍ、深さは0.3ｍ

を測る。曲輪E2aの西縁を取り巻くように大きくカ

ーブする。断面形は逆台形や浅い皿状で、底面は中

央部分の標高が最も高く。南北に向かって緩やかに

下る。曲輪E2a の雨水の排水施設と考えられる。

遺物は、瓦質土器の双耳壺（640）等が出土した。

掘立柱建物跡　　SB7は、谷部の西側斜面に面し、

１×３間の梁桁行で間仕切りを持つ。身舎面積は23㎡

である。曲輪E2bと帯曲輪E2を跨ぐ配置形態だが、

盛土造成で段差を平坦化された後で建てられる。な

お、柱穴内からの出土遺物はなかった。　

SB7付近からは、谷部の対岸にある曲輪群のみな

らず、日向市街地や塩見川や石櫃山の山麓を見渡す

ことができた。

SB7 の曲輪 F1を介して正反対の位置に曲輪 F2

の SB30が位置する。曲輪 E2 の SB7 と曲輪 F2 の

SB30 は身舎面積等の差異はあるが、柱穴は深めで

間仕切りもあり、建物主軸も同方向を指向しており、

且つ単独立地という類似点がある。　

従って、SB7は曲輪 F2の SB30と同じく、谷部方

面を意識した櫓状の建物であったと考えられる。

柵列　　柵列は５条（SR1～ 3･7･8）である。曲輪

E2aにSR7･8、曲輪E2bにSR1が位置する。SR1の柱

穴内より土師器坏（547･554･557･559）等が出土した。

SR2･3は帯曲輪 E2の東縁に沿って18ｍも長い柱

穴を連ねる。溝状遺構１（SE1）付近では直角に折れ

て、溝状遺構１を斜めに横断して収束する構造であ

る。直線距離20ｍを測る長い柵列であることから、

帯曲輪E2は東側に控える谷部から防御する役割が

担わされたと考えられる。なお、対面する位置にあ

るSR4･5との関係は不明である。

SR1以外は柱穴内の遺物に乏しい。ただ、層位的

所見から SR1･3は曲輪 E2bと帯曲輪 E2に盛土され

る以前の柵列、SR2は盛土後の柵列と考えられる（第

70･71図 a-b･c-d・e-f 参照）。

（川俣 ･田中敏）

遺物　　曲輪E2の柱穴（掘立柱建物跡･柵列等以外）

からは、邵武四都窯系白磁皿（28）、福建広東系白磁

皿（77）、青磁の玉縁無文皿（144）、土師器坏（550）

等が出土した。14世紀後半～16世紀代の遺物である。

一方、曲輪面や流土層からは、景徳鎮窯系白磁皿

（23）･ 小杯 ･ 八角杯、邵武四都窯系白磁、福建 ･

広東系白磁碗 ･皿（77）、青磁皿（146）、景徳鎮窯系

･ 漳州窯系青花皿、瀬戸美濃焼縁折深皿（474）、備

前焼擂鉢 ･ 甕、土錘（728･732･733）等が出土した。

14世紀後半～16世紀後半にかけての遺物が多い。

盛土の時期　　曲輪 E2bと帯曲輪 E2との段差を埋

め立てる盛土層から、青磁碗（126）等が少ないな

がら出土した。126の年代は14世紀中葉～15世紀

初頭、1150は15世紀後半代以降と位置付けられる。

他方、盛土後の構築物はSB7や SR2があるが、遺物

は得られず構築時期の検討が困難である。

出土遺物から勘案するならば、曲輪E2bと帯曲輪

E2の段差を埋め立てる盛土造成は、15世紀後半か

16世紀代と考えられる。　　　　

（今塩屋・田中敏）
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第 69 図　曲輪 E 群　遺構配置図
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第 70 図　曲輪 E 群　土層断面図 (1)
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第 71 図　曲輪 E 群　土層断面図 (2)
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第 72 図　掘立柱建物跡実測図 (1)
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第４節　曲輪Ｆ群
概要　　曲輪Ｆ群は曲輪 D1の南側に位置する。東

側を道路状遺構１、西側を曲輪H1に囲まれる。

　曲輪Ｆ群の曲輪面は３段の平坦面で構成される。

これを曲輪 F1･F2･F3と小区分した。曲輪 F2･F3は

曲輪 F1の帯曲輪的な意味合いが強い。

遺構は、曲輪３箇所、溝状遺構１条、集石遺構３

基、掘立柱建物跡 34 棟、柵列 16 条である。　

曲輪 F1　( 第 73図 )
位置と構造　　曲輪D1南側に位置する横長長方形

の平坦面である。標高は36～35ｍ、全長36ｍ、幅

24ｍを測る。曲輪面東側は道路状遺構１、西側は曲

輪D2･F2に面する。曲輪D2との比高差は２ｍである。

層序　　北から西側は岩盤、南側は K-Ah を含む褐

色粘質土の自然堆積層を削り出して平坦面とする。

遺構　　集石遺構１基、溝状遺構１条、土坑 1 基、

柱穴 571 基が検出された。柱穴群のうち、掘立柱

建物跡 29 棟と柵列 11 条が復元された。

集石遺構（SI1）  SI1 は曲輪面の南東隅付近にあり

SB8 の中央部に位置する。

掘り込みは楕円形で、長径1.1ｍ、短径0.8ｍ、深

さは0.12ｍで極めて浅い。埋土には細かい岩盤破砕

礫を含むが、遺物は出土しなかった。SI1の時期は、

岩盤面を深さ２ｍ近く水平に削り取った平坦面で検

出されたので中世としておきたい。（今塩屋･田中敏）

溝状遺構（SE1）  曲輪面の北東隅に位置し、曲輪

D1の法面際に沿って道路状遺構1へ抜ける。

　全長10ｍ、上幅0.9ｍ、下幅0.3ｍ、深さ0.2ｍを

測る。雨水の排水施設と考えられる。遺物は邵武四

都窯系白磁皿 (32) が出土している。

掘立柱建物跡　　総柱建物１棟（SB13）と側柱建物

28棟である。掘立柱建物跡群は柵列群（SR9～11）

と道路状遺構１に挟まれた空間で群在する。SR9～

11の周辺やSB3･SB9の間は建物跡の希薄な空間となる。

建物跡の身舎面積は、最大で40㎡前後（SB10･17）

で33㎡（SB7）、24㎡（SB1･15）、21㎡（SB27･28）の

順となる。20㎡以下は、18㎡（SB12･19）、17㎡（SB20）、

16 ㎡（SB2･4･5･8･11･13･14･18）、14 ㎡（SB9）、10 ～

12㎡（SB16･23･24）、６～９㎡未満（SB3･6･22･25）と

続く。４㎡未満という小型建物（SB21･26･29）もある。

面積が 15㎡以上の建物跡は庇がつく場合が多く、

40㎡前後になると二面庇となる。SB7･12 は間仕切

りのある建物跡である。

　また、建物主軸方向から、大きく６群に大別でき

る。①群（N-15°-E：SB1･4･26）、②群（N-74°-W 

/N-12°-E ：SB2･3･5･9）、③群（N-80°-W /N-10°

-E：SB8･11~16･19~21･23･27）、④群（N-83°-W 

/N-5°-E：SB7･10･18･24･28）、⑤群（N-89°-W /

N-2°-E：SB6･22）、⑥群（N-3°-W：SB17･25･29）

である。なお、① ･②群と⑤ ･④群の建物主軸は互

いに近似する。④・⑥群には 30 ～ 40㎡の庇付大

型建物（SB7･10･17）が含まれる。庇付建物は曲

輪 F1内の中核的な建物跡であったといえる。

掘立柱建物跡群の変遷は、柱穴の切りあい関係か

ら、⑥群→④群→②群→①群および⑥群→③群の順

と導き出せる。ただし、柱穴の切り合い関係からは

⑤群を相対的な時間軸上に把握はしづらい。

　遺物はSB7･12･13･17･20･21･22等の柱穴から出土した

程度である。このうち図化掲載したものは、SB7（④

群）の青磁皿（143）、SB13（③群）の備前焼甕（429）、

SB17（⑥群）の青磁碗（120）･ 盤（192）と土師器皿（601）、

SB20(③群 )の青磁輪花皿（167）、SB21(③群 )の備前

焼擂鉢 (356)等である。概ね14世紀中葉～16世紀代

の年代幅に収まる。なお、SB17の肥前系小坏 (502)は

柱穴検出面で出土した遺物である。  （今塩屋･川俣）

掘立柱建物跡の時期　　時期推定の手掛かりに乏しい

が、出土遺物の年代から③群は16世紀代、⑤･⑥群は

15世紀代かそれ以降の掘立柱建物跡群と考えられる。

なお、柱穴(掘立柱建物跡･柵列等以外 )出土分も含め

て14世紀中葉～15世紀初頭頃の遺物が比較的多いので、

15世紀前後頃には掘立柱建物跡群が存在したようである。

柵列　　曲輪面では11条の柵列（SR1～11）がある。

SR3とSB20、SR5とSB17、SR6とSB15 は対にな

る関係と捉えられる。一方、曲輪面西側は柵列が集

中し、掘立柱建物跡の希薄な空間である。この部分

は曲輪 F2との境に面するので、防御性や遮蔽性を

高めた結果と考えられる。SR7･9は掘立柱建物跡の

⑥群、SR8は③～⑤群、SR10･11は①･②群の建物主

軸方向に沿う関係にある。なお、遺物の出土はない。

出入り口部の想定　　曲輪の東縁中央には幅３ｍの

段差が途切れる箇所がある。北側は溝状遺構（SE1）

の終点、南側にはSR1が位置する。この箇所は、道

路状遺構1に向かって緩いスロープ状となり、それ

より西側は掘立柱建物跡のない空間が広がる。

従って、この段差が途切れる箇所は、曲輪と道路

状遺構１を結ぶ出入り口と考えられる。出入り口部の

平坦面上では邵武四都窯系白磁皿 (31)が出土した。
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遺物　　曲輪F1の柱穴(掘立柱建物跡･柵列等以

外 )からは、福建･広東窯系白磁碗（11）、青磁各種

（177･181･192･202）、土師器坏･皿（569･580）等が出土した。

14世紀中葉～15世紀初頭前後の年代幅に収まる。

　曲輪面や堆積土中からは、景徳鎮窯系白磁碗（1）、

福建 ･ 広東窯系皿 ･ 碗（16）、青磁碗（90･115･130）

･皿（140･145）･壺（189）･瓶（200）、中世の平瓦

（698）、景徳鎮窯系･漳州窯系青花、備前焼擂鉢・甕

（416･427･428）･鉢（461）、瀬戸美濃焼緑釉小皿（469）

･天目碗（480）、常滑焼甕･壺（485･486）、土師器坏

･皿（549･560）等が出土した。1 は11世紀後半～

12世紀後半の最古相の年代を示すが、14世紀後半

～16世紀前半代の遺物が主体である。

曲輪 F2　( 第 73図 )
位置と構造　　曲輪 F2 は、曲輪 F1 の西側に位置

する縦長の平坦面である。標高は35ｍ、全長34ｍ、

最大幅９ｍを測る。曲輪面は、曲輪 D2 より２ｍ、

曲輪 F1より１ｍ下面に位置している。

曲輪面北側の SB30 付近は方形の平坦面となる。

曲輪面南側の SR12 付近は一段下がって狭い平坦面

となる。曲輪面の西縁付近は緩やかに傾斜するが、

後世の削平を受けた結果である。本来は、SB30 の

庇面よりも西側まで平坦面が続くと考えられる。　

層序　　曲輪面は岩盤を削りだして平坦面とする。

遺構　　柱穴 26基が検出された。このうち掘立柱

建物跡１棟（SB30）と柵列１条（SR12）が復元された。

掘立柱建物跡　　曲輪F2ではSB30１棟のみが単独

で立地する。２×３間の側柱建物で、西側に庇を有す

る間仕切りのある建物跡と考えられる。身舎面積は

34㎡である。建物主軸は曲輪 F1の掘立柱建物跡⑥

群にほぼ揃う。柱穴の掘り方は直径0.7ｍで最深は

0.9ｍである。また、建物跡周囲は曲輪法面との間

に3.5～５ｍの空間が確保されていた。

SB30は、西側の谷部や曲輪Ａ群を見渡せ、遠くは

集落や水田地帯を眼下に置く立地にあることから、

櫓といった階層構造のある建物跡が想定される。

柵列　　SR12は、曲輪面の隅角を斜めに一段欠き

取ったような狭い平坦面に位置する。曲輪の軸線に

沿って逆Ｌ字形に柱穴が並ぶ。遺物は得られなかった。

出入り口部の想定　　SC1とSR12の間の平坦面は、

幅が急に狭くなって緩いスロープ状となるので、曲

輪 F1への出入り口部分と解釈される。この部分か

らSB30方面との行き来は可能である。

さらに、SR12の立地に着目すると、その下段に

は柵列（H-SR4･F-SR16）に挟まれた曲輪F3の平面台

形の凹部、さらに下段に柵列（H-SR3･9･10）に挟ま

れた曲輪H1の通路状遺構１が位置する。SR12 を起

点とする段状の平坦面が谷部斜面に向けて連続して

いることが読み取れる。

従って、H-通路1から段状の平坦面をたどって曲

輪 F3、さらに曲輪 F2へ続くとルートを設定でき、

SR12は城戸とみなすことが可能である。そうすると

曲輪 F1は２箇所の出入り口部を有することになる。

遺物　　曲輪F2の曲輪面や堆積土中から景徳鎮窯系

白磁皿、青磁碗（125）、備前焼擂鉢 ･ 甕 ･ 壺（434）

等が出土した。遺物は14世紀前葉～15世紀中葉の

年代を示すものが比較的多い。　　　　　　

　　　　　　　　　　

曲輪 F3　( 第 73～ 74図 )
位置と構造　　曲輪F3は曲輪 F1の南に位置する横

長長方形の平坦面である。標高は33～33.5ｍ、全

長39ｍ、最大幅8.5ｍを測る。曲輪面は、曲輪 F1

より３ｍ下面に位置する。曲輪の東縁は道路状遺構1

に、南側から西側にかけては曲輪H1に面する。

層序と盛土　　曲輪面は基本的に岩盤を削りだして

平坦面とするが、西側部分はさらに盛土を施して天

端の高さを揃えた平坦面に造成されていた。これは、

岩盤の削り出し面が南側に傾斜する凹凸面となった

からと考えられる（第 74 図）。この盛土面上に掘

立柱建物跡や柵列の柱穴が掘り込まれる。

なお、盛土層のうち、拳大の円礫を多く含む層が

曲輪の南西側縁辺で確認できた（第74図 a-bの第６

層/c-dの第４層）。恐らく、円礫は盛土の崩壊を防ぐ

ために土砂に混入されたものと考えられる。

　盛土層出土の遺物は備前焼擂鉢（355）等がある。

355は重根分類のⅣＡ -２期に相当し、14世紀中葉

～15世紀中葉の年代となることから、盛土された時

期（曲輪 F3の造成時期 )は、14世紀中葉～15世紀

中葉の間か、15世紀中葉以降と考えられる。

遺構　　集石遺構２基、柱穴 75基が検出され、掘

立柱建物跡４棟、柵列 4 条が復元できた。

集石遺構（SI2･3）  SI2は曲輪面のほぼ中央付近にあ

る。掘り込みは楕円形で、長径0.55ｍ、短径0.5ｍ

を測る。深さは0.15ｍで浅い。配石は扁平な平石を

６個ほど壁面に張り巡らせる。遺物の出土はない。
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第 73 図　曲輪 F 群　遺構配置図

N
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第 74 図　曲輪 F3　実測図
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2 暗褐色土 0.1 ～ 0.5cm の角礫 ( 円もある ) をやや密に含む ( 造成土 )
3 褐色土 0.1 ～ 2cm の角礫をやや密に含む。炭化物入る。赤い礫が入る ( 盛土 )
4 暗褐色土 0.1 ～ 20cm の角礫を密に含む。拳大の礫が多い。礫の周りの土は 3 層に近い ( 盛土 )
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第 75 図　曲輪 F　集石遺構実測図

SI1
1 暗褐色土 岩盤破砕礫を密に含む。

SI2
1 褐色土 岩盤破砕礫、2mm 大の炭化物を含む。

SI3
1 暗褐色土 岩盤破砕礫を密に含む。
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第 76 図　掘立柱建物跡実測図 (2)

0 4m 

1/100

P7

P8 P9 P10 P11

P12 P13 P14

P5

P1 P3

35.70m

P11

P7

36.00m

35.80m
P3P4

35.90ｍ

P9

36.00ｍ
P1

P5

36.00ｍ

P13
35.80ｍ

P6
P12

35.90m

35.55m
P4

P8

36.00m

P2

35.90m
P10

35.90m
P14

35.40m

P6

35.80m
P2

F－SB1

P9

35.90m

P1
36.00ｍ

P5

36.00m 35.90m

P7

35.80m

P3

35.50m

P11

P8

35.70m

35.70m

P4

36.00m

P6

36.00m

P2

P10

35.80m

P7 P8

P9

P5

P1
P3

P6

P2

P11P10

P4

F－SB2

F-SB3

P2

P4
P5

P6

P3P1

P4

35.40m

P1

35.70m

P6

35.50m

P3

35.90m

P2

35.80m

P5

35.60m

P2 P4

P5 P6

P7

P9

P3

P8

P1

P10

P4
35.60m

P7

35.80m

P1

35.80m

P10

35.80m

P5

35.90m

P8

36.00m

P2

35.90m

P9

35.90m

P6

36.00m

P3

35.80m

F－SB5



- 115 -

第 77 図　掘立柱建物跡実測図 (3)
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第 78 図　掘立柱建物跡実測図 (4)
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第 79 図　掘立柱建物跡実測図 (5)
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第 80 図　掘立柱建物跡実測図 (6)
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第 81 図　掘立柱建物跡実測図 (7)
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第 82 図　掘立柱建物跡実測図 (8)
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　SI3 は曲輪面の南東隅付近で検出された。掘り込

みは隅丸方形で、長径0.65ｍ、短径0.5ｍを測る。

深さは0.1ｍと浅い。配石や遺物の出土はない。

SI2･3は SI1 同様に中世の時期と考えられるが、

縄文時代早期の可能性も排除できない。

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡４棟は、総柱建物１

棟（SB33）と側柱建物３棟（SB31･32･34）である。SB31

～33は、曲輪F1の掘立柱建物跡②群、SB34は①群

の建物主軸に揃う。SB31～33は対になる建物跡の可

能性がある。　

SB31･32は、規模や建物主軸はほぼ同一で、位置関

係や柱穴の切り合いから、建て替えの関係にある。

SB33は、身舎面積が 16㎡で南と東側に庇を持つ総

柱建物である。なお、SB31 ～ 34 の出土遺物はない。

柵列　　柵列は４条（SR13 ～ 16）ある。SR15は

SB33を矩形に囲う。SR16とH-SR4は、曲輪の南西隅

にある平面台形状の凹部を格護する位置関係にある。

遺物　　曲輪面や堆積土中から邵武四都窯系白磁

皿、景徳鎮窯系白磁皿 ･ 碗 ･ 八角坏、福建広東窯系

白磁、青磁碗（105）･皿（164）･香炉、景徳鎮窯系

青花碗 ･ 皿 ･ 蓋、漳州窯系青花碗（278）、備前焼擂

鉢（350）･甕、瓦質土器擂鉢（650）､ 土師器坏（568）、

土師質土器（670）等が出土した。遺物の年代は14

世紀後半代～17世紀初頭までの幅に収まる。

（今塩屋・田中敏）

第 83 図　掘立柱建物跡実測図 (9)
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第 5 節　曲輪Ｇ
曲輪Ｇ　(第 84～ 85図 )
位置と構造　　曲輪Ｅの南側に位置し、最高所の標

高30.5ｍを測る。曲輪Ｅとの比高差は2.5ｍである。

曲輪面の東縁は谷部斜面や道路状遺構３、西縁は道

路状遺構１、南縁は道路状遺構３に面する。

現地形や周辺の調査結果から、曲輪Ｇは全長

23m、幅27mの平坦面と考えられるが、今回の調

査では、平成17年度の調査部分と工事範囲内であ

る東西22m、南北約2.5m～20mの北側部分のみの

調査を行った（第 84図）。　

なお、上記部分以外については、協議の結果、当

面は工事着手しないため、今回の調査対象からは除

外した。現地表面に 1ｍほど盛土して除外範囲を

明示している。

曲輪面の形成　　曲輪面は岩盤を削り出して平坦

面を形成するが、掘立柱建物跡（SB1）の東側には

盛土造成して平坦面を形成し、SB2や柵列（SR1・2）

が構築されていた。

　第９～12層は、岩盤面上に堆積するしまりの弱い

褐色、暗褐色、黒褐色砂質土の流入土である。この

上に第４～８層が堆積する。この堆積層は、しまり

のやや強い土であることから盛土と判断した。盛土

することによって平坦面を造り出し、曲輪の拡張を

していると考えられる。

なお、第３層は近年の造成土と考えられる。第２

層は表土層であり、岩盤直上に堆積していることか

ら、近年の造成（第３層）に伴って一部岩盤まで掘

削されたと考えられる。

　盛土内（第４～８層）の遺物は、福建広東系白磁皿

（72）、青磁碗等がある。白磁皿の年代は14世紀後半

～16世紀代、青磁碗は上田分類のＤ類で年代は14世

紀中葉～15世紀初頭に比定される。

第 84 図　曲輪 G　遺構配置図・土層断面図

a-b
1 褐色土 Ⅰ層 ( 表土 )
2 暗褐色土 Ⅱ層 ( 造成土 )
3 黄褐色土 砂質土。（近年の造成土） ( 造成土 )
4 褐色土 砂質土。岩盤破砕礫が多く含まれる。 ( 盛土 )
5 暗褐色土 砂質土。岩盤破砕礫が多く含まれる。 ( 盛土 )
6 暗褐色土 砂質土。5 層よりやや黒色強い。 ( 盛土 )

7 オリーブ褐色土 砂質土。 ( 盛土 )
8 暗オリーブ褐色土 砂質土。褐色粘質土がやや含まれる。 ( 盛土 )
9 暗褐色土 砂質土。岩盤破砕礫やや多く含まれる。 ( 流土 )
10 黒褐色土 砂質土。黒色やや強い。 ( 流土 )
11 褐色土 砂質土。 ( 流土 )
12 暗褐色土 砂質土。 ( 流土 )
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遺構　　近世墓３基、通路状遺構１条、柱穴76基が

検出された。柱穴群のうち、掘立柱建物跡２棟、柵列

２条が復元された。近世墓については第Ⅴ章にて報

告する。なお、近世墓（SD3）の直上の現地表面に墓

石と五輪塔部材の空風輪・火輪・地輪とがそれぞれ1

基ずつ出土した。地元住民の話では、他所から動かさ

れたようである。五輪塔部材は中世に属する。

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡は２棟(SB1･2)検出さ

れた。SB1の身舎は2間×3間の側柱建物で、北・南・

西側の 3面に庇を持つ構造となっている。身舎面積

は、20㎡である。柱穴は直径が0.2m～0.6m、深さ

が0.2m～0.7mである。北西の柱穴は撹乱で南西部

は、未調査のため不明である。

　SB1の柱穴出土遺物は、景徳鎮窯系白磁皿 (48）､

青磁の輪花皿、備前焼甕 (438)、景徳鎮窯系の青磁

小壺 (521)等がある。遺物の最も新しい521は 16

世紀後半～ 17 世紀初頭の年代が与えられるので、

SB1は16世紀後半代の掘立柱建物跡と考えられる。

　SB2はSB1の東側に位置する。1間×2間の規模で

面積は約９㎡と小型の側柱建物跡である。柱穴内よ

り京都系土師器皿 (617)が出土した。概ね16世紀代

と年代が付与される。

柵列　　柵列は２条（SR1･2）検出された。SR1は、

1.6m～2.5mの間隔で柱穴6基が直線に並ぶ。北端

の柱穴は、通路状遺構１の南端に位置するので門の

柱穴の可能性もあるが、対になる柱穴がない。対に

なる柱穴が想定される位置には近世墓があるため、

墓壙掘削の際に消失した可能性もある。

　SR2はSR1の東側に位置する。部分的な検出なの

で全体構造は不明である。SR1とで東側斜面を二重

に囲っていた可能性がある。SR1･2とも遺物はない。

通路状遺構　　北東部には、通路状遺構１が検出さ

れた(通路１)。この通路状遺構１の曲輪面側は近世墓

３基(SD1～3)が群在し、近世墓が通路状遺構１を切

る関係にある。通路状遺構１は断面半円形で幅約1

～2m、長さ約5mである。西側へ幅が狭まり、浅

くなる構造である。東側の谷部との通路と考えられ

るが、東側は近年の造成により削平されているため

詳細は確認できない状態である（第 85図）。

第 85 図　曲輪 G　通路状遺構実測図

a-b、c-d
1 Ⅰ層 ( 表土 )
2 明赤褐色土 砂質土。やや赤みがかって見える。Ⅱ層 ( 造成土 )
3 明赤褐色土 砂質土。粘質ブロックが混じる。 ( 造成土 )
4 灰赤色土 砂質土。黒色のしまりのない土が入る。 ( 盛土 )
5 にぶい赤褐色土 砂質土。黒色と黄褐色粘質土が混じる。 ( 盛土 )
6 明赤褐色土 黄褐色粘質土がよく混じる ( 盛土 )

7 暗赤褐色土 砂質土。炭化物を含む。部分的に硬化面が見られ小
礫をよく含む。 ( 流土 )
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遺物　　曲輪面や第１～３層（第84図）で出土した

遺物は、邵武四都窯系白磁皿、景徳鎮窯系白磁皿 ･

八角坏 ･ 小坏、青磁碗 ･ 輪花皿、景徳鎮窯系青花碗

･ 皿（251）、漳州窯系青花、備前焼擂鉢 ･ 甕、瑠璃

釉磁器（341）、醤釉染付小坏（343）、肥前系陶器皿、

瓦質土器鍋（629）、銭貨（836）等がある。

　遺物は、13世紀後半～14世紀前半頃の青磁碗以外

は15世紀後半～16世紀後半の年代を示すものが主体

である。肥前系陶器皿は1780～1860年代の製品で、

近世墓が造墓された時期よりも後出するようである。

盛土の時期　　盛土層（第 84図　第４～８層）か

らは、14世紀後半～15世紀代の白磁皿や15世紀

前半代の青磁碗が出土した。掘立柱建物跡（SB1）の

柱穴からは、16世紀後半の青磁小壺が出土した。上

記の出土遺物の年代を考慮すると、少なくとも16世

紀後半代には盛土造成がなされ、その後掘立柱建物

跡が建てられたと考えておきたい。

（田中敏）

第 86 図　掘立柱建物跡実測図 (10)
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第 6 節　曲輪Ｈ群
概要　　曲輪Ｈ群は道路状遺構１の西側に位置し、

曲輪 Fを西から南に半周するように取り囲む。南側

は曲輪Ｊに面する。東側は曲輪Ｇである。

曲輪Ｈ群の曲輪面は３段の平坦面で構成され、北

側から曲輪 H1・H2・H3とした。曲輪H2･H3 は曲

輪H1の帯曲輪的な意味合いが強い。

調査の結果、曲輪３箇所、土坑１基、掘立柱建物

跡 35 棟、柵列 10 条、通路状遺構３条が検出された。

なお、曲輪 F3 の西側斜面および曲輪H3の北側

延長上には、谷部の等高線に並行する細長い平坦面

が３条確認された。この平坦面についても調査を実

施し、その結果は本節にて報告する。　　

曲輪 H1　( 第 87-1、87-2 図 )
位置と構造　　曲輪H1は曲輪 F3の南からF2の西

側を取り巻く弓形の平坦面である。曲輪面の東縁

は道路状遺構１に面する。この東縁から曲輪Ｆ2と

の境（西縁）までの幅は約75ｍ、最大長（北－南縁

間）は約25ｍである。曲輪H2付近の奥行きは約９ｍ、

通路状遺構１より北側は３～５ｍと狭くなる。

なお、曲輪 F3との境に沿って溝が巡るが、これ

は後世の造作によると考えられる（曲輪F3第73図）。

層序　　曲輪面は岩盤を削りだして平坦面とする。

その凹凸部分は岩盤破砕礫を密に含む褐色粘質土で

充填されて整地される。

遺構　　土坑１基、通路状遺構２条、柱穴 158 基

が検出された。柱穴群のうち、掘立柱建物跡は31棟、

柵列は 6条復元された。

土坑（SC1）  SC１は SB16に隣接した位置で検出さ

れた。平面形は楕円形で長軸長0.86ｍ、短軸長0.56ｍ

である。深さは0.47ｍを測る（第90図）。

埋土は、0.05～0.25ｍ大の角礫や円礫が密に入る層

（第１層）と炭化物や焼土を多く含む層（第２層）に大き

く区分された。礫は四壁に沿って敷き並べたような配

置である。なお、第２層出土の炭化物をAMS年代測

定分析した結果、15世紀前半～17世紀前半という年

代が得られた（第Ⅶ章参照）。　　　　　　　（今塩屋）

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡31棟の内訳は、総柱

建物２棟（SB5･17）と側柱建物29棟である。SB1～30

は群在し、SB31は通路状遺構１の東側に単独で所在する。

建物跡の身舎面積は、最大で40㎡（SB1）で、38

㎡（SB4･17）、33 ㎡（SB8）、26 ㎡（SB6･28）、24 ㎡

（SB2･3･5･15･16）の順となる。20㎡以下は、20㎡（SB30）、

15～17㎡（SB9･19･25）、11～14㎡（SB21･22･26）、10㎡前

後（SB7･20･23･24･29）、６～10㎡未満（SB11･13･14･18･27）

と続く。４㎡未満という小型建物（SB10･12）もある。

このように身舎面積の大きさには規則性が感じられ

る。その面積の差異はおよそ２㎡の倍数で序列化さ

れているようである。

　SB4･17は総柱建物で身舎面積が38～40㎡ある。同

じ面積を誇るSB1を含めた３棟は、曲輪H1内の中核的

な建物跡といえる。

　また、建物主軸方向から、大きく６群に大別できる。①

群（N-50°-W /N-48°-E：SB10･26）、②群（N-65～68°

-W /N-21°-E：SB1･4･7･13･22･23･30）、③群（N-75°-W /

N-17°-E：SB3･6･8･15･28･29）、④群（N-84(77)°-W /N-10°

-E：SB2･5･9･11･12･14･16･17･20･24･25）、⑤群（N-10°-W：

SB19･21）、⑥群（N-25～38°-W：SB18･27）である。掘

立柱建物跡の柱穴の切りあい関係から、②群→④群の順

となる。②～④群の建物主軸は、曲輪の軸線や道路状遺

構１の主軸を意識している。①･⑤･⑥群の建物主軸は、

曲輪や道路状遺構１とは大きく斜交し、このうち⑤群は曲

輪F1の⑥群との主軸方向が揃う。

　遺物は掘立柱建物跡については、SB1･3･4･5･6･8･9

等の柱穴から出土した程度である。このうち図化掲載し

たものは、SB5の青磁碗（95）、褐釉陶器壺（334）、中

世の平瓦（698）、SB6の景徳鎮窯系白磁皿（52）、土

師器皿（589）、SB9の邵武四都窯系白磁皿（33）、景

徳鎮窯系青花皿 (232)等である。698の存在は瓦葺屋

根の掘立柱建物跡が存在したことを示唆する。概ね15

世紀後半～16世紀後半代の年代幅である。なお、後

述のように柱穴（掘立柱建物跡･柵列等、有機的な関

連が把握できなかったもの）からは14世紀中葉～15

世紀中葉頃の遺物も出土している。

掘立柱建物跡の時期　　残念ながら個々の掘立柱建

物跡や各群の時期は特定できないが、上記の出土遺

物の年代から②～④群については、概ね15世紀後半

～16世紀後半にかけて盛行した建物群と判断される。

特に④群のSB5出土の備前焼擂鉢は16世紀中葉～17

世紀初頭の年代観が付与されるので、④群は16世紀

後半代の建物群であった可能性が高い。なお、14世紀

中葉～15世紀前半代の掘立柱建物跡が存在していた

可能性も捨てきれない。

一方、①･⑥群は出土遺物や規模等から、近世に下る

時期の建物跡となる可能性が高い。
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第 87-1 図　曲輪 H 遺構配置図
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第 87-2 図曲輪 H　遺構配置図　　　　第 88 図　曲輪 H 西側斜面部遺構配置図
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柵列　　柵列は６条確認された。SR1 は曲輪H1の

北東隅に位置し、道路状遺構１と曲輪面を横断する。

この柵列と曲輪Ｆ法面との間が通路の空間となる。

SR2はSB8の南側に位置し、道路状遺構１の門状

遺構（SG1-SB1）から曲輪面の境にある段差（通路状

遺構２）を越えて、曲輪H2へと東西方向に直線的

に延びる。この段差を曲輪面と道路状遺構１を結ぶ

出入り口とみるならば、SR2は出入り口と掘立柱建

物跡群を覆う目隠し塀様となる。SR3･4は通路状遺

構１の北側にあり、先細りする曲輪面の縁に沿うた

め谷部方面から曲輪H1･F2を防御する柵列となる。

SR9･10 は通路状遺構１の南に位置し、約３ｍの

間隔を空けて並列する。曲輪H1方向への防御的な

施設である。SR1 ～ 4･9･10 の遺物はない。

（今塩屋・川俣）

通路状遺構　　通路状遺構１は曲輪H1の西側平坦

面の中程に位置する。平面形は二等辺三角形状で、

最大幅 2.5 ｍ、長さ６ｍを測り、法面から平坦面に

向かって収束する。断面形は、平坦面から法面に向

かって傾斜する。底面は２段の平坦面で構成され、

また、溝底面の東側は深さ 20～ 30cmの側溝とな

る。遺物の出土はない。

さらに段状の平坦面の下部には、壇状の平坦面（曲

輪H3側）が接続する。この幅は2.3ｍ、奥行き1.7ｍ、

曲輪H3平坦面との比高差は0.3～0.4ｍを測る。

これら一連の平坦面が段状に下る構造は、曲輪

Ｊの通路状遺構４と共通するので、曲輪H1と曲輪

H3を連絡する通路状遺構と捉えられる。

通路状遺構２は、曲輪H1南東隅に位置し、曲輪平

坦面から道路状遺構１内のSB1に向けて、平面三角形

に掘り込んだ構造である。長軸長は３ｍ、曲輪面と道

路状遺構１の底面との比高差は1.2ｍを測る。比高差

の割に段状の平坦面が少ないので、上り下りしにくい

が、道路状遺構から曲輪面に引き込んだ形となるので

通路状遺構とした。遺物等は出土していない。　　　

遺物　　曲輪H1の柱穴（掘立柱建物跡･柵列等以外）

からは、邵武四都窯系白磁皿（33）、福建広東系白磁皿（78）、

青磁碗、景徳鎮窯系青花皿（249）、瀬戸美濃焼片口小瓶

（471）、備前焼擂鉢、土師器皿（589）等が出土した。

曲輪H1の曲輪面や堆積土層の遺物は、青磁皿（166）、

景徳鎮窯系青花碗 (253)、備前焼擂鉢 (400)等がある。

遺物は、13世紀後半～17世紀初頭までと年代幅は

広いが、主体は14世紀後半～16世紀代である。　

曲輪 H2　( 第 87-1 図 )
位置と構造　　曲輪H2は曲輪H1の南に位置する

台形状の平坦面で、全長 23ｍ、幅７ｍを測る。

曲輪面は、曲輪H1より 0.4 ～ 0.6 ｍの下面に位

置する。平坦面は西側に向かって中程から傾斜して

いる。西側はさらに一段低い平坦面となる。

層序　　曲輪面は岩盤を削りだして平坦面とする。

遺構　　通路状遺構１条と柱穴14基が検出された。

柱穴は直線的に並ぶので柵列の可能性がある。

通路状遺構　　通路状遺構３は、曲輪面の南側縁辺

中央に位置する。平面三角形で段状の掘り込みが

認められる。段差は 0.2 ～ 0.4 ｍ程度で容易に曲輪

H2と曲輪 H3側に出入りできる。壁面や段差の加

工はやや雑である。なお、遺物の出土はない。

遺物　　曲輪H2からは、邵武四都窯 ･ 景徳鎮窯 ･

福建広東系の白磁、景徳鎮窯系青花碗 ･ 皿（238）、

漳州窯系青花碗（278）、備前焼擂鉢 ･ 甕、瑠璃釉

磁器（340）等が出土した。曲輪H1同様、遺物は、

13世紀後半～ 17世紀初頭までと年代幅は広いが、

主体は 14世紀後半～ 16世紀代である。

曲輪 H3　( 第 87-1 図 )
位置と構造　　曲輪H3は曲輪H2の南に位置する

長方形の平坦面である。東端は曲輪 J1 に接し、曲

輪H1･H2を取り巻く。全長50m、幅８ｍを測る。曲

輪の1.3ｍ下に曲輪 J1、2.3ｍ下に曲輪Ｋが位置する。

柵列（SR6）の西側には、さらに一段低い平坦面の

一部が確認されたが、調査区の都合上、この部分の

みに留めた。西側に向けて曲輪面が続くようである。

層序　　曲輪面は岩盤を削りだして平坦面とする。

平坦面上には最大１ｍの耕作土や表土が堆積する。

遺構　　柱穴 66基が検出された。このうち掘立柱

建物跡４棟、柵列４条が復元された。

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡は４棟（SB31～34）

検出された。曲輪面の東側にあり、曲輪H1・2の

法面と柵列（SR6）の間に東西方向に整然と建ち並

ぶ。建物主軸もほぼ同一の側柱建物群である。

建物跡の身舎面積は、４㎡大（SB32･34）と２㎡大

（SB31・33）と狭く、柱穴間距離は 0.8 ｍ程と他の掘

立柱建物跡と比べて狭い。SB33 のように建物規模

にしては柱数が多い掘立柱建物跡もある。建物主軸

は曲輪H1の掘立柱建物跡④群と類似している。

なお、掘立柱建物跡の柱穴からの出土遺物はない。
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第 89 図　曲輪 H　通路状遺構 1 実測図

第 90 図　曲輪 H　SC1 実測図

a-b
1 にぶい黄褐色土 Ⅱ層と似ているが、粒はあまり入らない。赤褐

色の礫を少し含む (1cm）。 ( 流土 )

2 にぶい褐色土 地山の赤褐色粘土層に黒色土を少し含む。 ( 流土 )
3 褐色土 地山の赤褐色岩盤破砕礫を粗く含む。 ( 流土 )

c-d 
1 赤褐色粘土層がブロックで入る。 ( 造成土 )

2 暗褐色土 Ⅱ層 ( 造成土 )

3 褐色土 性格はⅡ層と同じ。1cm 以下の礫を粗く含む。い
わゆるⅡ層と比べて粒の小さい礫が少ない。 ( 流土 )

4 にぶい黄褐色土 自然堆積の土。混じり気ない砂質。 ( 流土 )

0 4m 

1/100

0 1m 

1/40

1 暗褐色土 炭化物、焼土を少量含み、岩盤破砕礫をよく含む。

2 黒褐色土
炭化材の残りが良好で、木材の繊維が残るものが多い。
焼土も塊で残り、小礫をまばらに含む。下方は地山の
粘質土を多く含む .。

0 50cm 

1/20

H-SR3

H-SR9

H-SR10
a

b

c

d

N
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柵列　　柵列は４条確認された。SR6は曲輪H3の南

部に位置し、曲輪Ｋとの境に沿う。SR5は西端に位置し、

曲輪面を矩形に囲む。SR7･8は曲輪H3の中央付近に

位置する。曲輪面の縁と西側斜面に並列する。

　これら４条の柵列は連携しあって西側谷部斜面方

面に対する効果的な防御施設となっている。

遺物　　曲輪H3の柱穴（掘立柱建物跡･柵列等以

外）の出土遺物は土師器坏（567）がある。曲輪H3

の曲輪面上や堆積土内からは、邵武四都窯･景徳鎮窯

･福建広東系の白磁、青磁碗（136）・輪花皿（162）、

景徳鎮窯系青花碗、漳州窯系青花、備前焼擂鉢･甕、

土師器皿（602）、土師質土器の鍋（624）、土錘（737）

等が出土した。624は播磨型と呼称される鍋形土器

である。遺物の年代は概ね 14 世紀後半～ 16 世紀

後半にあたる。　　　　　　　　　　　　

西側斜面部の平坦面　　曲輪 F2 の西側斜面と曲輪

H1の北側延長上には、細長い平坦面が３条確認さ

れた。それぞれ平坦面①～③とする（第 88図）。

平坦面①は幅 17 ｍ、奥行き最大 1.6 ｍである。

平坦面②は幅 16.7 ｍ、奥行き最大 1.5 ｍである。

平坦面③は幅 20.5 ｍ、奥行き最大 1.9 ｍである。

標高は27.5ｍ～32.75ｍで北から南にやや傾斜して

いる。いずれの平坦面も地形に沿うように湾曲している。

このように３箇所の平坦面が確認できたが、遺構

等は確認できず、人間がすれ違うことができないほ

ど狭いため、帯曲輪と断定することはできない。機

能についても検討し得るに至らなかった。

平坦面からは青磁碗と備前焼甕などが出土した。

年代は 14世紀後半～ 15世紀代にあたる。

（今塩屋）

第 91 図　掘立柱建物跡実測図 (11)
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第 92 図　掘立柱建物跡実測図 (12)
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第 93 図　掘立柱建物跡実測図 (13)
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第 94 図　掘立柱建物跡実測図 (14)
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第７節　曲輪Ｉ ･ Ｊ ･ Ｋ群
1　曲輪Ｉ ( 第 64 図 )

位置と構造　　曲輪Ｉは道路状遺構２の東側にあ

り、未調査区を挟んで道路状遺構３の南側に面する

平坦面が曲輪面の北東端と考えられる。

曲輪内には、鬼界アカホヤ火山灰層以下の自然

堆積層が良好に遺存していた。

曲輪面は、他の曲輪と異なり岩盤を削り出して

平坦面を造成するのではなく、アカホヤ火山灰層や

その上位の自然堆積層を掘削して平坦面とする。

遺構　　調査区内では、遺構は検出されていない。

遺構は、削平されたかもしくは曲輪面の中心部に偏

在しているようである。

遺物　　青磁碗（86）･ 輪花皿（154）、漳州窯系

青花皿（287）、褐釉陶器瓶（335）、備前焼鉢（462）、

椀形の鍛冶滓（930･932･933）等が出土した。遺物

の年代は、15世紀初頭～17世紀初頭の幅に収まる。

2　曲輪Ｊ群 ( 第 95 ～ 102 図 )

位置と構造　　曲輪Ｊは道路状遺構１～３の交差地

点に面し、３方を曲輪に囲まれる。曲輪面のほぼ全

面が調査され全長 30 ｍ、幅 40 ｍを測る。最高所

は標高 28ｍ、北側の曲輪Ｈとの比高差は２ｍであ

る。曲輪面中央のスロープ（通路状遺構５）を境に

平坦面の北側を曲輪 J1、南側を曲輪 J2 とする。

曲輪面の造成　　曲輪J1は岩盤を削り出して平坦面

とし、その凹凸部分は岩盤破砕礫を密に含む褐色粘

質土で充填されて整地される。曲輪 J2は岩盤やアカ

ホヤ火山灰の自然堆積層を削り出して平坦面とする。

なお、曲輪面の中央より北側付近の段差や曲輪Ｈ

との境に走行する溝は、後世の畑地造成による。

遺構　　竪穴建物跡１軒、土坑１基、集石遺構１基、

通路状遺構５箇所が検出された。451 基の柱穴から

は、掘立柱建物跡 18棟、柵列 12条が復元された。

竪穴建物（SA1）　　曲輪面の南端付近に位置する。

長辺 3.0 ｍ、短辺2.6 ｍの台形に近い平面形で、主

柱穴は４本である。

　柱穴（P2）出土の炭化物のAMS年代測定では、

580-655calADの結果が得られている。しかし、竪穴

部埋土とSB17･18の柱穴埋土が類似しているので、

SA1の時期は、古墳時代後･終末期ではなく中世に属

するとしておく。なお、竪穴建物跡は、今回の調査で

は曲輪Ｊ･Ｍの隣り合う曲輪において３軒のみが検出さ

れた。ほぼ同じ規模、同一の主軸方向の特徴を有する。

土坑（SC1）　　曲輪J2南側法面の犬走り状の平坦面

と上部の斜面にかけて、等高線に並行に掘り込まれる。

　長軸長２ｍ、短軸長１ｍを測り、平面形は楕円形で

ある。断面形は浅い皿状で深さは0.2 ｍである。底面

には２つの小穴が穿たれ、深さは0.1～ 0.2ｍと浅い。

遺物は、埋土中の邵武四都窯･景徳鎮窯系白磁皿、

漳州窯系青花碗、褐釉陶器四耳壺、土錘（744）等が

ある。遺物は15世紀後半～16世紀後半の時期である。

集石遺構（SI1）　　SB12の中に位置する。掘り込み

内には0.1ｍ大の角礫が密に集中するが、それほど赤

化していない。掘り込みの平面形は楕円形で長径0.65

ｍ、短径0.5ｍ、深さ0.1ｍを測る。配石はない。掘

り込みの埋土は掘立柱建物跡の柱穴埋土と類似する。

SI1は、形態的には、縄文時代早期の遺構に似ているが、

検出面（礫集中部）は岩盤面まで削り出した平坦面上

なので、中世の時期と捉えておく。

（今塩屋・松田）

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡18棟は、総柱建物

１棟（SB18）と側柱建物17棟である。曲輪 J1に 10

棟（SB1～10）、曲輪J2に８棟（SB11～18）分布する。

曲輪 J1では、南北で建物跡の桁行方向が異なる。

北側は東西、南側は南北方向の建物跡となる。

曲輪J2では、通路状遺構3と通路状遺構5を結ぶ

軸線から東側に建物跡が群在する。

建物跡の身舎面積は、最大で 42㎡で（SB5）で

30㎡（SB2･9･13･17）、20㎡（SB4･6･8･15･16）、

16 ～ 17㎡（SB14･18）、10㎡前後（SB3･10･12）

と続き、５㎡前後という小型建物（SB7･11）もある。

　桁行が東西方向の大型建物（40～ 30㎡）は曲輪

J1 に偏在し、桁行が南北方向となる建物跡の身舎

面積は20～30㎡で曲輪J1と曲輪J2にも分布する。

また、庇付建物は身舎面積が20㎡を越える７棟が

該当し、うち３棟（SB2･5･17）の庇は二面である。

SB2･5 は、曲輪Ｊ内の中核的な建物跡といえる。

さらに、建物主軸方向から、大きく５群に大別

できた。①群（N-64°-E：SB7）、②群（N-47°-W 

/N-38 °-E ：SB3･4･8･11）、 ③ 群（N-53 °-W /N-32

°-E：SB1･2･13･16）、 ④ 群（N-57 °-W /N-30 °-E：

SB5･6･9･10･12･14）、⑤群（N-75°-W ：SB15･17･18）

である。

②～④群は主軸方向が近しいが、①群の SB7は、

他の群と建物主軸の向きが大きく異なる。むしろ曲輪

Ｋに群在する近世墓群に相対した位置にある。
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特に②･③群は、建物主軸方向の差異がわずかな

ので近接した時期が想定される。④群は、身舎面積が

40～30㎡の大型建物と10㎡以下の小型建物がセット

になる。⑤群は曲輪J2にのみ分布する建物跡である。

遺物は、SB1～3･5･8･13･14の柱穴から出土してお

り、SB3出土の褐釉四耳壺 (313)、SB8出土の漳州窯

系青花碗（270）を図化掲載した。

個々の建物跡の時期は、柱穴の切りあい関係や柱穴

内出土遺物に乏しく、はっきりしない。少なくとも②

･③･④群は、上述した遺物の年代から15世紀中葉～

後半ないしそれ以降の時期となろう。（今塩屋･川俣）

柵列　　柵列は12条確認され、柱間距離の平均は

2.1ｍである。SR1～4は、曲輪 J1の掘立柱建物群を

囲繞するように配置され、SR4はスロープを横断する。

SR5･9･11･12 は曲輪 J2の曲輪際と法面下の曲輪

Ｋとの境に沿って巡る。SR5･9 の柱穴は後世の撹乱

や削平で部分的に失っている。SR10は曲輪 J2南側

法面の中段を巡る。この部分は三重の柵列となる。

SR8 と SR5 の一部や SR6･7 は、切り通しの通路

やステップの両側面を護る柵列である。

　遺物は、SR2の柱穴内より景徳鎮窯系白磁皿、青

磁碗（107）、景徳鎮窯系青花碗（229）、土師器坏（571）

等が出土した。229は16世紀中葉頃の遺物である。

通路状遺構　　通路状遺構とは、道路状遺構と同じ

くモノやヒトの往来に資する平坦面や溝である。曲

輪Ｊでは５箇所あり、曲輪 J1-J2 間をつなぐスロー

プの他に、曲輪と外部と連絡する通路状遺構が４箇

所確認された。

曲輪 J1 の北東隅に通路状遺構１、曲輪 J2 の北東

隅に通路状遺構２、南端中央部に通路状遺構３、曲

輪Ｋとの境にある段状部分を通路状遺構４とし、曲

輪Ｊ中央部のスロープは通路状遺構５とみなす。

このように曲輪 J2は４方向から外部と連絡できる。

　通路状遺構１･２は道路状遺構２から分岐して、

曲輪Ｊへの出入り口となる。

通路状遺構１は道路状遺構１～３の交差部に接続

し、幅 1.7 ｍの間口となる。

通路状遺構２は長軸長 2.5 ｍ、幅 1.5 ｍで、曲

輪面と道路状遺構２の比高差 1.2 ｍを結ぶ。溝状に

掘られた底面は５～６段の階段で、その幅は 0.2 ～

0.7 ｍを測る。曲輪面側は SR5 と接し、この SR5

と曲輪 J1 の南側法面下の空間が出入り口と考えら

れる。この空間は、南側法面が一部切り込まれて幅

2.6 ｍの間口となる。

通路状遺構３は、曲輪J2南端中央に位置し、曲輪

Ｊと曲輪Ｍを南北に繋ぐ。両側はSR5･8で囲まれる。

長軸長４ｍ、幅0.5 ｍを測り、法面を斜めに切り通し

て1.3 ｍの比高差を下る。通路内は４段の階段で構成

され、その段の幅は約0.2 ～１ｍである。曲輪南側法

面の中段には幅狭な平坦面が犬走り状に西側へ延びて

いるが、その起点は通路状遺構の最下段となる。

通路状遺構４は曲輪 J2 と曲輪Ｋを結ぶ幅広いス

テップ状である。比高差は 1ｍで、他の通路状遺

構に比べて勾配や段差が大きい。ステップ最大幅は

3.4 ｍでその両側には柵列（SR6･7）が並ぶ。

通路状遺構４の北側は、曲輪Ｋに向かう幅２ｍの

平坦面の起点となる。また通路状遺構４と曲輪 J2

の掘立柱建物跡群の間は、遺構（柱穴）の希薄な空

間である。遺構検出状況や掘立柱建物跡の配置関係

を考慮すると後世の削平とするよりは、建物が存在

しない空閑地であったと考えられる。

通路状遺構５は、曲輪 J1-J2 間を結ぶ緩やかなス

ロープ状である。SR4 付近から傾斜が始まる。幅は

6.4 ～ 10.4 ｍだが、掘立柱建物跡等が位置する関

係で、実際に通行可能な幅は 2.2 ｍ程である。

　なお、SR4 近くの土坑は、時期等は不明である。

遺物　　曲輪 J1の柱穴（掘立柱建物跡･柵列等、有

機的な関連が把握できなかった柱穴をさす）の出土

遺物は、青磁碗（81･82･91･119）、景徳鎮窯系青花

碗（228）･皿（247）、備前焼擂鉢（365）･四耳壺（442）

等がある。14世紀中葉～15世紀初頭と15世紀中

葉～16世紀初頭の年代を示す遺物が比較的多い。

　曲輪 J1の遺構検出面や堆積土層から、邵武四都窯

系白磁八角坏（40）、景徳鎮窯系 ･ 福建広東系白磁、

青磁碗（129）、景徳鎮窯系青花碗 (218･223･224)･

皿 (244)、漳州窯系青花、褐釉陶器小壺（333）備前

焼擂鉢 (390)、肥前系磁器碗（497）･ 瓶（518）等

が出土した。遺物の年代は 14世紀後半～近世後半

と幅広いが、14 世紀後半～ 15 世紀前半、15 世紀

後半～ 16世紀後半の遺物が比較的多い。

一方、曲輪 J2 の遺構検出面や堆積土層出土の遺物

は、邵武四都窯系・景徳鎮窯系 ･ 福建広東系白磁皿

や小杯、青磁碗･皿、景徳鎮窯系･漳州窯系青花碗･

皿、備前焼擂鉢 (379) や甕、瓦質土器の双耳壺（644）

等がある。青磁碗に 13世紀後半の年代を示すもの

があるが、少数である。14 世紀後半～ 16 世紀後

半の遺物が主体となる。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 （今塩屋・松田）
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第 95 図　曲輪 I・J・K 群　遺構配置図
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第 96 図　掘立柱建物跡実測図 (15)
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第 97 図　掘立柱建物跡実測図 (16)
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第 98 図　掘立柱建物跡実測図 (17)
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第 99 図　掘立柱建物跡実測図 (18)
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SA1 SI １

第 100 図　掘立柱建物跡実測図 (19)

第 101 図　曲輪 J 群　遺構実測図
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第 102 図　曲輪 J 群　通路 2･3　SC1 実測図
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3　曲輪Ｋ ( 第 95・103・104 図 )

位置と構造　　曲輪Ｋは谷地形の頂部にあたり、曲輪

Ｊの西側に位置する。曲輪面は曲輪Ｊから0.4～0.6ｍ

ほど一段下がった、断面Ｌ字に岩盤を削り出した平坦

面とそれに連なる第11･13層上面である（第103図）。

やや谷部へ傾斜しているが、基本的には水平面となる。

掘立柱建物跡や柵列、土坑墓はこの面で検出された。

曲輪面は調査区外に向けて階段状に下ると思われる。

なお、第11～14層は基本土層Ⅱ層由来の褐色土ブ

ロックを多く含み、炭化物も混入するので、曲輪面造成

時の盛土とも考えられる。遺物はほとんど含まない。

　第11･13層上面に堆積する第７～10層は暗褐色･

黒色土の自然堆積層で後述のように遺物の出土が多い。

　さらに第４～６層は褐色土ブロックを多く含む堆積

土である。第４層面で近世墓が検出された。堆積土の

状況から、第４～６層は盛土と判断される（第103図）。

盛土は、谷地形を覆うように、谷への落ち込み際

付近では浅く、標高の低い南西側で厚く堆積する。

遺構　　土坑１基、土坑墓１基、さらに柱穴31基が

検出され、掘立柱建物跡２棟と柵列１条が復元できた。

削り出された岩盤面と第11･13層上面で検出された。

　近世墓は４基（SD1･2･4･5）検出され、掘り込みは第

４層面である。なお、近世墓は第Ⅴ章にて報告する。

土坑（SC1）　　曲輪Ｋの平坦面と法面裾との境にある。

平面形は不整な方形で一辺1.1ｍ、深さは0.32ｍを測る。

埋土は概ね黒褐～暗褐色で、下の層が明るい色調とな

る。埋土上層には付近の岩盤由来とみられる0.1～0.3

ｍ大の角礫が多数含むが、明確な赤化はない。上層を

中心に炭化物や焼土も混入する（第104図）。

なお、埋土下層から出土した炭化材のAMS年代

測定では、415-536calADとの結果が得られた。

遺物は、第３･４層より鉄滓（921）が、埋土中より

景徳鎮窯系青花皿が出土した。青花皿は小野B1類に

相当し、15世紀後半～16世紀後半の年代にあたる。

SC1 の時期は、測定結果よりは青花皿の年代も

しくはそれ以降とするのが妥当と考えられる。

土坑墓（SD3）　　隅丸長方形の平面形で、長軸2.1ｍ、

短軸 0.8ｍを測る。底面は水平ではなく、谷部方向

へ傾斜する。西側上部が削平され遺存状態は悪い。

検出面では角礫の集中が認められた。遺物の出土

はないが、平面形等から土坑墓とした。土坑墓の時

期は近世墓４基（SD1･2･4･5）と検出層位と平面形

等が異なるので中世に属するものとした（第104図）。

掘立柱建物跡　　　SB1･2 は２×２間の側柱建物

で、主軸方向の位置が一致し、かつ曲輪Ｊの掘立柱

建物跡の④群にほぼ揃う。柱穴の切りあい関係から

SB1 → 2 の順となる。また SB1 の柱穴は SD2 に切

られる。SB1･SB2 は西側に傾斜する地形に位置す

るため、高床の建物跡と考えられる。

遺物は、SB1柱穴出土の洪武通宝（812）等がある。

柵列　　SR1は、部分的に柱穴を失うが、谷地形の等

高線に沿うように標高26ｍ付近を逆Ｃ字形に巡る。

SB1の柱穴とSD3を切るので、SB1･2や SD3に後出

する。柵列のみが単独で存在した時期があるようである。

（今塩屋・松田）

遺物　　曲輪面の柱穴（掘立柱建物跡･柵列等、有機

的な関連が把握できなかった柱穴）の出土遺物は、備前

焼甕等がある。年代は15世紀中葉～16世紀初頭である。

曲輪面の上位に堆積する層（第７～ 10 層 : 第

103 図）から出土した遺物は、福建広東系白磁皿

(73)･ 碗（８）、青磁碗（118･127）･ 皿（142･147）、

褐釉陶器天目碗（302）、無釉陶器（339）、備前焼

擂鉢 (352･385･396･402)･ 甕 ･ 壺（433）、瓦質土

器風炉（668）等が出土した。遺物は、14 世紀中

葉から 16世紀後葉にかけての年代幅におさまる。

第４～６層（第 103 図）の出土遺物は、ベトナ

ム産青花花瓶（346）等がある。また、第２層（耕

作土）の出土遺物は、景徳鎮窯系小杯 (265･266)、肥

前系磁器の紅皿（522）､ 瓦質土器双耳壺（643）､ 土

師質土器の周防型甕（627）等がある。522は1780

～1860年代の近世後半に位置付けられる。

曲輪の時期　　曲輪面で検出された柱穴出土遺物の

年代は 15 世紀中葉～ 16 世紀初頭で、曲輪面上に

堆積する第７～ 10 層出土の遺物は 14 世紀中葉か

ら 16世紀後葉の年代幅で捉えられ、近世に下るも

のはない。従って、曲輪Ｋは遅くとも 16世紀代に

は曲輪として成立したようである。

盛土の時期　　盛土（第４～６層）出土の遺物には

盛土の時期を推定できるものに乏しい。ただし、盛

土面から掘り込まれる近世墓の埋葬年代は 17世紀

末が最古（第Ⅴ章参照）と導かれるので、17 世紀

末には盛土されていたと考えたい。その契機として

近世墓地としての曲輪の再造成が考えられる。

なお、南側曲輪群における近世墓群は、曲輪Ｇの

東端にも認められ、谷部に面した崖際に位置する。

曲輪Ｋの近世墓群と同様な墓域の選地形態である。

（今塩屋）
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第 103 図　曲輪 K　遺構配置図　土層断面図

第 104 図　曲輪 K　SC1　SD3 実測図
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1 暗褐色土 ( 表土 )
2 暗褐色土 岩盤破砕礫をやや密に含む。炭あり。 （耕作土）
3 暗褐色土 岩盤破砕礫をやや密に含む。炭あり。 （耕作土）
4 褐色土 褐色の地山ブロックで構成される。黒褐色土が多く混ざる。 ( 盛土 )
5 褐色土 褐色の地山ブロックで構成される。黒褐色土と混ざる。 ( 盛土 )
6 褐色土 褐色の地山ブロックで構成される。3.4 層よりも黒褐色土が多い。炭あり。( 盛土 )
7 暗褐色土 1 ｃｍ以下の破砕礫をとても粗く含む。 ( 自然堆積土 )
8 暗褐色土 1 ｃｍ以下の破砕礫をとても粗く含む。7 層に比べやや色が明るい。 ( 自然堆積土 )
9 暗褐色土 8 層と 10 層が混じる。 ( 自然堆積土 )
10 暗褐色土 褐色の地山ブロックを含むがブロックが小さい。炭化物あり。 ( 自然堆積土 )
11 暗褐色土 特に目立った礫などはない。炭あり。 ( 盛土 )
12 暗褐色土 11 層に比べやや黒い。炭あり。 ( 盛土 )
13 褐色土 褐色の地山ブロックを多く含み、ブロックの大きさが大きい。炭あり。 ( 盛土 )
14 暗褐色土 褐色の地山ブロックがごく少量含まれる。炭あり。 ( 盛土 )
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第８節　曲輪Ｌ ･ Ｍ
1　曲輪Ｌ ( 第 64 図・105 図 )

位置と構造　　曲輪Ｌは道路状遺構２(SG2) の東側

に位置する。北側は曲輪Ｉで、東 ･南側は調査区外

となる。最高所は標高 23ｍ、曲輪Ｉとの比高差は

４ｍである。曲輪面は岩盤を削り出して形成された

と考えられる。今回の調査では、曲輪面の一部のみ

が対象となった。

遺構　　調査区内では、遺構は検出されなかった。

ただし、周辺の曲輪Ｊ･Ｍでは、SG２の肩部から５

～７ｍ離れた空間に掘立柱建物跡等の遺構が展開する

ので、調査区外に遺構が存在するものと想定される。

遺物　　曲輪面や堆積土層より備前焼甕、褐釉陶器

天目碗（305）、瓦質土器の羽釜（619･621）、双耳

釜（633）等が出土した。621は和泉河内型にあたる。

出土遺物の年代は 15～ 16世紀代の幅におさまる。

2　曲輪Ｍ　( 第 105 ～ 108 図 )
位置と構造　　曲輪Ｍは、南側曲輪群のうち、今回

の調査区の南端にあたる。SG2の西側に位置する。

　曲輪Ｍの最高所は標高23ｍ、北側にある曲輪Ｊと

の比高差は５ｍである。曲輪Ｍの南側は平成14年度

に調査された「中山遺跡」の調査地である。

曲輪Ｍと「中山遺跡」との間には浅い谷筋が入るが、

基本的になだらかな尾根が続く地形となるので、「中山

遺跡」の調査地も曲輪Ｍの曲輪面として捉えておきたい。

遺構　　竪穴建物跡２軒、土坑１基が検出された。

柱穴は「中山遺跡」調査分と合わせて 225 基が検

出され、掘立柱建物跡を 16 棟復元できた。また、

曲輪面東側にある谷地形の外縁に直線的に並ぶ柱穴

列は柵列の可能性がある。なお、不明遺構（SX1）

は第Ⅴ章にて報告する。

竪穴建物跡（SA1）　　SA1 は一辺約2.7 ｍ（北辺の

計測値）、深さ0.24ｍ（残存部計測値）を測る。東･

南側は大きく削平を受けるが、隅丸正方形ないし長

方形の平面プランと考えられる。

主柱穴は４本と見られるが、確認できたのは３基

である。SA1の南側のSA2との先後関係は不明である。

SC1に切られている。

SA1 の中央よりやや北東側の床面には、焼土層の

広がりが見られた。焼土層は硬くしまり、炭化物を

多く含んでいた。焼土層の炭化物の AMS 年代測定

結果は、1265-1302calAD であった。一方、埋土

中の炭化物は、1400-1442calAD の年代が得られて

いる。なお、埋土および床面からは、土器や陶磁器

等の出土はなかった。

竪穴建物跡（SA2）　　SA2 は一辺約 3.0 ｍ（北辺

の計測値）、深さ 0.4 ｍ（残存部計測値）を測り、

SA1 の南西側に隣接する。SA1 との先後関係は不明

だが、位置関係からは相互の関連性はあるように思

われる。南 ･東側は削平を受けており、SA1 同様に

大きく損なわれていた。

平面形は方形または長方形で、１辺の長さは３ｍ

以上である。また、主柱穴とみられるピットを２基

確認しており、その配置から４本柱の構造であった

と考えられる。

　なお、遺構検出面において、焼土層が認められた。

長さ４ｍ、幅 1.2 ｍで SA2 の遺構主軸と沿うよう

に縦長である。焼土層からは、焼土粒を多く含み、

［鉄塊系遺物（鍛冶原料鉄）（919･920）］や鉄滓が

出土した。邵武四都窯系白磁皿、青磁碗や鉄釘や砥

石もある。青磁碗は上田ＢⅡ類に相当し、14 世紀

後半～ 15世紀初頭の年代とされる。

土坑（SC1）　　SA1･2を切る遺構である。長軸1.6ｍ、

短軸1.1ｍを測る、やや歪な隅丸長方形の平面形である。

掘り方は、浅いすり鉢形の掘り込み中央にさらにピ

ット状に掘り込まれる二段掘りである。掘り込み一

段目の深さは0.2 ｍ、二段目は中央よりやや北側に偏

った位置で深さ0.2 ｍ程掘り込まれる。遺構埋土は、

SA1･2と類似するが、下層はより暗い色調となる。

　遺物は、底面より鉄塊系遺物（918）、羽口（909）、埋

土中より青磁碗等が出土した。埋土中出土の炭化材の

AMS年代測定結果は、1399-1440calADという年代が得ら

れた。上記の青磁碗は上田Ｄ類に相当し、14世紀中葉～

15世紀初頭にあたるので、測定結果と大きな齟齬はない。

鉄塊系遺物は、金属分析の結果（第Ⅶ章）、鍛冶原

料のねずみ鋳鉄と判明した。その結果を踏まえるとSC1

は鍛冶遺構と考えられる。一方、SA2検出面の焼土層

にも鍛冶原料鉄を含むので、SC1との関係性が強いと考

えられる。共半遺物の年代もSC1と近しい。　　（今塩屋）

掘立柱建物跡　　掘立柱建物跡 16棟は、全て側柱

建物である。その分布は、西側（SB16）と東側（SB1

～ 15）に大きく分離される。

その間は４～５ｍ幅の空白帯となり、北側の延長

上には曲輪Ｊの通路状遺構 3が位置する。通路状遺

構と空白帯との位置関係から、この空白帯は恐らく、

曲輪Ｍ内の通路にあたると考えられる。
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第 105 図　曲輪 L・M　遺構配置図
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身舎面積は、最大で40㎡（SB10）で、20㎡（SB2･6）、

11～15㎡（SB4･8･11･13･15）と続き、残りの８棟は

10㎡以下となる。SB11･12 は庇付きである。

　建物主軸方向から、①西に振る（SB1･2･6･7･13）、

②北方向（SB4･11･12･14）、③南北 ･ 東西方向

（SB5･8･9･10･15･16）、④東方向に振る（SB3･16）

の４群に大別することが可能である。

個々の建物跡の時期は、各群の柱穴の切り合い関

係や柱穴内出土遺物に乏しいため不明である。ただ

し、②群（SB8）と④群（SB3）の柱穴はSC1を切るので、

SC1より後出する時期の建物跡群といえる。①群（SB6）

の柱穴はSA2検出面の焼土層上で検出されたので竪

穴建物跡より後出すると考えられる。なお、①群の

SB1･2は建て替えの関係が想定される。（今塩屋・川俣）

遺物　　曲輪面とそれを覆う堆積土中からは、景徳

鎮窯系 ･ 邵武四都窯系 ･ 福建広東窯系の白磁、青磁、

景徳鎮窯系や漳州窯系の青花皿（261･293）、備前

焼擂鉢 ･ 甕、瀬戸 ･ 美濃焼の片口小瓶（470）、肥

前系の水滴（523）や碗（487）、薩摩焼土瓶（545）、

瓦質土器甕（669）等が出土した。

　年代的には、15世紀中葉～16世紀後半の遺物が

主体となる。特に、487は1592～1610年の年代と

されるので、塩見城跡が高橋元種による統治を受け

た頃の遺物と位置付けられる。　

　注目される遺物としては、青白磁の龍首水注（342）

がある。注口部のみ遺存するが、今回の塩見城跡の

調査で出土した遺物群中の白眉である。12～ 14世

紀後半にかけて盛行した水注である。出土例は宮崎

県えびの市竹之内遺跡がある。県外では、鹿児島県

出水市木牟礼遺跡、和歌山県高野山奥之院や神奈川

県鎌倉市二ノ鳥居西遺跡の出土例等がある。

曲輪の時期と性格

竪穴建物群は、AMS 年代や SC1 の切り合い関係

から 13世紀後半～ 14世紀代の時期が想定される。

なお、竪穴建物跡が検出されたのは、曲輪Ｍと北

側に位置する曲輪Ｊ群のみであり、掘立柱建物跡が

卓越する他の曲輪とは性格が異なるようである。

その後、SC1 を施設とする鍛冶がなされる。AMS

年代や埋土中遺物から勘案すると、14世紀末～ 15

世紀中葉頃には操業していたようである。この頃は、

居住空間としてだけでなく、鍛冶工房的な性格を帯

びた曲輪であったことが考えられる。

なお、掘立柱建物跡群の時期は特定できないが、

切り合い関係から鑑みると、建物跡の多くは竪穴建

物や SC1 よりも後出すると考えられる。曲輪面出

土遺物の年代を鑑みると15世紀～16世紀代の時期

としておきたい。　　　　　　　　

（今塩屋 ･松田）

第 106 図　曲輪 M　SA1･2 　SC1 実測図 第 107 図　曲輪 M　SC1 実測図

※網掛け部分は、焼土層範囲
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2 褐色土 1 に比べやわらかい。小粒の破砕礫を含む。火山灰質ブロックを少量含む。
3 暗褐色土 1,2 より暗い、小礫、破砕礫が少なくなる。
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第 108 図　掘立柱建物跡実測図 (20)
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第９節　道路状遺構 (SG)
1　南側曲輪群を縦横断する遺構群
南側曲輪群においては、曲輪群を縦横断する長大

な溝状遺構が３条検出された（第 64図）。

一つは、堀切 D1から曲輪Ｍに向けて、南側曲輪

群をほぼ南北に縦断する溝状遺構２条の連続であ

り、もう一つは曲輪Ｉと曲輪Ｌを東西に分断する溝

状遺構１条である。　　　　　　（田中敏 ･今塩屋）

道路状遺構の認識　　これらの溝状遺構は、いくつ

かの構造的特徴や機能、性格等を読み取れた。即ち、

①南側曲輪群を縦横断して城域外（谷部）へ延び

る直線的な平面形

②曲輪群の中心軸 ･基軸線と位置付けられ、各曲

輪は左右 ･上下対称の配置関係

③曲輪間を縦横に結束するような位置関係にあ

り、曲輪へ往来が可能

④底面の構造（段差の連続や波板状凹凸面や側溝）

⑤硬化面の存在

⑥各曲輪に分岐する小溝（通路状遺構）

等である。つまり、曲輪の区画や導排水の性格より

も、曲輪間や外部との往来路といった「道路」的性

格がより強く示されていると考えられる。　

本節では南側曲輪群の溝状遺構のうち、「道路」

的な性状や機能を持つ遺構を特に「道路状遺構」（以

下SGと略す）としSG1～3と呼称する。　（渕ノ上）

道路状遺構（SG）と通路状遺構　　通路状遺構とは、

溝状遺構やスロープ面、狭小な平坦面をもつ階段状

の段差等のうち、道路状遺構と曲輪および各曲輪間

を結ぶ往来面と認められる遺構である。道路状遺構

と同様な性状や機能を有するが、道路状遺構は主要

幹線的な意味を持ち、規模も大きい点で区別される。

　道路状遺構と曲輪を結ぶ通路状遺構は、①曲輪面

の一部を下げ広げて段差のない間口状、②小規模な

溝状遺構といった構造的特徴がある。

また、各曲輪間を個別に連絡する通路状遺構に

は、①遺構のない帯状の空間、②狭小な平坦面や曲

輪を段状に配置する階段状、③小規模な溝状遺構、

等の構造的特徴が認められた。

なお、通路状遺構は、曲輪間の連絡や曲輪内の掘

立柱建物跡群等の遺構と密接に関連するので、各節

（第Ⅲ章第２～４節、第Ⅳ章第２･６･７節）におい

て個別に報告している。また、人工的作為の見られ

ない出入口部についても同様である。

（今塩屋 ･田中敏）

2　概要
　道路状遺構１（SG1）は、堀切 D1と曲輪Ｈ ･Ｇを

結ぶ区間、道路状遺構２（SG2）はSG1より南側の曲

輪Ｊ･Ｌ･Ｍに面し、両者で曲輪群を南北に貫く。道

路状遺構３（SG3）は、曲輪Ｇと曲輪Ｌの東西方向

の境にあり東側谷部に到る区間である。

SG1･2をあわせた全長は、調査区内で134ｍを測

る。実際は調査区外の国道付近まで延伸するので、総

延長距離は220ｍ前後と想定される（第64図）。か

なり長大な道路状遺構である。また、塩見川沖積面（国

道327号線）とSG1の北端（堀切D1）との比高差は

28ｍで、路面の傾斜角度は15°程度の上り勾配となる。

SG1･2･3は、曲輪Ｈ･Ｇ･Ｊ･Ｉの境目で交差する

位置関係にあり、この部分はＴ字路状となる（第95図）。

道路状遺構の構造は、上幅は３～４ｍと広く、その

路面 ( 底面 ) は①階段状、②スロープ状、③溝状と

なる。さらに硬化面や波板状凹凸面も形成される。

路面の中央や両端部分には導排水施設としての溝、

集水施設の「溜桝状遺構」等が備えられる。（今塩屋）

道路状遺構の硬化面　　通常、「道路」状遺構では、

硬化面の顕著さが特徴的である。しかし、南側曲輪群

の道路状遺構では硬化面の形成部分が少ない。道路

状遺構の路面が岩盤面のためと考えられる。（渕ノ上）

3　道路状遺構１（SG1）（第 109 ～ 114 図）
位置と概要　　SG1は南側曲輪群が展開する尾根の

中央部を南北方向に貫く遺構で総延長85.1ｍを測る。

路面の状況や構造、配置などから大きく３区分さ

れるので、北から順に１～３区とした。

（a）SG1-1 区（第 109・110 図）
１区の小区間　　SG1-1区は、堀切D1とSG1-2区の

溜桝状遺構とを結ぶ全長40ｍの区間である。底面の

構造から３区分（1a区･1b区･1c区）される。つまり、

1a区は素堀りの溝状、1b区の溝底面は小さな段の連

続する構造、1c区は溝を伴わない小区間である。

1a 区　　全長 11.5 ｍを測り、直線的である。上幅

４～５ｍを測る。1a区の北端部は堀切D1と接続し、

底面を緩く円弧状に凹ませている。

また、路面（底面）中央には幅 0.4 ～ 0.6 ｍ、深

さ 0.1 ～ 0.3 ｍの溝状遺構が走行する。道路状遺構

内の排水溝と考えられる。溝の底面は起伏もなく平

坦で、その高低差は 0.75 ｍ程度である。なお、溝

の両側は 1.8 ～ 2.3 ｍの平坦面が沿う構造となる。
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第 109 図　道路状遺構１（SG1）　遺構配置図
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1b 区　　全長 15 ｍを測り、上幅４～６ｍで断面

逆台形を呈する。1a 区から続く溝状遺構の底面は、

1b区で小さな段状の連続となる。

溝状遺構の上幅は0.5～ 0.8ｍ、深さ0.1～ 0.4ｍ

である。溝の東側は0.4～1.5ｍ、西側は1.2～４ｍ

の平坦面が並行する。溝の底面は幅0.4～ 0.6ｍ、長

さ0.2～ 0.8ｍ程度の段が連続する階段状となる。溝

底面の高低差は2.5ｍで、仰角も23°を測り、道路状

遺構の底面としては最も急角度である（第109図）。

なお、1b 区の北側付近では曲輪 D1 側に通路状遺

構（D- 通路１）が設けられている。

1b区内の堆積土のうち、第25層を含む上位層は

現代の造成土、第27層は旧表土（造成直前の堆積層）、

第28層以下は遺構内埋土である（第 110 図 a-b）。

１a･b 区の平坦面　　１a･b 区内の通行面は、溝状

遺構の底面と考えられるが、溝の底面は狭いので身

動きに不自由で、一方通行の往来しかできない。

一方、帯曲輪 D1と間には幅１～４ｍの空間が広

がり、東側には、４段の狭小な平坦面が階段状に連

続していた。実際に、SG1-1c 区からこの平坦面を

伝って堀切 D1方向に向かうのは容易であった。従

って、SG1-1a･b 区部分の通行面は、溝状遺構の底

面および階段状の平坦面の２ルートが想定される。

1c 区　　全長14ｍの区間にあたる。路面幅は2.5

ｍと一定で直線的である。路面は四万十層群の岩盤

やその風化層の明赤褐色土面で、明確な掘り込みは

ない。断面皿状に浅く窪む程度であった。帯曲輪D1

や曲輪 E1内の平坦面をそのまま通行する形となる。

SG1-1b区までに認められた溝状遺構は途切れ、代

わって路面の西端に浅い溝状遺構が伴う。排水溝（側

溝）と思われるが、SG1-1b区の溝とは筋違いである。

溝の掘り込みは、曲輪 F1北東側の出入口部付近に到

ると、不明瞭になる。

1c 区の土層堆積状況は、排水溝（側溝）底面付

近にはマンガン層を含む灰褐色土層（第 15層）が

薄く堆積しており、水成層と考えられる。また、第

７･９層部分の壁面は狭い段状となり、第２層の下面

も段状に掘り込まれていた。後者については第２層

が耕作土に類似するため、耕作時に西側肩部の壁面

を開削されたためである（第110図 c-d）。

遺物　　表土 ･耕作土中より卲武四都窯系白磁皿､

青磁端反皿、備前焼擂鉢 ･ 甕、褐釉陶器天目茶碗等

が出土したが、量的には少ない。

（今塩屋・田中敏）

第 110 図　道路状遺構１（SG1-1 区）　土層断面図

c-d
1 暗褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む ( 旧表土 )
2 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
3 明褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
4 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
5 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
6 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
7 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
8 橙色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
9 橙色土 小粒の破砕礫を粗く含む。3 ～ 10cm の円礫を粗く含む。 (SG1 埋土 )
10 褐色土 小粒の破砕礫を密に含む (SG1 埋土 )
11 褐色土 小粒の破砕礫をごくまばらに含む。炭を含む (SG1 埋土 )
12 明褐色土 小粒の破砕礫を密に含む (SG1 埋土 )
13 褐色土 小粒の破砕礫を密に含む。炭を含む。 (SG1 埋土 )
14 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む。炭を含む (SG1 埋土 )
15 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む (SG1 埋土 )
16 褐色土 小粒の破砕礫を粗く含む。肉眼ではグレーに近い。 (SG1 埋土 )
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1 ～ 26 層は、近年の造成土 (25 層で現代のプルタブが出土）
27 暗褐色土 小礫を含む。やわらかく植物含む ( 旧表土 )
28 褐色土 粘性弱くもろい。Φ 1cm 大の小礫を多く含む (SG1 埋土 )
29 褐色土 粘性ややあり。岩盤が砕けた礫が含まれ赤味を帯びたようにみえる (SG1 埋土 )
30 褐色土 粘性は強くややしまる。小礫は少量含まれる。28 層よりやや暗い (SG1 埋土 )
31 褐色土 30 を基調とするが 2 ～ 5cm 大程の破砕礫を多量に含む (SG1 埋土 )
32 にぶい黄褐色土 粘性ありややしまりあり。炭化物が含まれる (SG1 埋土 )
33 褐色土 粘性ありややしまる。小砂利を多く含む。炭化物が含まれる (SG1 埋土 )
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（b）SG1-2 区（第 111 図）
位置と概要　　全長 13.5 ｍ、上幅５ｍを測り、曲

輪Ｅ･Ｆ群に挟まれる。路面の北西隅に方形土坑（溜

桝状遺構）と溝状遺構（側溝）、南側に土坑状の掘

り込み群がある。特に路面に盛土造成する改修の痕

跡も確認された。つまり、路面には岩盤削り出しの

平坦面（ａ期）と盛土面（ｂ期）の２時期が存在する。

路面の構造（ａ期）　　岩盤面や自然堆積層を掘削

して形成した最初期の路面である。路面は、上段部

と下段部で構成され、水平な平坦面を持つ上段部

に緩いスロープ（下段部）が接続する構造で、北端

（SG1-1c区）と南端（SG1-3区）の比高差2.7ｍを結ぶ。

上段部は東西長５～６ｍ、南北長 2.8 ｍを測る平

面台形状の路面で、SG1-1c 区の路面より 0.4 ｍの

段差がつく。下段部との境は傾斜面となり、その角

度は 20°と勾配はきつい。

　下段部は東西長 4.5 ｍ、南北長 9.5 ｍ、傾斜角は

７°を測る、緩やかな勾配のスロープ面である。南端

部分（SG1-2区収束部分）は、高さ0.7ｍの法面とな

るが、岩盤面を切り立てて３段の階段としている。

また下段部の中央から東側寄りには楕円形や円形

を呈する土坑の一群がある。最も大きい掘り込みは、

長軸長４ｍ、短軸長 1.5 ｍで深さは 0.4 ｍを測る。

この北側は浅い窪みに、東側は曲輪 E2 の法面に接

する。これら複数の掘り込みを介して路面上を伝う

ことは可能であるが、大きさや配置などに規則性が

見られないことから、本来的に路面に伴う施設かど

うかは不明である（第 111 図 a-b）。

方形溜桝状遺構と側溝　　路面の北西部には方形の

土坑が位置し、それに続く溝状遺構は西端に沿う。

土坑は、形状と位置関係から雨水等を集水 ･湛水

する機能が想定され、特に溜桝状遺構と呼称する（溜

桝状遺構１）。そこから派生する溝状遺構は側溝（排

水溝）と解釈される。

　溜桝状遺構 1は一辺２ｍの方形で、深さ 0.3 ｍを

測る。北辺の中央部分が途切れて集水口となり、南

端は側溝が接続する。方形土坑部は実際に湛水が可

能であった。側溝は検出面での上幅1～1.3m、下幅

は0.8ｍ、深さ約0.7～１ｍと深く、断面形は箱型で

ある。底面はほぼ水平であるが、段状の落差を２段

持つ。水流を弱めつつ、南側へ流下する構造である。

なお、側溝は路面下段部の南端法面部分で収束し、

SG1-3 区の溜桝状遺構には接続していなかった。

側溝の埋土中からは卲武四都窯系白磁皿（31）・

景徳鎮窯系白磁皿や八角坏､ 青磁碗 ･ 端反皿 ･ 輪花

皿、漳州窯系青花、備前焼擂鉢 ･ 甕、瓦質土器の双

耳釜（641）等が出土した。概ね 15世紀後半～ 16

世紀前半の年代幅に収まる遺物群である。

路面の構造（b期）　　道路状遺構内の堆積層を掘

り下げると、硬化面（層）が検出された（第 111 図）。

（硬化面）　　硬化面は、a 期の路面よりも 0.6 ～

0.8 ｍも上位に位置する。この硬化面をたどると緩

やかなスロープ状となる。ａ期の上段部と下段部の

境となる段差は 0.2 ｍと縮まる。南端部分（SG1-2

区収束部分）の、南側に傾く傾斜変換点付近で硬化

面は途切れてしまう。この部分は締まりのよい土

質で形成された 5段の階段面であったと認定され

る。硬化面とSG1-3区の路面との比高差は1.3ｍで、

階段の踊り場の奥行きは 0.5 ｍを測る（第 111 図）。

このように階段面は土層断面では把握できたが、そ

の平面的な検出はできなかった。

硬化面（層）内より青磁、備前焼甕が出土した（第

111 図 c-d）。備前焼甕は形態的特徴から 14世紀前

葉～ 15世紀中葉の年代に位置付けられる。

（盛土）　　硬化面より下層（第15～31層）は、黄

褐色 ･明褐色粘質土と黄褐色 ･褐色系の砂質土によ

る交互層となる。掘り下げが困難なほど、硬く締ま

っているので、自然堆積（埋没）層の可能性は低い。

粘質土と砂質土の交互層（第15～31層）は、締

まりの強さと堆積状況から版築状につき固めた盛土

と判断される。つまり、a期路面の下段部を盛土し

てスロープ状の路面に改造した行為と理解される。

この盛土面上を通行する過程で硬化面が形成された。

この画期をb期とする（第 111 図 a-b、c-d）。

溜桝状遺構の構築時期　　硬化面と溜桝状遺構１及

び側溝の位置や遺構内堆積土との関係に着目すると、

①硬化面が排水溝の掘り込み面の高さと一致する

②排水溝内の堆積土には硬化面が生成しない

③第８･９層は硬化面と側溝を覆う堆積を示す

といった諸特徴が読み取れた。

これらの特徴から、硬化面（層）の形成時と溜桝

状遺構１･側溝は同時存在と理解されうる。つまり、

溜桝状遺構１･側溝は、b期（盛土造成により路面が

スロープ状に改変される時期）に構築されたといえる。

（今塩屋・田中敏）
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第 111 図　道路状遺構１（SG1-2 区）　実測図
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c-d
1 黒褐色土 2 層に比べやや岩盤破砕礫が少ない。Ⅱ層。 ( 造成土 )
2 黒褐色土 Ⅱ層。 ( 造成土 )
3 褐色土 砂質土 (E-SE1 埋土 )
4 にぶい黄褐色 砂質土 ( 流土 )
5 暗褐色土 砂質土、炭化物をやや多く含む。 ( 流土 )
6 暗褐色土 砂質土、岩盤破砕礫を多く含む。 ( 流土 )
7 にぶい黄褐色 黄橙色粘土ブロックを多く含む。 ( 流土 )
8 灰黄褐色土 砂質土 ( 流土 )
9 褐色土 砂質土 ( 流土 )
10 褐色土 砂質土 ( 流土 )
11 暗褐色土 砂質土、拳大の礫混じる。 ( 流土 )
12 暗褐色土 砂質土、岩盤破砕礫をごく少量ふくむ。 ( 流土 )
13 褐色土 炭化物、岩盤破砕礫をごく少量含む。 ( 流土 )
14 灰オリーブ色土 粘質、炭化物を少量含む。水の影響による堆積か ( 流土 )
15 褐色土 砂質土、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
16 にぶい黄褐色土 砂質土、拳大の礫を少量含む。 ( 盛土 )
17 にぶい黄橙色土 粘質、硬化面 ( 盛土 )
18 オリーブ褐色土 砂質土、小礫を少量含む。 ( 盛土 )
19 にぶい黄褐色土 やや粘質、黄褐色粒のブロックを少量含む。 ( 盛土 )
20 明黄褐色土 粘質、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )

21 暗灰黄色土 砂質土、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
22 明黄褐色土 20 層に似ている。 ( 盛土 )
23 にぶい黄橙色土 粘質、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
24 明黄褐色土 やや粘質、粘質ブロックよく混じる。 ( 盛土 )
25 にぶい黄褐色土 砂質土。 ( 盛土 )
26 暗褐色土 砂質土、炭化物を少量含む。 ( 盛土 )
27 暗褐色土 砂質土、褐色粘土ブロックを少量含む。 ( 盛土 )
28 オリーブ褐色土 砂質土、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
29 暗褐色土 砂質土、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
30 褐色土 やや粘質、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
31 暗褐色土 砂質土、炭化物をごく少量含む。 ( 盛土 )
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袖状の張り出し部　　SG1-2 区の南東部には長さ２

ｍ、幅 0.5 ｍの袖状の張り出し部がある。本来はス

ロープ状の通路があり、削平を受けた結果として袖

状の張り出しとして残存した可能性が考えられる。

近世以降の造成 (スロープ )面　　SG1-2区の南側法面

では、曲輪Ｇに続く造成面があり、スロープ状の平坦面が

検出された。この平坦面を断ち割ると拳大から人頭大の円

礫を多く含む層が互層状に堆積していた(第111図・写真

図版32右下 )。遺物は、中世～近世前半の陶磁器類がほ

とんどで、上層と下層出土分で相互に接合するので、付近

の遺物包含層を掘削後に一気に盛土造成したものと考えら

れる。遺物中には、土製聖人像（808）が出土している。

　スロープの構築時期は、肥前系染付皿（509）の存在

から17～18世紀代以降に造成されたものと考えられる。

（渕ノ上）

(c)SG1-3 区（第 109 図）
位置と概要　　長さ 30.6 ｍ、上幅 3.6 ｍ、路面幅（下

幅）1.7 ～２ｍ、路面までの最大深１ｍを測る。

　SG1-3 区の両側は曲輪Ｈ ･G に挟まれる。路面よ

り溜桝状遺構や側溝および柱穴群が検出された。

遺構　　SG1-3 区内では、円形掘り込みが連結した

土坑が２基、溝状遺構が５条、門跡と考えられる柱

穴列（SB1）、路面に礫を敷く石敷遺構、道路状遺

構の南端を封鎖するような石積遺構が検出された。

なお、南端部付近の西側壁面には曲輪Ｈに向かう

通路状遺構（H- 通路 2）が検出されている。

路面構造の変遷　　SG1-2 区と同じく、盛土による

路面の改造が認められたのみならず、道路状遺構そ

のものを封鎖する遺構や盛土が確認された。

　つまり、遺構と盛土の関係から、ⅰ期（岩盤削り

出しの路面）、ⅱ期（門跡と石敷遺構が構築される）

ⅲ期（石積遺構により道路状遺構が封鎖される）の

３つの画期が見出された。

ⅰ期の路面構造　　SG1-2 区との境部分（始点）は、

掘り込みのない路面となるが、路面中央に位置する

溝状遺構の北端部から肩部が形成される。

上幅は北側の肩部で４ｍを測り、末広がり状とな

るが、収束部分（終点）では急にすぼまる。路面幅（下

幅）は３ｍと一定で直線的である。溝状遺構は路面

の両端や中央に数条あり、南側へ走行する。路面の

始点と終点の比高差は約３ｍを測るが、路面の傾斜

角５°以下と勾配は緩い。

ただし、終点から北に４ｍ付近からの路面は、南

側に傾斜する斜面となる。その傾斜角は 10 と゚勾

配はややきつくなる。

溜桝状遺構と側溝　　路面の北西端には新旧の切り

合い関係を示す、掘り込みの連結する土坑２基と土

坑から派生する溝状遺構が検出された。

新しい方の円形の連結土坑は、SG1-2 区における

方形の溜桝状遺構１の構造に類似する。溜桝状遺構

２とする（第 112 図）。

切られた土坑も同じ形態や規模と考えられ、これ

を溜桝状遺構３とする。２基の溜桝状遺構の南端か

らそれぞれ延伸する溝状遺構は、側溝とみなせる。

溜桝状遺構２の長軸長は 5.5 ｍ、短軸の最大長は

2.5 ｍを測り円形と楕円形の掘り込みが連結した構

造で、平面形は瓢箪形にも見える。検出面からの深

さは 0.35 ～ 0.55 ｍで南側の掘り込み部分が深い。

また、この溜桝状遺構の埋没後に柵列（H-SR1）

が構築されたようである (ⅱ期 )。排水溝は上幅 0.6

ｍ、下幅 0.2 ｍで南へ 12.5 ｍ地点で収束する。円

形の溜桝状遺構２と対となる側溝は全長 14ｍとや

や長い。溜枡状遺構は 2･3 は切り合いの関係にあ

るので、前者はⅰ期 ( 新 )、後者をⅰ期 ( 旧 ) 段階と

捉えられる。

溜桝状遺構２の出土遺物は青磁や備前焼甕等があり、

甕は15世紀中葉～16世紀初頭の年代を示す。炭化物

のAMS年代は、1430～1482年との結果が出ている。

側溝や路面上から出土した遺物は、福建 ･ 広東窯

系 ･ 景徳鎮窯系白磁皿、青磁碗 ･ 輪花皿（153）、漳

州窯系青花碗（269）、備前焼擂鉢（364･366･367）、

瓦質土器双耳釜（636）等がある。総じて 15 世紀

代の年代を示す遺物が多い。

排水溝　　路面の中央を走行する溝も排水溝と捉え

られるが、深さは0.1ｍ程度と極めて浅い。南半部で

は路面の傾斜が強くなるため、排水溝の底面は段状に

なる。その収束部分は曲輪Ｈ･Ｇの両法面を結ぶライ

ンから突出しており、曲輪 J1北東隅にある通路状遺

構１から延びる掘り込み面で切られる(第 95図 )。

この排水溝は、収束部分の構造的特徴や、排水溝

の深さは浅いこと、段状の底面構造であることから、

排水を兼ねた通行面とも考えられる。

一方、路面東端曲輪上には溝状遺構が２条認められ

る。全体の規模や構造等は未調査部分が多いために不

明確だが、排水溝と捉えられる。排水溝は、軸線を違

えずに重複するので、掘り直しの関係と考えられる。



- 155 -

この排水溝は SG1-3 区の東側肩部に切られるこ

とや、排水溝と東側の曲輪Ｇと位置関係が曲輪 E2

と排水溝（E-SE1）との関係に類似する。

従って、路面東端の排水溝群については、道路状

遺構内施設とみるよりも曲輪Ｇの遺構とすべきなの

かもしれない。

ⅱ期の路面構造　　ⅰ期の路面に盛土が施されて掘

立柱建物跡や石敷遺構が構築される。

　盛土は、SG1-3区の南側収束部分を中心に、岩盤面（ⅰ

期の路面）上に第８層が堆積する（第113図 a-b､ c-d）。

この第８層は、岩盤破砕礫を密に含む赤褐色土で、

層厚は 0.2 ～ 0.5 ｍである。その上面は緩やかなス

ロープ状の平坦面となる。南端部分は第６層とで段

差面を形成する。これら第６･８層は自然堆積土と

するよりは、岩盤削り出しの路面をスロープ状に改

修する際の盛土と捉えられる。

また、第８(g-h ：９層 )層によって、ⅰ期の溜桝状

遺構や側溝、排水溝群は一気に埋め戻されてその機

能が停止されたようである。（第113図 a-b、g-h）。

門跡　　石積遺構と盛土層（第３層）直下で柱穴 7

基 (SG-SB1)が検出された（第113図 c-d）。柱穴（P7）

は、ⅰ期の路面を覆う第６･８層を掘り込む。また、

P4･P7 は石積遺構に切られる前後関係を示す。

第８層面を掘り込む柱穴群は、道路状遺構内に構

造物の存在を示す。柱穴のうち、明確な柱痕跡が確

認できたのは南端側の柱穴２本のみで、この柱間距

離は２ｍである。柱穴の直径は、南側４本が 0.5 ｍ、

深さ 0.7 ｍと大きくて深い部類に入る。

北側の柱穴３基は小さめで浅いが、盛土を除去し

た岩盤面（路面）上における形状であって、本来は

南側と同規模の柱穴と考えられる。P1の反対側にも

柱穴が存在したとすると１×３間の柱穴配置となる。

柱穴群は道路状遺構内にあることを重視すれば、

上屋構造のある門跡と推定され、具体的には櫓状の

建物と考えられる。

遺物は第７層［盛土層（第６･８層）以後の堆積

層］より備前焼甕 ･ 擂鉢（406）等が出土した。16

世紀中葉～ 17世紀初頭の遺物が下限となる。

石敷遺構　　溜桝状遺構２の南端から約５ｍの路面

上で、角礫や円礫の集中部が認められた。

埋土である第1～ 3層を除去すると、礫は東西

2.4ｍ、南北1.8ｍの範囲で検出された。この部分は

帯状の礫の広がりとなり、その断面形は台状となる。

特に東西2.2ｍ、南北 0.8ｍの範囲は特に礫が密集

してほぼ水平な石畳状となる。構成礫の大きさは、

拳大から人頭大程度で、礫面の平らな面を上に向け

る。その下面は第5･6層の堆積後の窪地面となる（第

114図）。こうした礫の集中部を曲輪 G－ H1 間を

結ぶ施設とみて石敷遺構とした。

石敷遺構は、第 5･6 層が排水溝の流入土上に堆

積するので、溜桝状遺構や側溝、排水溝が埋没また

は埋め立てた後に構築されたと読み取れる。

第 112 図　溜枡状遺構 2･3　実測図

1 褐色土 砂質土。小礫を多く含む。
2 褐色土 砂質土。細かな砂利。
3 黄褐色土 岩盤破砕礫を少量含む。
4 暗褐色土 黒色が強い土がブロック状に入る。

0 2m 

1/60

5 褐色土 砂質高い。巨礫を含む。
6 にぶい黄褐色土 礫をあまり含まない。
7 灰色土 部分的に帯状に堆積。
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第 113 図　道路状遺構１（SG1）　石積遺構と SB1
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e-f、g-h
1 黒褐色土 ( 表土 )
2 灰黄褐色土 砂質土。礫はあまり入らない。 ( 造成土 )
3a 暗褐色土 砂質土。破砕礫はあまり含まない。 ( 盛土 )
3b 黒褐色土 砂質土。岩盤破砕礫を多く含む。 ( 盛土 )
4 褐色土 砂質土。破砕礫少量含む。 ( 盛土 )
5 褐色土 砂質土。 ( 盛土 )
6 にぶい黄褐色土 砂質土。 ( 盛土 )
7 黄褐色土 砂質土。粘土ブロックがよく混じる。 ( 盛土 )
8 暗褐色土 砂質土。 ( 盛土 )
9 赤褐色土 砂質土。赤色の岩盤破砕礫密に含む。 ( 盛土 )
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石敷遺構は、道路状遺構内から直接曲輪Ｈ ･Ｇ内

へ出入りが可能で、曲輪Ｈ ･Ｇ間を高低差もなく行

き来できるので、渡り土手的な性格と理解される。

石敷遺構の検出面や第３層中には、土器 ･陶磁器

等の遺物が絡む。景徳鎮窯系白磁皿、青磁碗（104）

･ 端反皿、景徳鎮窯系青花碗（212）、漳州窯系青花皿、

備前焼擂鉢（378）・甕等である。これら遺物の年代は、

15世紀中葉～16世紀前葉の幅にほぼ集約される。

ⅲ期の路面構造　　ⅱ期の盛土面上にさらに盛土を

施し、石積遺構を構築して土留めとする。道路状遺

構を完全封鎖して進入できない構造に作り変える。

石積遺構と盛土　　SG1-3 区の南端において石積遺

構が検出された（第 113 図）。石積みの幅 2.9 ｍ、

奥行き 0.8 ｍ、高さ 0.9 ｍを測る。その前面は第５

層によって緩やかな傾斜面となる（a-b）。石積遺構

はⅱ期の門跡の柱穴を切る関係にある。

石積遺構は、岩盤削り出しの路面に堆積する第５

層と第８層（盛土面）上に道路状遺構を塞ぐように

構築され、その背面は第３層が堆積する（第 113

図a-b）。さらに石積遺構上端と第３層上面の高さは、

両側の曲輪面の高さと一致する。

第３層は道路状遺構そのものを埋め立てる盛土層

であり、曲輪Ｈ ･Ｇを連結させて曲輪面を一体化す

るための地業である。第５層は、石積遺構の周囲に

限られるので、道路状遺構の収束部分全体を埋め戻

して石積遺構の構築面とする盛土と解釈される。

さらに石積部は、第３層および第4～7層（第113

図 g-h）と高さを揃えながら石を積み上げられている。

石積遺構は第３層の流出･崩壊を防ぐ土留めの擁壁で

あり、道路状遺構を閉鎖する施設と解釈される。

また、石積遺構の石積みは、東西で使用礫や積み

方が異なる。中央から東側部分では拳大から人頭大

程度の角が丸くなった亜角礫を用いて、小口（短辺）

側の面を向けて詰め込むように積み上げる。積み石

どうしは噛み合っていて隙間は多くない。

西側部分は、やや人頭大かそれより大きな亜角礫

を、長手（長辺）側の面を向ける石積み技法で壁体

を構築する。積み石と積み石の間は隙間が多く、岩

盤破砕礫を含む暗褐色砂質土（第３層）が露出する。

このように東西で石積み技法に差が認められるが、

積み石の前後関係や噛み合わせから、石積みの順序

は西側部分が先で、その後に東側の空間を埋める様

第 114 図　道路状遺構１（SG1）　石敷遺構　実測図

a-b、c-d
1 黒褐色土 砂質土、炭化物を多く含む。 ( 流土 )
2 褐色土 砂質土、粘土ブロック、炭化物を含む。 ( 流土 )
3 暗褐色土 砂質土、褐色粘土ブロックが混じる。 ( 流土 )
4a 褐色土 砂質土、粘土ブロック、炭化物含む。 ( 盛土 )
4b 暗褐色土 砂質土 ( 盛土 )
5 褐色土 砂質土、黄褐色粘土ブロックを少量含む ( 流土 )
6 黒褐色土 砂質土、岩盤破砕礫含む。 ( 流土 )
7 褐色土 砂質土、粘土ブロック混じり。 ( 流土 )
8 灰オリーブ色土 砂質土、炭化物少量含む。 ( 流土 )

0 1m 

全て、1/40
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に石を積み上げていると判断される。積み石には砂

岩質の礫が使用されるが、凝灰岩質の礫も含まれる。

なお、東側部分の石積部前面にあるスロープ面（第

５層上面）には、西側の石積みに使用できそうな人

頭大の亜円礫が散乱していた。この状況から石積遺

構東側部分は、一度は崩壊した可能性があり、その

修復（積み直し）の結果、石積み技法の違いとなっ

て反映されたと考えられる（第 113 図 e-f）。

遺物は、石積遺構を前後に挟む堆積土層のうち、

第２～７層で遺物が出土した（第 113 図）。石積遺

構の構築面（第５層）からは、青磁、景徳鎮窯系青

花皿（240）、備前焼甕 ･ 擂鉢等が、石積遺構背面

の盛土層（第３層）や石積部内から漳州窯系青花碗

や備前焼甕 ･ 擂鉢（389）や挽臼下臼（1160･1164）

等が出土した。16 世紀中葉～ 17 世紀初頭の遺物

が下限となる。　　　　

石敷遺構と盛土（ⅲ期）　　石敷遺構（ⅱ期）の上

面には褐色土ブロックの混入する暗褐色土が厚く堆

積していた。このブロック土の混入を評価すれば、

石積遺構の構築とあわせて、石敷遺構の上面が埋め

戻されたと考えられる。

SG1の変遷　　SG1各区間の変遷過程が見出せたが、

SG1全体では下記の如く４つの画期を考えられる。

Ⅰ期 ･･ 岩盤面を掘削して路面を形成

［SG1-1･2区（ａ期）･3区（溜枡状遺構3：ⅰ期旧段階）］

Ⅱ期 ･･ 階段状の路面をスロープ面に改修

［SG1-2 区（b期）･3区（溜枡状遺構2：ⅰ期新段階）］

Ⅲ期 ･･ 門跡や石敷遺構の構築［SG1-3 区（ⅱ期）］

Ⅳ期 ･･ 石積遺構･盛土で道路状遺構を閉鎖・埋め戻す

［SG1-3 区（ⅲ期）］

なお、SG1-1区は盛土といった改修や改築の痕跡は

確認されず、路面はそのまま自然埋没したようである。

Ⅱ期は SG1-2 区のスロープ面盛土層や 2･3 区の

溜枡状遺構 1～ 3からの出土遺物の年代から、16

世紀初頭前後と考えられる。Ⅲ期は、石敷遺構下面

の出土遺物から 16世紀中葉頃、Ⅳ期は石積遺構内

遺物から17世紀初頭には形成されたと考えられる。

Ⅰ期は、Ⅱ期より古い 15世紀中葉～後葉と考え

ておきたい。

（今塩屋・田中敏）

4　道路状遺構２(SG2）（第 115 図）
位置と構造　　曲輪Ｊ･Ｉ･Ｌ･Ｍを南北に貫く道

路状遺構である。SG2は SG1と連続せず、2.5ｍほ

ど空間を隔てている。SG3とは接続する可能性がある。

調査部分の全長は49ｍ、上幅は3.4～ 5.8ｍ、路

面幅（下幅）は1.8 ～ 2.6 ｍを測る。北端部は検出

面から0.2ｍ程の浅い掘り込みだが、調査区南端で

は約２ｍと深い。平均傾斜角は５～10°前後で緩い。

路面は岩盤を断面逆台形の溝状に掘り込んだ底面

であり、さらに路面中央には溝状遺構が数条掘り込

まれる。柱穴も２基検出された。

SG2 の細分　　路面の溝の位置や構造上の差異から

SG2-1区（曲輪Ｊ ･Ｉの間）と SG2-2区（曲輪Ｌ ･

Ｍの間）に区分される。

（ａ）SG2-1 区（第 115 図）

構造　　SG2-1区は、全長 30ｍ、上幅 2.6 ～ 5.8 ｍ、

下幅（路面幅）1.8 ～ 2.4 ｍ、曲輪面からの深さ1.5

～２ｍを測る。断面形は逆台形状を呈する。岩盤を

削り出して路面とするが、硬化面は確認できない。

曲輪Ｊ側の法面には通路状遺構2がある。

路面内の溝　　路面の中央には溝状遺構が一条あ

り、上幅 0.5 ～ 0.7 ｍ、下幅 0.4 ～ 0.6 ｍ、路面か

らの深さ約 0.1 ｍを測る。溝底面には 0.4cm 程度

の不整形の窪みが連続し、その断面形は椀状なので

「波板状凹凸面」である。主に溝内を通行したもの

と考えられる。

また、溝埋土下層（第115図 a-b の第 26層）に

は円礫を中心とする礫混じり土が固結して堆積してい

た。この礫混じり土は、路面の補修土とも考えられる。

門跡　　柱穴２基が SG2-1 区のほぼ中央部にて検

出された。路面の両端を跨ぐ柱穴配置なので門跡の

可能性が考えられる。門跡とするならば、SG1-3 区

の門跡と比べて構造が簡素となる。

遺構内堆積層　　堆積土は、第115図 a-bの第８-12

層を結ぶラインより下層と第７層より上層に区分され

る。下層は東側法面の崩落に伴う流入土で、AT由来

の黄褐色土塊の転落（第18層）もある。これは、東

側法面にはK-Ah 層以下の自然堆積層が露出していた

ためである。

なお、道路状遺構の両側壁面の中途には、幅0.8～

1.2ｍの犬走り状の段がつく。この段は、近年の造成･

整地に伴う改変によるものである（第115図 a-b）。
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第 115 図　道路状遺構 2（SG2）　平面図・断面図
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遺物　　北端部の掘り込み内より景徳鎮窯系青花皿

（234）や備前焼甕、中央の溝底面付近（第 26層）

からは景徳鎮窯系青花碗と備前焼甕、第17層からは

備前焼甕等が出土した。遺物の年代は15世紀中葉

～16世紀初頭とほぼ限られる。表土や造成土層（第

115図a-bの第２･３層）からも多くの遺物が出土した。

（ｂ）SG2-2 区（第 115 図）

構造　　SG2-2区は、全長19＋αｍ、上幅3.4～5.8ｍ、

下幅（路面幅）1.8 ～ 2.6ｍ、曲輪面からの深さ1.5

～２ｍを測る。断面形は緩い皿状を呈する。岩盤を削

り出して路面とするが、硬化面は見出せ得ない。

路面内の溝　　路面内中央には、SG2-1区から連続

する溝状遺構（通行面）、西側には曲輪Ｍの裾部に

沿う溝状遺構（排水溝）が一条検出された。

中央を走行する溝状遺構は、SG2-1 区と比べて平

面形は不整形で掘り込みは浅くなる。また底面の窪

みは顕著ではないが、通行面と考えられる。この上

面には円礫を多く含む礫混じり土が堆積する。これ

は、SG2-1 区と同じく路面の補修土とも考えられる。

西側の排水溝は、曲輪Ｍ東側裾部の中央付近から

始まる。全長７ｍ＋α、上幅 0.8 ｍ、下幅 0.4 ｍを

測り、断面逆台形である。　　　（田中敏・今塩屋）

遺構内堆積層　　暗褐色土層を主体とする埋土で、

細かな土層単位は認められない。道路状遺構の東側

壁面から曲輪Ｌの法面にかけては、拳大から人頭大程

度の円礫が多く偏在して出土した。これら礫の配置に

規則性はないが、曲輪法面の補強のための石積み、も

しくは積み石を伴う土塁状の施設の痕跡とも考えられ

るが、確証はない。　　　　　　　　　　　（渕ノ上）

遺物　　道路状遺構の路面直上より青磁と備前焼甕、

中央の溝内からは、青磁碗、褐釉陶器四耳壺（319）、

備前焼甕（412）、西側の排水溝からは備前焼擂鉢

（348）等が出土した。これらの遺物は15世紀中葉

～16世紀初頭の年代を示す。また、路面上に堆積

する第7層内や表土層等（第1～ 3層）からは中世

～近世にかけて遺物が多く出土した（第115図 c-d）。

瓦質土器の羽釜 (622)は形態的特徴から、いわゆる「和

泉河内型」に相当する。

SG2 の時期　　路面上や溝内出土の遺物から、SG2

の構築時期は15世紀後半代と考えられる。また、第

7層は17世紀初頭段階には既に堆積していたようだ。

（今塩屋・田中敏）

5　道路状遺構３(SG3)（第 116 図）
位置と概要　　南側曲輪群の南東に位置する東側谷

部に面した箇所に位置する道路状遺構である。

道路状遺構の一部のみを調査したに過ぎず、大部

分が未調査箇所となるため全貌は不明確である。

構造　　SG3 は、SG1･2 の接点から東側の谷部に

向けて直進する部分と谷部の縁辺に沿う部分で構成

される。その平面形は北に向かって開く撥形となる。

東側谷部までの長さは 39ｍ、下幅（路面幅）５ｍ

程度を測る。東側谷部部分では路面幅は 0.8 ～ 1.8

ｍと極端に狭くなり犬走り状となる。また、SG1･2

の接点部分と SG3 の最底面との比高差は約５ｍ、

曲輪Ｇとは約７ｍ、曲輪Ｉとは約１ｍとなる。

なお、南西側については、先行トレンチで部分的

に検出されたのみで、全面的な調査を受けていない。

SG1･2 との接続関係も不明である。

路面（底面）は、東側谷部から曲輪Ｊ方向に向か

って緩やかに傾斜し、平均傾斜角は 10°前後である。

路面の中央部分では溝状遺構が検出され、他の道

路状遺構と同様な構造である。一部底面が段状に成

形されていた。上幅は0.5～１ｍ、下幅0.4ｍを測る。

路面と同様に北側で大きく広がり、平面形がややあ

いまいになる。溝の両側には 0.8 ～ 1.5 ｍの平坦面

が沿う。

遺構内堆積層　　第 116 図 a-b の溝底面直上の第

33層は、溝全体が埋没するような堆積状況を示す。

第 30 ～ 32 層は、層厚が薄い水平堆積である。こ

の第 30 ～ 32 層については、第 33 層による溝の

埋没後、路面の使用に伴う整地面が累積したものと

も解釈される。

柱穴群　　SG3 の北側コーナー付近に、径約 0.4 ～

0.6m の柱穴群が検出された。路面（平坦面）を遮

断する配置となるので門状の遺構になる可能性があ

るが、柱穴内に常に水が溜まる状態であったことを

考慮すると、溜桝のような水場として利用されてい

た可能性もある。

遺物　　表土 ･耕作土中から多く出土したが、第32

層より青磁碗（133）、景徳鎮窯系青花皿、備前焼甕

･ 擂鉢（376）、第 33層より備前焼甕などが得られた。

SG3 の時期　　第 32･33 層出土遺物の年代幅は、

15世紀中葉～16世紀初頭にほぼ限定される。した

がって、SG3の構築時期は、15世紀後半と導かれる。 

　　        　　　　（今塩屋・田中敏）
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第 116 図　道路状遺構３（SG3）　平面図・土層断面図
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土
岩

盤
破

砕
礫

少
量

含
む

。
ｱｶ

ﾎﾔ
の

ﾌﾞ
ﾛｯ

ｸが
所

々
入

る
。

(造
成

土
)

5
灰

黄
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
多

く
入

る
。

明
黄

褐
色

土
に

は
さ

ま
れ

る
。

(流
土

)
6

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

少
量

含
む

。
(流

土
)

7
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
多

量
に

含
む

。
炭

化
物

わ
ず

か
に

含
む

。
(流

土
)

8
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
少

量
含

む
が

、
全

体
的

に
み

て
少

な
い

。
(流

土
)

9
暗

褐
色

土
岩

盤
ブ

ロ
ッ

ク
少

量
含

む
。

土
層

の
粒

子
は

密
で

あ
り

、
細

か
い

。
(流

土
)

10
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
多

く
含

む
。

炭
化

物
わ

ず
か

に
含

む
。

(流
土

)
11

暗
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
少

量
含

む
。

炭
化

物
わ

ず
か

に
含

む
。

(流
土

)
12

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

少
量

含
む

。
炭

化
物

わ
ず

か
に

含
む

。
(流

土
)

13
褐

色
土

岩
盤

ブ
ロ

ッ
ク

多
量

に
含

む
。

炭
化

物
を

含
む

箇
所

が
あ

る
。

(流
土

)
14

暗
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
多

く
含

む
。

(流
土

)
15

暗
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
多

く
含

む
。

(流
土

)
16

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
岩

盤
ブ

ロ
ッ

ク
多

く
含

む
。

(流
土

)
17

褐
色

土
岩

盤
ブ

ロ
ッ

ク
少

量
含

む
。

(流
土

)

18
暗

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

多
く

含
む

。
炭

化
物

を
少

量
含

む
。

(流
土

)
19

暗
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
を

少
量

含
む

。
炭

化
物

を
わ

ず
か

に
含

む
。

(流
土

)
20

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

を
多

く
含

む
。

(流
土

)
21

暗
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
少

量
含

む
。

炭
化

物
わ

ず
か

に
含

む
。

土
の

粒
子

が
密

に
入

る
。

(流
土

)
22

暗
褐

色
土

岩
盤

ブ
ロ

ッ
ク

少
量

含
む

。
拳

大
の

角
礫

が
少

量
入

る
。

(流
土

)
23

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

を
密

に
含

む
。

(流
土

)
24

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

を
多

く
含

む
。

(流
土

)
25

褐
色

土
岩

盤
ブ

ロ
ッ

ク
多

く
含

む
。

(流
土

)
26

褐
色

土
岩

盤
ブ

ロ
ッ

ク
多

量
に

含
む

。
(流

土
)

27
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
を

少
量

含
む

。
(流

土
)

28
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

32
層

と
類

似
す

る
。

(流
土

)
29

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
岩

盤
破

砕
礫

少
量

含
む

。
(流

土
)

30
に

ぶ
い

黄
褐

色
土

岩
盤

破
砕

礫
わ

ず
か

。
下

層
は

明
褐

色
と

な
っ

て
い

る
。

(整
地

土
)

31
褐

色
土

岩
盤

ブ
ロ

ッ
ク

多
く

含
む

。
(整

地
土

)
32

に
ぶ

い
黄

褐
色

土
岩

盤
ブ

ロ
ッ

ク
少

量
含

む
。

鉄
分

の
よ

う
な

明
褐

色
土

層
が

筋
状

に
入

る
。

(整
地

土
)

33
褐

色
土

岩
盤

ブ
ロ

ッ
ク

（
30

cm
大

）
を

密
に

含
む

。
そ

の
中

に
褐

色
土

が
わ

ず
か

に
混

じ
る

。
(流

土
)

G-SB2

G-SB1

J-SB8

J-SB16

J-SB13

J-SB15

J-SB17

J-SB11

J-SB5

J-SB6

J-SB14

J-SB12

J-SI1

E－SR2

G－SR1

G－SR2

J-SR2

J-SR4

J-SR5

曲輪 G

現道路

未調査箇所

曲輪 I 

SG２ 

SG3 

SG3 

門  跡

N
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第 10 表 -1 　南側曲輪群掘立柱建物跡一覧表
位置

（曲輪） 番号 種別
規模 梁行 桁行

方位 身舎面積
（㎡）

柱穴 出土遺物　
番号ないものは未掲載

復元
作業
※ 1

備考 切り合い 図面
掲載間 付属

施設
総長

（m）
梁間平均
（m）

総長
(m)

桁行平均
（m） 柱数 柱径（㎝） 柱深

（㎝）

D

SB1 側柱 1 × 1 3.00 3.00 5.00 5.00 N　27°W 15.00 4+ α 30 ～ 60 20 ～ 70 ◎

SB2 側柱 1 × 2 1.46 1.46 5.11 2.55 N　65°E 7.46 6 30 ～ 70 15 ～ 70 ○ ○

SB3 側柱 1 × 1 西庇 2.02 2.02 3.20 3.20 N　60°E 6.46 7 30 ～ 70 20 ～ 60 ○ ○

SB4 側柱 1 × 2 1.72 1.72 5.03 2.51 Ｎ　3°W 8.65 4+ α 25 ～ 40 40 ～ 70 ○

E

SB1 側柱 2 × 2 3.32 1.66 3.56 1.76 Ｎ　3°W 11.82 6+ α 20 ～ 35 10 ～ 30 白磁　邵武四都窯系皿 ○ ○

SB2 側柱 1 × 1 2.15 2.15 2.31 2.31 Ｎ　13°E 4.97 3+ α 30 ～ 40 15 ～ 35 ○

SB3 側柱 1 × 1 1.70 1.70 3.80 1.90 Ｎ　3°  W 6.46 4+ α 30 ～ 40 20 ～ 40 備前焼甕 /446、白磁邵武
四都窯系皿 /20 ◎

SB4 側柱 1 × 1 1.23 1.23 1.27 1.27 Ｎ　2°W 1.56 4 30 ～ 40 15 ～ 45 ○

SB5 側柱 1 × 1 2.03 2.03 3.76 3.76 Ｎ　16°W 7.63 3+ α 30 ～ 35 20 ～ 30 ○

SB6 側柱 1 × 1 2.00 2.00 3.72 2.72 Ｎ　3°  W 7.44 5+ α 30 ～ 40 30 ～ 60 ◎ ○

SB7 側柱 1 × 3 4.77 4.77 6.04 2.01 Ｎ　10°W 28.80 8 30 ～ 50 30 ～ 80 ◎ 間仕切り ○

F

SB1 側柱 2 × 3 西庇 4.03 2.01 5.80 1.93 Ｎ　15°E 23.37 14+ α 20 ～ 35 20 ～ 60 ◎ 　 ○

SB2 総柱 2 × 2 北庇 4.00 2.00 3.90 1.95 Ｎ　12°E 15.60 11+ α 25 ～ 30 5 ～ 55 ◎ ○

SB3 側柱 1 × 2 1.95 1.95 3.34 1.67 Ｎ　74°W 6.51 6 15 ～ 30 10 ～ 30 ○ ○

SB4 側柱 2 × 2 3.95 1.98 4.10 2.05 Ｎ　15°E 16.20 6+ α 20 ～ 50 0 ～ 60 ◎ SB5 を切る。

SB5 側柱 2 × 2 北庇 3.90 1.95 4.00 2.00 Ｎ　12°E 15.60 10+ α 30 ～ 50 10 ～ 55 ◎ SB7 を切る。SB4 に切
られる。 ○

SB6 側柱 1 × 2 2.33 2.33 3.80 1.90 Ｎ　2°E 8.85 5+ α 30 ～ 50 20 ～ 70 ○ ○

SB7 側柱 2 × 4 北庇 3.82 1.91 8.75 2.19 Ｎ　84°W 33.43 18 20 ～ 70 20 ～ 70 青磁玉緑無文皿 /143、碗 or 皿 /174 ◎ 間仕切り SB5 に切られる。 ○

SB8 側柱 2 × 2 4.00 2.00 4.00 2.00 Ｎ　10°E 16.00 5+ α 45 ～ 60 20 ～ 80 ◎

SB9 側柱 1 × 2 3.31 3.31 4.22 2.11 N  74 °W 13.97 6+ α 20 ～ 35 15 ～ 70 ○ 南東側は削平の
可能性あり ○

SB10 側柱 2 × 4 南、
北庇 4.00 2.00 9.93 1.99 N　82°W 39.72 20+ α 25 ～ 65 10 ～ 110 ◎ 間仕切り SB25 に切られる。 ○

SB11 総柱 2 × 2 3.73 1.86 3.90 1.95 N　10°E 15.60 8+ α 20 ～ 30 10 ～ 40 ◎ ○

SB12 側柱 2 × 3 南庇 4.00 2.00 4.51 1.50 N　９°E 18.04 10+ α 20 ～ 45 15 ～ 50 白磁福建・広東系碗 ◎ SB13 を切る。 ○

SB13 総柱 2 × 2 3.58 1.79 4.29 2.15 N　10°E 15.36 8 30 ～ 40 25 ～ 80 青磁連弁文碗、備前焼碗 /429 ○ SB12 に切られる。

SB14 側柱 2 × 2 西庇 4.00 2.00 4.00 2.00 N　10°E 16.00 8+ α 50 ～ 55 30 ～ 95 ◎ ○

SB15 側柱 2 × 3 西庇 4.00 2.00 5.80 1.93 N　10°E 23.20 12+ α 40 ～ 60 30 ～ 80 ◎ ○

SB16 側柱 2 × 2 3.57 1.79 3.28 1.84 N　80°W 11.71 5+ α 20 ～ 40 10 ～ 50 ○ SR6 に切られる。 ○

SB17 側柱 2 × 5 東、
西庇 2.00 4.00 9.80 1.95 N　3°W 39.20 24 30 ～ 70 40 ～ 100 青磁碗 /120、盤、土師器皿

/601、肥前系小杯 /502 ◎ 間仕切り SB20 に切られる。 ○

SB18 側柱 1 × 4 2.90 2.90 5.52 1.38 N　83°W 16.01 9+ α 25 ～ 40 10 ～ 30 ○

SB19 側柱 2 × 2 東庇 3.76 1.88 4.88 2.44 N　79°W 18.35 8+ α 30 ～ 60 10 ～ 85 ◎ ○

SB20 側柱 2 × 2
南、
西、
東庇

3.96 1.96 4.19 2.10 N　79°W 16.59 17 ＋α 30 ～ 60 20 ～ 65 青磁輪花皿 ◎ SB17 を切る。 ○

SB21 側柱 1 × 1 1.45 1.45 1.93 1.93 N　82°W 2.80 4 30 ～ 40 10 ～ 15 備前焼擂鉢 /502 ○

SB22 側柱 1 × 2 1.91 1.91 4.15 2.07 N　89°W 7.93 5+ α 30 ～ 40 10 ～ 60 備前焼甕　 ○ ○

SB23 側柱 1 × 2 2.91 2.91 3.80 1.90 N　80°W 11.06 5+ α 35 ～ 45 20 ～ 60 ○ ○

SB24 側柱 1 × 2 2.68 2.68 4.00 2.00 N　5°E 10.72 5+ α 25 ～ 50 20 ～ 50 ○ ○

SB25 側柱 2 × 2 2.36 1.18 2.55 1.33 N　3°W 6.02 6+ α 20 ～ 35 10 ～ 30 ○ SB10 を切る。 ○

SB26 側柱 1 × 2 1.14 1.14 2.93 1.46 N　16°E 3.34 5+ α 20 ～ 35 5 ～ 40 ○

SB27 側柱 2 × 2 4.14 2.07 4.97 2.48 N　80°W 20.58 3+ α 25 ～ 30 20 ～ 40 ○

SB28 側柱 2 × 2 4.30 2.15 4.90 2.45 N　5°E 21.02 7+ α 30 ～ 40 5 ～ 70 ○ ○

SB29 側柱 1 × 1 1.31 1.31 1.95 1.95 N　4°W 2.55 4 30 ～ 35 25 ～ 60 ○

SB30 側柱 2 × 3 西庇 4.00 2.00 8.50 2.18 N　１°W 34.00 12+ α 40 ～ 70 10 ～ 90 ◎ 間仕切り ○

SB31 側柱 1 × 2 2.80 2.80 4.00 2.00 N　13°E 11.20 4+ α 40 ～ 60 30 ～ 65 ◎ ○

SB32 側柱 1 × 2 2.80 2.80 4.30 2.15 N　13°E 12.04 5+ α 40 ～ 60 35 ～ 65 ◎ 南東柱穴撹乱 ○

SB33 総柱 2 × 2 南、
東庇 4.00 2.00 4.00 2.00 N　13°E 16.00 14 40 ～ 70 20 ～ 110 ◎ 南東柱穴撹乱 ○

SB34 側柱 1 × 2 3.60 3.60 3.60 1.80 N　15°E 12.96 6+ α 20 ～ 40 10 ～ 70 ◎ ○

G
SB1 側柱 2 × 3

北、
南西
庇

4.00 2.00 5.00 1.60 N　30°E 20.00 20+ α 20 ～ 60 20 ～ 70
白磁景徳鎮窯系皿 /48、青磁
輪花皿、備前焼甕 /438、景
徳鎮窯系青磁小壺 /521

◎
南西側は未調査の
ため不明。南東 ･
北西柱穴撹乱

○

SB2 側柱 1 × 2 2.00 4.35 4.35 2.18 N　32°E 8.70 7+ α 20 ～ 45 15 ～ 75 京都系土師器皿 /617 ◎ ○

H

SB1 側柱 2 × 5 4.00 2.00 10.00 2.00 N　23°E 40.00 14 30 ～ 40 20 ～ 70 青花景徳鎮窯系皿 ◎ 間仕切り SB4 を切る。 ○

SB2 側柱 1 × 3 4.00 4.00 6.00 2.00 N　77°W 24.00 7+ α 30 ～ 40 20 ～ 50 ◎ ○

SB3 側柱 2 × 3 4.00 2.00 6.00 2.00 N　17°E 24.00 10 35 ～ 40 20 ～ 60 備前焼甕 ◎ ○

SB4 側柱 2 × 4 4.77 2.39 8.01 2.00 N　21°E 38.21 12 30 ～ 40 10 ～ 55 青磁碗 or 皿 ◎ SB1 に切られる。 ○

SB5 総柱 2 × 3 4.00 2.00 6.00 2.00 N　9°E 24.00 12 20 ～ 40 15 ～ 30
青磁碗 /95、備前焼擂鉢、褐
釉陶器四耳壺 /334、中世平瓦
/698、土錘 /735、736

◎ SB20 に切られる。 ○

曲輪名 面積
曲輪 D1 645.0㎡
曲輪 D2 97.7㎡
帯曲輪 D1a 47.4㎡
帯曲輪 D1b 130.1㎡
帯曲輪 D1c 25.7㎡
帯曲輪 D1d 93.0㎡
曲輪 D 群　小計 1038.9㎡

第 9 表 　南側曲輪群 曲輪 ( 平坦面 ) 面積
曲輪名 面積

曲輪 E1a 155.5㎡
曲輪 E1b 7.9㎡
曲輪 E1c 20.4㎡
曲輪 E2a 89.7㎡
曲輪 E2b 31.8㎡
帯曲輪 E2 30.6㎡
曲輪 E 群　小計 335.9㎡

曲輪名 面積
曲輪 F1 669.3㎡
曲輪 F2 281.0㎡
曲輪 F3 283.5㎡
曲輪 F 群　小計 1233.8㎡
曲輪 G 165.4㎡

曲輪 H1 647.6㎡

曲輪名 面積
曲輪 H2 67.0㎡
曲輪 H3 136.1㎡
曲輪 H 群　小計 850.7㎡

曲輪 I 95.3㎡

曲輪 J1 184.4㎡

曲輪名 面積
曲輪 J2 554.1㎡
曲輪 J 群　小計 738.4㎡
曲輪 K 51.0㎡

曲輪 L 79.3㎡

曲輪 M 342.7㎡
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位置
（曲輪） 番号 種別

規模 梁行 桁行
方位 身舎面積

（㎡）

柱穴 出土遺物　
番号ないものは未掲載

復元
作業
※ 1

備考 切り合い 図面
掲載間 付属

施設
総長

（m）
梁間平均
（m）

総長
(m)

桁行平均
（m） 柱数 柱径（㎝） 柱深

（㎝）

H

SB6 側柱 2 × 3 3.80 1.90 6.60 2.27 N　19°E 25.08 10 20 ～ 50 10 ～ 60 白磁景徳鎮系皿 /52、青花景徳鎮窯
系皿、備前焼甕、土師器皿 /589 ◎ SB22 に切られる。 ○

SB7 側柱 1 ×１ 2.11 2.11 4.39 4.39 N　65°W 9.26 4+ α 30 ～ 40 0 ～ 30 ○ 桁行の中間の
柱はなし

SB8 側柱 2 × 4 3.00 1.50 7.60 1.90 N　75°W 22.80 8+ α 20 ～ 40 20 ～ 50 備前焼甕 ○

SB9 側柱 1 × 2 4.00 4.00 4.00 2.00 N　9°E 16.00 6+ α 30 ～ 40 25 ～ 80 白磁邵武四都窯系皿 /33、
青花景徳鎮窯系皿 /232 ○ ○

SB10 側柱 １× 2 0.98 0.98 1.59 0.80 N　50°W 1.56 6 30 ～ 40 20 ～ 90 ○

SB11 側柱 2 × 1 南庇 2.75 1.38 2.75 2.75 N　6°E 7.56 7+ α 30 ～ 50 30 ～ 55 ○ SB23 を切る。

SB12 側柱 1 × 3 0.76 0.76 4.48 1.49 N　83°W 3.40 8 30 ～ 40 55 ～ 60 ○

SB13 側柱 1 × 1 1.89 1.89 3.23 3.23 N　68°W 6.10 4+ α 20 ～ 40 10 ～ 45 ○ 桁行の中間の
柱はなし SB24 に切られる。

SB14 側柱 1 × 2 2.25 2.25 3.88 1.94 N　78°W 8.73 6 30 ～ 70 20 ～ 65 ○ ○

SB15 側柱 2 × 3 4.12 2.06 6.50 2.16 N　74°W 26.78 7+ α 30 ～ 40 10 ～ 40 ○ 間仕切り

SB16 側柱 1 × 3 3.60 3.60 6.80 2.28 N　84°W 24.48 8 40 ～ 60 30 ～ 55 ◎ SB25 を切る。 ○

SB17 総柱 ３× 3 5.90 1.96 6.30 2.10 N　5°E 37.17 16 30 ～ 50 10 ～ 50 ◎ SB25 を切る。 ○

SB18 側柱 1 × 2 2.18 2.18 2.99 1.50 N　25°W 6.52 5+ α 15 ～ 30 20 ～ 50 ○

SB19 側柱 2 × 2 2.61 1.31 5.80 2.90 N　12°W 15.14 7+ α 25 ～ 50 20 ～ 60 ○ ○

SB20 側柱 1 × 1 2.38 2.38 3.99 3.99 N　7°E 9.50 4+ α 20 ～ 40 25 ～ 30 ○ SB5 を切る。

SB21 側柱 1 × 2 2.27 2.27 4.85 2.43 N　7°W 11.01 5+ α 20 ～ 40 30 ～ 50 ○ SB22 を切る。 ○

SB22 側柱 2 × 2 2.39 1.20 5.14 2.57 N　21°E 12.28 4+ α 35 ～ 30 10 ～ 30 ○ SB6 を切る。

SB23 側柱 1 × 2 2.36 1.18 4.34 2.17 N　21°E 10.24 5+ α 20 ～ 30 20 ～ 70 ○ SB11 に切られる。 ○

SB24 側柱 1 × 2 2.29 2.29 4.15 2.07 N 78°W 9.50 6 30 ～ 40 30 ～ 50 ○ SB13 を切る。 ○

SB25 側柱 1 × 2 3.88 3.88 4.00 2.00 N　6°E 15.52 5+ α 30 ～ 40 10 ～ 60 ○ SB16、SB17に切られる。

SB26 側柱 1 × 3 2.88 2.88 4.83 1.61 N　48°E 13.91 6+ α 20 ～ 30 20 ～ 60 ○

SB27 側柱 1 × 2 2.17 2.17 2.79 1.40 N　38°W 6.05 4+ α 30 ～ 35 20 ～ 40 ○

SB28 側柱 2 × 2 4.93 2.45 5.25 2.62 N　12°E 25.88 5+ α 20 ～ 30 10 ～ 80 ○

SB29 側柱 1 × 3 1.80 1.80 5.80 1.90 N　75°W 10.44 5+ α 25 ～ 40 15 ～ 40 ○

SB30 側柱 1 × 2 3.56 3.56 6.17 3.09 N　21°E 21.96 3+ α 20 ～ 60 30 ～ 70 ○

SB31 側柱 1 × 2 1.20 1.20 1.44 0.72 N　82°W 1.73 5+ α 15 ～ 20 10 ～ 25 ○

SB32 側柱 1 × 2 1.80 1.80 2.22 0.74 N　87°W 4.00 6 25 ～ 60 20 ～ 70 ○ ○

SB33 側柱 1 × 1 0.83 0.83 2.09 2.09 N　87°W 1.73 4 20 ～ 40 10 ～ 70 ○

SB34 側柱 2 × 2 1.66 0.83 2.31 1.16 N　87°W 3.83 8 20 ～ 70 10 ～ 60 ○ ○

J

SB1 側柱 2 × 3 2.64 1.32 5.76 1.92 N　57°W 15.21 9+ α 20 ～ 40 10 ～ 40 青花景徳鎮窯系碗 or 皿 ○ ○

SB2 側柱 2 × 4 西、
南庇 3.92 1.96 7.97 1.99 N　57°W 31.24 22 20 ～ 50 10 ～ 60 白磁景徳鎮窯系皿、青花

景徳鎮窯系碗、備前焼甕 ◎ 間仕切り ○

SB3 側柱 2 × 2 2.70 1.35 3.61 1.81 N　47°W 9.75 8 30 ～ 40 5 ～ 40 中国産陶器、褐釉陶器　
四耳壺 /313　、備前焼甕 ○ ○

SB4 側柱 1 × 2 西庇 3.55 3.55 6.13 3.05 N　53°W 21.76 8+ α 20 ～ 40 10 ～ 70 ○ ○

SB5 側柱 2 × 6 南、
北庇 4.01 2.01 10.53 1.75 N　57°W 42.23 27+ α 30 ～ 60 5 ～ 90 青磁景徳鎮窯系碗 ○ ○

SB6 側柱 1 × 3 4.04 4.04 5.83 1.94 N　30°W 23.55 7+ α 10 ～ 40 20 ～ 40 ○ ○

SB7 側柱 2 × 3 2.10 1.05 2.24 0.75 N　64°E 4.70 6+ α 20 ～ 40 10 ～ 30 ○

SB8 側柱 2 × 3 西庇 4.01 2.01 5.60 2.20 N　38°E 22.46 12+ α 20 ～ 40 0 ～ 80 青花漳洲窯系碗 /270 ◎ ○

SB9 側柱 1 × 3 4.04 4.04 7.81 2.60 N　30°E 31.55 7+ α 20 ～ 40 20 ～ 50 ○ ○

SB10 側柱 1 × 1 1.96 1.96 4.10 4.10 N　51°W 8.04 4+ α 30 ～ 40 10 ～ 40 ○

SB11 側柱 1 × 2 1.47 1.47 3.88 1.93 N　53°W 5.70 5+ α 15 ～ 40 10 ～ 50 ○

SB12 側柱 1 × 3 2.12 2.12 5.78 1.92 N　54°W 12.25 6+ α 15 ～ 45 10 ～ 50 ○

SB13 側柱 2 × 3 西庇 4.03 2.02 7.21 1.90 N　32°E 29.06 14 15 ～ 40 10 ～ 55 備前焼甕 ◎ ○

SB14 側柱 1 × 2 2.97 2.97 5.78 2.89 N　63°W 17.17 6 15 ～ 40 15 ～ 60 備前焼甕 ○ ○

SB15 側柱 2 × 3 北庇 3.82 1.91 5.84 1.95 N　71°W 22.31 12+ α 20 ～ 50 10 ～ 45 ◎ ○

SB16 側柱 1 × 4 3.00 3.00 7.30 1.82 N　33°E 21.90 10 30 ～ 40 20 ～ 60 ◎ ○

SB17 側柱 1 × 3 南、
西庇 4.60 2.30 6.66 2.20 N　75°W 30.64 13+ α 20 ～ 40 ０～ 50 ◎

SB18 総柱 2 × 2 4.00 2.00 4.00 2.00 N　78°Ｅ 16.00 8+ α 30 ～ 40 5 ～ 50 ◎ ○

K
SB1 側柱 2 × 2 3.57 1.78 4.31 2.18 Ｎ　59°W 15.39 7+ α 30 ～ 60 20 ～ 60 古銭（洪武通寶）/812 ○ SB2、SR1 に切られる。

SD5 に切られる。
SB2 側柱 2 × 2 4.35 2.18 4.16 2.08 N　55°W 18.10 8+ α 30 ～ 40 0 ～ 50 ○ SB1 を切る。

M

SB1 側柱 1 × 1 2.39 2.39 2.64 2.64 N　37°E 6.31 4 30 ～ 40 10 ～ 45 ○

SB2 側柱 2 × 3 3.86 1.93 5.38 1.79 N　39°E 20.77 9+ α 20 ～ 40 10 ～ 60 ○ ○

SB3 側柱 1 × 2 1.91 1.91 2.96 1.48 N　30°W 5.65 6 30 ～ 45 10 ～ 60 ○ SC1 を切る。 ○

SB4 側柱 2 × 2 3.12 1.56 3.73 1.86 N　8°E 11.64 8 10 ～ 50 20 ～ 50 ○ SC1 を切る。 ○

SB5 側柱 1 × 2 2.75 2.75 3.44 1.72 N　13°E 9.46 6 30 ～ 40 0 ～ 45 ○ ○

SB6 側柱 2 × 2 4.65 2.32 4.49 2.24 N　43°E 20.88 7+ α 30 ～ 40 10 ～ 60 ○

SB7 側柱 1 × 1 1.66 1.66 2.99 2.99 N　47°E 4.96 4 30 ～ 60 40 ～ 75 ○

SB8 側柱 2 × 2 3.64 1.82 3.91 1.95 N　31°E 14.23 7+ α 20 ～ 40 20 ～ 60 ○ SC1 を切る。

SB9 側柱 1 × 1 1.33 1.33 1.59 1.59 N　79°W 2.11 4 20 ～ 30 5 ～ 70 ○

SB10 側柱 3 × 4 6.05 2.02 6.67 1.67 N　8°E 40.35 11+ α 20 ～ 50 10 ～ 60 ○

SB11 側柱 2 × 2 北庇 2.95 1.48 5.11 1.28 N　25°E 15.07 9 20 ～ 35 10 ～ 80 ○

SB12 側柱 1 ×１ 北庇 1.69 1.69 2.76 2.76 N　33°W 4.66 5+ α 20 ～ 30 40 ～ 70 ○ 2002 年度調査分を含む

SB13 側柱 2 × 2 2.99 1.49 4.18 2.09 N　42°E 12.50 6+ α 30 ～ 40 ― ○ 2002 年度調査分を含む

SB14 側柱 1 × 2 1.72 1.72 3.56 1.78 N　30°E 6.12 4+ α 20 ～ 30 ～ 75 ○ 2002 年度調査分を含む

SB15 側柱 2 × 2 3.10 3.10 4.29 2.15 N　56°W 13.30 6 25 ～ 40 50 ～ 70 ○ 2002 年度調査分を含む

SB16 側柱 2 × 2 2.37 1.19 3.71 1.86 N　79°E 8.79 5+ α 25 ～ 30 10 ～ 40 ○

SG1-3 SB1 側柱 1 × 3 2.04 2.04 6.80 2.27 N　32°E 13.87 7 30 ～ 90 10 ～ 80 ◎ 門跡の可能性あり ○
※ 1　掘立柱建物跡の復元作業の中で、現地で確認を行ったものは◎、図上のみで復元を行ったものは○とする。

第 10 表 -2 　南側曲輪群掘立柱建物跡一覧表
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第 11 表 　南側曲輪群柵列一覧表
位置

（曲輪） 番号 実長 (m) 柱数 方位 出土遺物 切り合い
復元
作業
※ 1

D

SR1 4.88 ＋α 4 ＋α N　71°W ○

SR2 2.33 ＋α 3 ＋α N　27°W ○

SR3 3.30 ＋α 3 ＋α N　2°W ○

SR4 4.18 ＋α 3 ＋α N　67°W ○

E

SR1 2.94 ＋α 3 ＋α N　19°E 土師器坏 /547、
554、557、559 ○

SR2 21.43 ＋α 15 ＋α N 17°E ○

SR3 17.17 ＋α 13 ＋α N　9°E ○

SR4 3.15 ＋α 3 ＋α N　42°E E-SR5 を切る。 ○

SR5 2.98 ＋α 3 ＋α N　37°E E-SR4に切られる。 ○

SR6 2.12 ＋α 3 ＋α N　8°W ○

SR7 5.79 ＋α 6 ＋α N　27°W ○

SR8 5.88 ＋α 5 ＋α N　6°W ○

F

SR1 6.02 ＋α 5 ＋α N　11°W ○

SR2 5.64 ＋α 5 ＋α N　16°E ○

SR3 7.52+ α 5 ＋α N　81°W ○

SR4 3.21 ＋α 3 ＋α N　84°E ○

SR5 15.85 ＋α 11 ＋α N　78°W ○

SR6 9.81 ＋α 5 ＋α N　77°E F-SB16を切る。 ○

SR7 5.93 ＋α 5 ＋α N　5°W ○

SR8 3.76 ＋α 4 ＋α N　１°W ○

SR9 7.00 ＋α 5 ＋α N　8°W ○

SR10 4.76 ＋α 4 ＋α N　40°E ○

SR11 12.89 ＋α 7 ＋α N　37°E ○

SR12 6.56+ α 6 ＋α N　54°E ○

SR13 7.09 ＋α 4 ＋α N　69°W ○

SR14 12,00 ＋α 6 ＋α N　58°W ○

SR15 8.34 ＋α 5 ＋α N　58°E ○

※ 1　柵列の復元作業の中で、図上で復元を行ったものは○とする。

位置
（曲輪） 番号 実長 (m) 柱数 方位 出土遺物 切り合い

復元
作業
※ 1

F SR16 3.92 ＋α 5 ＋α N　78°E ○

SR1 9.59 ＋α 6 ＋α N　36°E ○

SR2 3.50 ＋α 3 ＋α N　20°E ○

SR1 6.33 ＋α 4 ＋α N　56°W ○

SR2 15.40 ＋α 9 ＋α N　85°W ○

SR3 25.98 ＋α 15 ＋α N　20°E ○

SR4 7.16 ＋α 4 ＋α N　49°E ○

SR5 6.37 ＋α 6 ＋α N　14°W ○

SR6 12.73 ＋α 8 ＋α N　84°W ○

SR7 6.23 ＋α 4 ＋α N　68°E ○

SR8 5.54 ＋α 5 ＋α N　66°E ○

SR9 5.43 ＋α 4 ＋α N　63°E ○

SR10 5.67 ＋α 4 ＋α N　64°E ○

SR1 12.22 ＋α 11 ＋α N　54°W ○

SR2 8.25 ＋α 4 ＋α N　47°E

中国産陶器、土師器
/571、白磁景徳鎮窯系
皿、青磁碗 /107、青花
景徳鎮窯系碗 /229　

○

SR3 5.55 ＋α 4 ＋α N　49°E ○

SR4 5.70 ＋α 3 ＋α N　69　W ○

SR5 27.98 ＋α 13 ＋α N　10°W ○

SR6 2.00 ＋α 2 N　83°E ○

SR7 4.08 ＋α 2 N　53°W ○

SR8 2.79 ＋α 2 ＋α N　12°W ○

SR9 2.64 ＋α 2 ＋α N　85°W ○

SR10 3.02 ＋α 3 ＋α N　88°W ○

SR11 6.07 ＋α 4 ＋α N　89°W ○

SR12 6.72 ＋α 4 ＋α N　41°W ○

SR １ 6.09 ＋α 12 ＋α N　12°E SB1を切る。 ○

遺構名 位置
（曲輪）旧調査区 挿図番号 平面形 長軸（m） 短軸（m）深さ（m） 出土遺物 備考

D-SC1 D Ⅰ 第 68 図 正方形 1.6 1.6 0.30

F-SC1 F1 Ⅲ 隅丸方形 3.1 3.0 0.76

H-SC1 H Ⅴ 第 90 図 楕円形 0.86 0.56 0.47

J-SC1 J Ⅶ 第 102 図 楕円形 2.0 1.0 （0.20） 白磁邵武四都窯系皿、景徳鎮窯系皿（E-2b）、青花
漳州窯系碗（C）、褐釉陶器四耳壺、土錘 /744

K-SC1 K Ⅷ 第 104 図 円形 1.0 0.25 青花景徳鎮窯系皿（B １）、鉄滓 /812

M-SC1 M Ⅹ 第 107 図 隅丸長方形 1.6 1.1 0.20 青磁碗（D）、鉄塊系遺物 /918、羽口 /909 M-SA1、SA2 を切る。
SB3･ ４･ ８に切られる。

SG1-2- 溜枡 1 SG1-2 F ﾂｳﾛ 第 111 図 方形 2.0 2.0 0.30

SG1-3- 溜枡 2 SG1-3 G ﾂｳﾛ 第 112 図 円形 2.5 0.35~0.55青磁器種不明、備前焼甕（Ⅳ B）

遺構名 位置
（曲輪） 旧調査区 挿図番号 平面形 長軸（m） 短軸（m）深さ（m） 出土遺物 備考

J-SA1 J Ⅶ 第 101 図 隅丸正方形 3.0 2.6 ～ 3.0 0.05

M-SA1 M Ⅹ 第 106 図 方形 2.7 ＋α M-SC1 に切られる。

M-SA2 M Ⅹ 第 106 図 方形 3.0 ＋α 白磁邵武四都窯系皿、青磁碗（B Ⅱ）、砥石、釘、鉄滓、
鉄塊系遺物 /919、920 M-SC1 に切られる。

遺構名 位置
（曲輪）旧調査区 挿図番号 平面形 長径 (m） 短径 (m） 深さ (m) 配石 出土遺物 備考

F -SI1 F Ⅲ 第 75 図 楕円 1.10 0.80 0.12 ―

F -SI2 F Ⅲ 第 75 図 楕円 0.55 0.50 0.15 ○

F -SI3 F Ⅲ 第 75 図 円形 0.65 0.50 0.10 ―

J - SI1 J Ⅶ 第 101 図 円形 0.65 0.50 0.10 ―

遺構名 位置
（曲輪）旧調査区 挿図番号

法量
平面形 埋葬形態

人骨
出土遺物 備考

長軸（ｍ） 短軸（ｍ） 深さ（ｍ） 有無 頭位 その他

SD3 K SC7 第 104 図 2.18 0.87 0.63 隅丸方形 不明 無 不明 K-SB1 に切られる。

第 12 表　土坑計測表

第 13 表　竪穴建物跡計測表

第 14 表　集石遺構計測表

第 15 表　土坑墓計測表
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第 16 表 -1　南側曲輪群遺構出土遺物一覧表

第16表の凡例　
※１　遺構出土遺物ついては、瓦、土錘、鉄製品、銅製品、

木製品、石製品を除く、中近世陶磁器、中世土器、土製
聖人像のみを掲載する。

※２　表記の体裁
　掲載分　
　　　（例）青花  景徳鎮窯系碗 /208（B）　
　　　　　　 種類　 器種/(レイアウト番号） （分類）
　未掲載分
　　　（例）白磁  景徳鎮窯系皿　(E-2b）
　　　　　　種類 　  器種 （分類）

出土地点 掲載分 未掲載分

南側曲輪群
一括

白磁　景徳鎮窯系小杯 /61、福
建・広東窯系碗 /15（C ？）
青花　景徳鎮窯系碗 /215（C）
備前焼　小壺 /458（Ⅴ） 備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1、Ⅴ B、山土、田土）、甕（山土、田土、Ⅴ）
五彩　碗 /344

曲輪
D 旧 A 区

白磁　福建広東窯系碗 /5（C）
白磁　邵武四都窯系皿 /35（D）

白磁　景徳鎮窯系皿（D、E-2b）
青磁　碗（B Ⅰ、B Ⅱ、C Ⅱ、D）、
碗 or 皿、口折皿、外反皿、盤
青花　景徳鎮窯系碗 or 皿、漳州窯系碗 or 皿
備前焼　甕（Ⅳ A、Ⅳ B、山土、田土）

土師器　坏 /556（B）、594、595（F）
褐釉陶器　天目茶碗 /301、309
肥前系染付　碗 /488（Ⅲ）

帯曲
輪
D1a

旧 B 区

白磁　福建広東窯系碗
青磁　碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系碗（C）、碗 or 皿
備前焼　甕（山土）

曲輪
D2 旧 C 区

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗 or 皿 /171
常滑焼　甕 /483（6 ｂ形式）
褐釉陶器　蓋 /332

堀切 D1

白磁　福建・広東窯系皿 /70（新垣瀬戸 E Ⅱ）
青磁　碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系皿（B1）
備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1）、甕（田土）

褐釉陶器　天目茶碗 /308

曲輪
E1

旧 D 区 白磁　福建・広東窯系碗

旧 D1
区

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗 /89（B Ⅱ）、口折皿 /151 青磁　碗（B Ⅲ、B Ⅳ、D、E）、碗 or 皿、輪花皿

青花　景徳鎮窯系碗（C）、漳州窯系碗 or 皿
備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1、Ⅳ B-3）
備前焼　甕（Ⅳ A、山土）

瀬戸美濃焼　水滴 /467（中期）
土師質土器　双耳釜 /634

E1-P19 白磁　邵武四都窯系皿

曲輪
E2

旧 F1
区

白磁　景徳鎮窯系皿 /23（D） 白磁　景徳鎮窯系皿（太宰府Ⅳ、E-2b)、
小杯、八角杯（D）、邵武四都窯系皿
白磁　福建・広東窯系碗

青磁　碗 /102（B Ⅳ）、外反皿 /146 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅲ）、碗 or 皿、輪花皿、口折皿、盤
青花　景徳鎮窯系皿（C、E）、碗 or 皿、壺
青花　漳州窯系皿（C）
備前焼　擂鉢（Ⅳ A-2、Ⅳ B-1）、備前焼　甕（山土）

瀬戸美濃焼　折縁深皿 /474（後期Ⅳ）
肥前系陶器　皿 /527（Ⅰ -1）
土師器　小皿 /596（F）、600（A）

盛土
3 層 白磁　福建・広東窯系皿 /77（新垣瀬戸 F）

盛土
4 層

青磁　碗 /126（D）、口折皿 /149
茶臼下臼 /1150（B）

SE1 瓦質土器　双耳釜 /640
E2-P9 青磁　碗 or 皿
E2-P44青磁　玉緑皿 /144
E2-P53土師器　坏 /550（B）
E2-P84白磁　邵武四都窯系皿 /28（D）

出土地点 掲載分 未掲載分

曲輪
E

SB1 白磁　邵武四都窯系皿

SB3
白磁　邵武四都窯系皿 /20（D）
備前焼　甕 /446（Ⅳ B）

SR1 土師器坏 /547（A）、554（B）、
皿 /557、559（C）

曲輪
F1

旧 D2
区

白磁　景徳鎮窯系碗 /1（大宰府Ⅳ）白磁　景徳鎮窯系碗（C）、小杯
白磁　福建・広東窯系碗 /16（C ？）
青磁碗 /90、115、130（Ｄ）、碗 or 皿
/137、内湾皿 /140、玉緑皿 /145、壺
/198、瓶 /200、器種不明 /207

青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅲ、B Ⅳ、C Ⅱ、
E）、輪花皿、口折皿
青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1、C）、
碗 or 皿、漳州窯系皿（C）、碗 or 皿

備前焼　擂鉢 /388（Ⅴ B） 備前焼　擂鉢（Ⅳ A-1、Ⅳ A-2、Ⅳ B-1、山土、田土）
備前焼　甕 /416（Ⅳ A）、427、
428（Ⅳ B）、鉢 /461（Ⅴ） 備前焼　甕（山土、田土）
瀬戸美濃焼　緑釉小皿 /469（大窯
第 1 前）、端反皿 /480（大窯第 1 後）
常滑焼　甕・壺 /485、壺 /486
土師器　坏 /549（A）、皿 /560
信楽、京都系碗 /539（4）

SE1 白磁　邵武四都窯系皿 /32（D）
F1-P107 土師器坏 /569
F1-P142 青磁　器種不明 /202
F1-P215 白磁　福建・広東窯系碗 /11（C）
F1-P287 白磁　邵武四都窯系皿
F1-P374 青磁　碗 or 皿 /181
F1-P546 青磁　碗 or 皿 /177
F1-P425 青磁　碗（D）
F1-P461 土師器　皿 /580（E-2）
SB7 青磁　玉緑皿 /143、碗 or 皿 /174
SB12 白磁福建・広東系碗

SB13
青磁　碗（B Ⅱ）

備前焼　甕 /429（Ⅴ）

SB17

青磁　碗 /120（D）、盤 /191、192
土師器　小皿 /601（A）
肥前系白磁　小杯 /502（Ⅳ）

SB20 青磁　輪花皿 /167
SB21 備前焼　擂鉢 /356（Ⅳ A-2）
SB22 備前焼　甕（山土）　

曲輪
F2

旧 F1
区

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
青磁　碗 or 皿

旧 E 区
青磁　碗 /125（D） 青磁　碗（B Ⅱ、C Ⅱ）
備前焼　壺 /434（Ⅳ A） 備前焼　甕（山土）

曲輪
F3

旧 F2
区

白磁　景徳鎮窯系皿（E）、碗（C、D）、八角杯（D）
白磁　福建・広東窯系碗、邵武四都窯系皿

青磁　碗 /105（B Ⅳ）、輪花皿
/164

青磁　碗（B Ⅱ、C Ⅱ、D）、碗 or 皿、
輪花皿、外反皿、菊皿、香炉

青花　景徳鎮窯系碗 /221（E） 青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1、
B2、C、E）、碗 or 皿、壺
青花　漳州窯系碗（C）

備前焼　擂鉢 /350（Ⅳ A-1） 備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1、Ⅴ B、山土）
備前焼　甕（山土、田土）

土師器　坏 /568（D）、588（F）
肥前系染付鶴首瓶 /517（Ⅴ）、肥前
系擂鉢 /536（Ⅲ）、土瓶 /537
瓦質土器　擂鉢 /650（防長型）
土師質土器　目皿 /670

盛土 備前焼　擂鉢 /355（Ⅳ A-2）

第 16 表 -2 　南側曲輪群遺構出土遺物一覧表

※３ 分類については、以下の分類を援用した
( 出典文献は P.250 参照 )

白磁　山本 (2000）、森田 (1982)、新垣・瀬戸 (2005)
青磁　上田 (1982)
青花　小野 (1982)
備前焼　重根 (2005)、乗岡 (2000)
瀬戸美濃焼　藤澤 (2008)
常滑焼　中野 (1995)
近世陶磁器　大橋 (2004)
土師器　本報告分類（第Ⅵ章第２節１参照）
瓦質土器　和泉河内型羽釜：森島 (2007)、播磨型鍋：長谷川 (2008)、

　　　　　　　　防長型鍋・西長門型鍋：岩崎 (2007)、瓦質土器鍋 B：鈴木 (1996)、

　　　　　　　　防長型擂鉢：岩崎 (1990)、火鉢：藤原 (2005)

石臼　桐山 (1996)
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出土地点 掲載分 未掲載分

曲輪
G

旧 G1
区

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）、八角
杯（D）、小杯

白磁　福建・広東窯系皿 /72（新
垣瀬戸 F） 白磁　邵武四都窯系皿

青磁　碗（B Ⅰ、B Ⅳ、D）、碗 or 皿、
輪花皿

青花　景徳鎮窯系皿 /251（E） 青花　景徳鎮窯系碗（C、E）、皿（B1、
B2、C）、碗 or 皿

青花　漳州窯系皿 /289（C） 青花　漳州窯系碗（C）、碗 or 皿
備前焼　擂鉢（山土）
備前焼　甕（Ⅳ B、山土）

瑠璃釉　碗 or 皿 /341、醤釉染
付　小杯 /343
肥前系染付　皿 /515（Ⅴ）、肥
前系陶器　皿 /530（Ⅰ－ 2）
瓦質土器　鍋 /629（西長門型ｂ）

SE1 青磁　碗 or 皿
SD3 白磁　福建・広東系皿、青磁

SB1

白磁　景徳鎮窯系皿 /48（E-2b）
青磁　輪花皿

備前焼　甕 /438（Ⅳ B）
青磁景徳鎮窯系　小壺 /521

SB2 土師器　京都系皿 /617

曲輪
H

SB １ 青花　景徳鎮窯系皿（C）
SB3 備前焼　甕（山土）
SB4 青磁　碗 or 皿

SB5

青磁　碗 /95（B Ⅳ）
褐釉陶器　壺 /334

備前焼　擂鉢（Ⅴ B）

SB6

白磁　景徳鎮窯系皿 /52（E）　
青花　景徳鎮窯系皿（C）
備前焼　甕（田土）

土師器　皿 /589（F）
SB8 備前焼　甕（田土）

SB9
白磁　邵武四都窯系皿 /33（D）
青花　景徳鎮窯系皿 /232（B1）

曲輪
H １

旧 G2
区

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b、E-3、
D）、碗（C）、八角杯（D）、碗 or 皿、
邵武四都窯系皿
白磁　福建・広東窯系皿、碗

青磁　輪花皿 /166 青磁　碗（B Ⅰ、B Ⅱ、B Ⅲ、B Ⅳ、C Ⅱ、
D、E）、碗 or 皿、輪花皿、香炉、盤

青花　景徳鎮窯系碗 /253（E） 青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1、
B2、C、E）、碗 or 皿
青花　漳州窯系碗（C）、皿（C）、盤、
碗 or 皿

備前焼　擂鉢 /400（Ⅳ B） 備前焼　擂鉢（Ⅳ A-1、Ⅴ B、田土）
備前焼　鉢 /460（Ⅴ） 備前焼　甕（Ⅳ A、Ⅳ B、山土）

H1-P160青花　景徳鎮窯系皿 /249（C）

H1-P162白磁　福建・広東窯系皿 /78（新
垣・瀬戸 F）

H1-P169 青花　景徳鎮窯系皿（C）

H1-P172
白磁　景徳鎮窯系皿 /51（E-2b）

備前焼　擂鉢（田土）

H1-409
白磁　景徳鎮窯系皿（D)
青磁　碗（D）

H1-P5 白磁　景徳鎮窯系八角杯（D）

H1-P73
白磁　邵武四都窯系皿

瀬戸美濃焼　片口小瓶 /471（後
期Ⅳ古）

曲輪
H2

旧 G3
区

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）、碗
or 皿
白磁　福建・広東窯系皿、邵武四
都窯系皿

青磁　碗 /79（B Ⅰ） 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅲ、E）、碗 or 皿、
輪花皿、盤

青花　景徳鎮窯系皿 /238（B1）青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（C、E）、
碗 or 皿

青花　漳州窯系碗 /278（C） 青花　漳州窯系碗 or 皿
備前焼　擂鉢（Ⅴ B）、甕（山土、
田土）

瑠璃釉　碗 or 皿 /340

曲輪
H3

旧Ⅰ区

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）、小杯、
碗 or 皿
白磁　福建・広東窯系碗、邵武四
都窯系皿

青磁　碗 or 皿 /136、輪花皿 /162 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅲ、B Ⅳ、D、E）
青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B2、
C、E）、碗 or 皿、漳州窯系碗 or 皿
備前焼　擂鉢（田土）、甕（山土）

土師器　小皿 /602（A）
土師質土器　鍋 /624（播磨型）

H3-P9 土師器　坏 /567（D）

出土地点 掲載分 未掲載分

西側
斜面部 旧 J 区

青磁　碗（B Ⅱ）
備前焼　甕（山土）

曲輪
I

旧 M 区

白磁　景徳鎮窯系皿（E-3）
青磁　碗（B Ⅳ、E）、碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系碗 or 皿
備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1、山土）、甕（山
土）

旧 V 区

白磁　景徳鎮窯系八角杯（D）、皿
（D、E-2b）

青磁　碗 /86（E）、輪花皿 /154 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、D）、碗 or 皿、
盤
青花　景徳鎮窯系碗 or 皿

青花　漳州窯系皿 /287（C)
備前焼　擂鉢（Ⅴ B）

備前焼　鉢 /462（Ⅴ） 備前焼　甕（Ⅳ B、山土）
土師器　坏 /548（A）
褐釉陶器　瓶 /335
瓦質土器　鍋 /631( 瓦質土器鍋
B）

曲輪
J

J1-P28 備前焼　甕（山土）
J1-P56 青花  景徳鎮窯系皿（C）
J1-P74 備前焼　甕（山土）
J1-P82 青磁　碗 or 皿 /183
J1-P84 備前焼　甕（Ⅳ B）
J1-P287青磁　碗 /91（B Ⅲ）
J1-P278青磁　碗 /119（D）

J1-P318
青磁　碗 /81（B Ⅱ）

備前焼　甕（Ⅳ B）

J1-P344
白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗 or 皿

J1-P43
白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）

青磁　碗 /82(B Ⅱ）

J1-P47
白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
青磁　碗（D）

J1-
P74+P516備前焼　四耳壺 /442（Ⅳ B）
J1-P516 備前焼　甕（Ⅳ B）

J1-P571青花　景徳鎮窯系碗 /228（E）、
皿 /247（C）

SC1

白磁　邵武四都窯系皿、景徳鎮窯
系皿（E-2b）
青花　漳州窯系碗（C）
褐釉陶器　四耳壺

SB1 青花　景徳鎮窯系碗 or 皿

SB2

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
青花　景徳鎮窯系碗（C）
備前焼　甕（山土）

SB3
褐釉陶器　四耳壺 /313　 中国産陶器　

備前焼　甕（Ⅳ B）
SB5 青磁　碗（B Ⅲ）
SB8 青花　漳洲窯系碗 /270（C）

SR2

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
青磁　碗 /107（C Ⅱ）
土師器　坏 /571
青花　景徳鎮窯系碗 /229（E） 青花　景徳鎮窯系碗 (D）

中国産陶器

旧 N 区

白磁　景徳鎮窯系皿（E、D）、小杯、
邵武四都窯系皿、福建広東窯系皿
青磁　碗（B Ⅰ、B Ⅱ、B Ⅳ、C Ⅱ、
D、E）、碗 or 皿、輪花皿、口折皿、
外反皿
青花　景徳鎮窯系碗（C、D）、皿（B1、
C、E）、碗 or 皿、漳州窯系碗（C）、
皿（C）、碗 or 皿

備前焼　擂鉢 /379（Ⅳ B-3） 備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1）、甕（山土）
瓦質土器　双耳釜 /644

SB13 備前焼　甕（山土）
SB14 備前焼　甕（山土）

曲輪
J1 旧 L 区

白磁　邵武四都窯系八角杯 /40
（D）

白磁　邵武四都窯系皿、福建広東
窯系皿、碗 or 皿
白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）、小杯、
碗（C）、碗 or 皿

青磁　碗 /129（Ｄ）、碗 or 皿
/187

青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、C Ⅱ、E）、
輪花皿、内湾皿、菊皿

青花　景徳鎮窯系碗 /218（C）、
223、224（E）、皿 /244（C）

青花　景徳鎮窯系皿（B1、B2、E）、
碗 or 皿、盤、漳州窯系碗（C）、皿

（C)、盤、碗 or 皿
備前焼　擂鉢 /390（Ⅴ B） 備前焼　擂鉢（Ⅳ A-1、Ⅴ A、山土、

田土）
備前焼　甕（Ⅲ B、Ⅳ B、山土）

褐釉陶器　小壺 /333

第 16 表 -3 　南側曲輪群遺構出土遺物一覧表 第 16 表 -4 　南側曲輪群遺構出土遺物一覧表
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出土地点 掲載分 未掲載分

曲輪
J1

旧 L 区肥前系染付　瓶 /518、肥前系青
磁染付　碗 /497（Ⅳ）

J1-P3 備前焼　擂鉢 /365（Ⅳ B-1）
J1-P15 青磁　碗（B Ⅳ）

曲輪
K

旧 K 区

白磁　邵武四都窯系皿

白磁　景徳鎮窯系小杯 /65、66 白磁　景徳鎮窯系皿（D、E-2b）、
碗（D）、碗 or 皿

白磁　福建広東窯系皿 /73（新
垣瀬戸 F）、碗 /8（C）
青磁　碗 /114（ＣⅢ）、118、
127（Ｄ）、碗 or 皿 /175、182、
玉緑皿 /142、外反皿 /147

青磁　碗（B Ⅳ、E）、輪花皿、直
口縁蓮弁皿、外反皿

青花　景徳鎮窯系小杯 /265、
266

青花　景徳鎮窯系碗（C、E）、皿（B1、
C、E）、碗 or 皿

青花　漳州窯系碗 /279（C） 青花　漳州窯系皿（C)、碗 or 皿
備前焼　擂鉢 /352（Ⅳ A-2）、
385（Ⅴ A）、396（Ⅳ A）、402（Ⅳ B）備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1、山土、田土）
備前焼　壺 /433（Ⅴ）、鉢 /465

（Ⅴ） 備前焼　甕（Ⅳ A、山土、田土）
土師器　坏 /552（B）、572（D）、
皿 /605、606
無釉陶器　碗 or 皿 /339
褐釉陶器　天目碗 /302
青花　ベトナム産花瓶 /346
肥前系白磁紅皿 /522（Ⅴ）
土師質土器　鍋 /627（防長型？）
瓦質土器 /632（瓦質土器鍋 B）、
双耳釜 /643、火鉢 /664（防長
型？）、灰器？ /668

SC1 青花景徳鎮窯系皿（B1）
K-P10 備前焼　甕（Ⅳ B）
SD2 白磁　邵武四都窯系皿 /26（D）
SD4 備前焼　擂鉢 /397（Ⅳ B）

SD5

青花景徳鎮窯系皿（C)、碗 or 皿
青磁　碗 /117（D）
肥前系陶器　鉢 /534（Ⅳ）

SB1 洪武通寶 /812

曲輪
L 旧 Q 区

白磁　景徳鎮窯系八角杯（D）、皿
（D、E）
白磁　邵武四都窯系皿、福建広東
窯系皿
青磁　碗（B Ⅳ、C Ⅱ、D、E）、碗
or 皿、輪花皿、盤
青花　漳州窯系碗、皿、碗 or 皿、
景徳鎮窯系碗 or 皿
備前焼　擂鉢（Ⅴ A、山土、田土）、
甕（山土、田土）

褐釉陶器　天目碗 /305
瓦質土器　羽釜 /619、621（和
泉河内型）、623、双耳釜 /633

曲輪
M

旧 P 区

　　 白磁　邵武四都窯系皿、福建広東
窯系皿、碗
白磁　景徳鎮窯系皿（D、E-2b）、
碗（C)
青磁　碗（B Ⅳ、D）、碗 or 皿、輪
花皿、口折皿、外反皿

青花　景徳鎮窯系皿 /261（E）、
碗 or 皿 /255

青花　景徳鎮窯系碗（C)、皿（B1、
C、E）

青花　漳州窯系皿 /293（C) 青花　漳州窯系碗（C）、碗 or 皿
備前焼　擂鉢（Ⅳ A-2、Ⅳ B-2、Ⅳ
B-3、Ⅴ A、田土）
備前焼　甕（Ⅳ B、山土）

瀬戸美濃焼　片口小瓶 /470（後
期Ⅳ古）
青白磁　龍首水注 /342
肥前系染付　水滴　/523、青磁
染付　碗 /487（碗Ⅰ -2）、肥前
系陶器　碗 /524（Ⅲ）
薩摩焼土　瓶 /545
瓦質土器　甕 /669

M-P10 白磁　景徳鎮窯系皿 /46（E-2b）

SA2
白磁　邵武四都窯系皿、福建広東
窯系皿
青磁　碗（B Ⅱ）、碗 or 皿

SC1 青磁　碗（D）

SX1
備前焼　擂鉢 /403（Ⅴ A)
肥前系染付小坏 /501、503（Ⅳ）

出土地点 掲載分 未掲載分

東側
谷部

旧 S 区

白磁　景徳鎮窯系皿（E)
青磁　碗 or 皿
備前焼　擂鉢（山土）

旧 T 区
青磁　外反皿
青花　景徳鎮窯系皿（C、E）

SG1-1
区 表土

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗 or 皿、外反皿
備前焼擂鉢（Ⅳ B）、甕（Ⅳ B）
褐釉陶器　天目茶碗

SG1-2
区

表土

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、C Ⅱ、D）、
碗 or 皿

青花　漳州窯系皿 /285（C） 青花　景徳鎮窯系皿（B1、C）、碗
or 皿、漳州窯系碗（C）、碗 or 皿
褐釉陶器　四耳壺、中国産陶器

備前焼　擂鉢 /384（Ⅴ A） 備前焼　擂鉢（Ⅴ A、Ⅴ B）、甕（Ⅳ
A、Ⅳ B）、鉢（田土）

瓦質土器　深鉢 /655
茶臼上臼 /1143（B）

耕作土

白磁　邵武四都窯系皿、景徳鎮窯
系皿、八角杯（D）

青磁　碗 or 皿 /176 青磁碗（龍泉Ⅰ？、B Ⅳ）、外反皿、
瓶
青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（C）、
碗 or 皿、漳州窯系碗 or 皿
中国産陶器
備前焼　擂鉢（Ⅳ B）甕（Ⅳ A、Ⅳ B）

常滑焼　甕 /484（10 型式）
茶臼下臼 /1148（B）

造成土
　　　
上層

備前焼　擂鉢（Ⅴ A）、甕（Ⅳ B）
土製聖人像 /808

青磁　無文端反皿
青花　景徳鎮窯系碗 or 皿

造成土
　　　
下層

白磁　邵武四都窯系皿 /21（D）
青磁　碗 /92（B Ⅲ）、碗 or 皿
/173、瓶 /199

青磁　碗（B Ⅳ、E）、碗 or 皿、無
文端反皿

青花　漳州窯系盤 /298、碗 /273
（C) 青花　景徳鎮窯系皿（B1）
褐釉陶器　壺 /303、320 ～ 324、
326
備前焼　擂鉢 /347（Ⅲ B）353（Ⅳ
A-2）361、368（Ⅳ B-1）、395（Ⅳ
A）、398（Ⅳ B）、407、409（Ⅴ B）

備前焼　擂鉢（Ⅴ A、Ⅴ B）

備前焼　甕 /417（Ⅳ A）、431
（Ⅴ）、439（Ⅳ B）、壺 /435、436（Ⅳ
B）、甕 or 壺 /447（Ⅳ B）

甕（Ⅴ B、山土、田土）

土師器　坏 /611（糸）
瓦質土器　火鉢 /663（防長型
Ⅱｂ）、667（防長型？）、足鍋
/626（防長型Ⅴ B）
茶臼 /1149（B）、挽臼下臼
/1156（C）
肥前系磁器皿 /509( Ⅳ )、肥前系
陶器　皿 /528（Ⅰ -1）、531（Ⅲ）、
532（Ⅲ）、鉢 /533（Ⅳ）
信楽焼・京都系　碗 /540

硬化面
青磁　碗 or 皿 /179 青磁　碗（E）、

備前焼　甕（Ⅳ A、山土）
硬化面下 青磁　碗 or 皿

側溝

白磁　邵武四都窯系皿 /31（D）白磁　景徳鎮窯系皿、八角杯（D)
青磁　碗 or 皿 /106、185、輪花
皿 /156 青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、D)

青花　漳州窯系皿（C）
備前焼　擂鉢（Ⅳ B）、甕（山土、
田土）

瓦質土器　双耳釜 /641
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出土地点 掲載分 未掲載分

SG1-3
区

表土

白磁　景徳鎮窯系皿 /49（E）
白磁　邵武四都窯系皿、景徳鎮窯
系碗（C)、皿（E-2b）、福建・広東
窯系碗、皿
青磁　碗（B4,C）、碗 or 皿、輪花皿、
蓮弁皿、盤

青花　漳州窯系碗 /271、275（C)
青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（B1、
E）、盤、碗 or 皿、漳州窯系碗（C)、
皿（C）、碗 or 皿
中国産陶器

備前焼　擂鉢 /377（Ⅳ B-3）、甕
or 壺 /444（Ⅳ B） 備前焼　甕（Ⅳ B、Ⅳ A、Ⅴ B）

土師器　皿 /612（糸）
茶臼上臼 /1142（B）、挽臼上臼
/1153、1157、1162、1165、1166（C）

耕作土

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗（C Ⅱ）、碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系碗（C）、皿（C）
碗 or 皿、漳州窯系碗（C）、皿（C）

土師器　皿 /613（糸）
石敷
No.1 青磁　碗 or 皿
石敷
No.2 備前焼　甕（Ⅳ B）
石敷
No.3 備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1）
石敷
No.6 白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）
石敷
No.7 備前焼　擂鉢 /378（Ⅳ B-3）
石敷
No.9 備前焼　甕（Ⅳ B）

石敷横断 
3 層

青磁　碗 /104（B Ⅳ） 青磁　無文端反皿
青花　景徳鎮窯系碗 /212（C） 青花　漳州窯系皿（C）

備前焼　甕（Ⅳ B）
石積縦断
3 ｂ層 備前焼　擂鉢（Ⅳ B-1）

石積縦断
2 層

備前焼　甕（Ⅳ B）
白磁　景徳鎮窯系碗（C）

石積縦断
3 層

青花　漳州窯系碗（C）
備前焼　甕（Ⅳ B）

石積縦断
5 層

青磁　碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系皿 /240（B2）

備前焼　擂鉢 /406（Ⅴ B） 備前焼　甕（Ⅳ B、Ⅴ B）、鉢（田土）、
擂鉢（Ⅳ B-1、Ⅴ B）

石積縦断
7 層

青磁　碗 or 皿 /188
備前焼　甕（Ⅳ B、Ⅴ B）、擂鉢（Ⅳ
B-1、Ⅴ A、Ⅴ B）

P48 備前焼　甕（Ⅳ A）

石積
裏込め

備前焼　擂鉢 /389（Ⅴ B） 備前焼　擂鉢（Ⅴ A）、甕（Ⅳ B、Ⅴ A）
挽臼下臼 /1160、1164（C）

床面
直上 備前焼　擂鉢 /367（Ⅳ B-1）

側溝

白磁　福建・広東窯系皿、景徳鎮
窯系皿（E-2b、D）

青磁　輪花皿 /153 青磁　碗（B Ⅱ）、碗 or 皿
青花　漳州窯系碗 /269（C）
備前焼　擂鉢 /364、366（Ⅳ
B-1） 備前焼　甕（Ⅳ A、Ⅳ B）

側溝
2 層 瓦質土器　双耳釜 /636

溜枡状
遺構 2

青磁　碗 or 皿
備前焼　甕（Ⅳ B）

SG2-1

北端部
下層 青花　景徳鎮窯系皿 /234（B1）青花　景徳鎮窯系皿（B1、C）

北端部 備前焼　甕（Ⅳ B）

表土
青磁　盤

信楽・京都焼系碗 /538（4 新）

横断
2 層

白磁　福建・広東窯系碗 /4（C）白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）、福建・
広東窯系皿
青磁　碗（B Ⅱ、D）、碗 or 皿

青花　景徳鎮窯系碗 /219（C) 青花　景徳鎮窯系皿（B1、C）、碗
or 皿
中国産陶器
備前焼　甕（Ⅳ B、Ⅴ B）

横断
3 層 白磁　福建・広東窯系皿
横断
17 層 備前焼　甕（Ⅳ B）

横断
27 層

備前焼　甕（Ⅳ B）
青花　景徳鎮窯系碗（C）

横断
29 層 青磁碗（C Ⅲ）/135

出土地点 掲載分 未掲載分

SG2-2
区

一括

白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）、碗
（C）、福建・広東窯系碗、皿

青磁　碗 /97（B Ⅳ）、輪花皿
/155

青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、C Ⅱ、E）、
碗 or 皿

青花　景徳鎮窯系碗 /220（C）、
漳州窯系碗 /274（C）

青花　景徳鎮窯系碗 or 皿、漳州窯
系碗（C）
褐釉陶器　四耳壺、中国産陶器

備前焼　甕 /413（Ⅲ B）、擂鉢
/372（Ⅳ B-2）、鉢 /464（Ⅴ）

備前焼　甕（Ⅲ B、Ⅳ B）、擂鉢（Ⅳ
B-2、Ⅳ B、Ⅳ A）

瓦質土器　双耳釜 /642 瓦質土器　双耳釜 /642
肥前系染付蓋 /498（Ⅴ）

横断
2 層

青磁　盤 /193 青磁　碗（B Ⅳ、D、C Ⅱ）、碗 or 皿、
輪花皿、外反皿
青花　景徳鎮窯系碗 or 皿、漳州窯
系碗（C）
褐釉陶器　四耳壺、中国産陶器
備前焼　甕（Ⅲ B、Ⅳ A、Ⅳ B、Ⅴ
B）、擂鉢（Ⅳ B）

横断
3 層 青磁　輪花皿 /158
横断
4 層 備前焼　擂鉢（Ⅴ B）
横断
5 層 白磁　景徳鎮窯系皿（E-2b）

横断
8 層

白磁　碗 /3（大宰府Ⅴ）、福建・
広東窯系碗 /14（C ？）

白磁　邵武四都窯系皿、景徳鎮窯
系碗、皿（E-2b）
青磁　碗（B Ⅱ、B Ⅳ、D、E）、碗
or 皿、外反皿

青花　漳州窯系皿 /272（C） 青花　景徳鎮窯系碗（C）、碗 or 皿
褐釉陶器　天目茶碗、四耳壺

備前焼　甕 /430（Ⅴ）、鉢 /463
（Ⅴ）

備前焼　甕（Ⅳ A、Ⅳ B、Ⅴ B）、鉢（Ⅴ
A、田土）、小壺（田土）、擂鉢（Ⅳ
B-1、Ⅳ B-2、Ⅳ B、Ⅴ A、Ⅴ B）

瓦質土器　羽釜 /622（和泉河内型？）
肥前系染付　皿 /513（Ⅴ）

埋土
一括

白磁　景徳鎮窯系皿 /53、福建・
広東窯系皿 /71（新垣・瀬戸 E Ⅱ）
青磁　碗 /87（B Ⅱ）
青花　景徳鎮窯系碗 /222（E）、
皿 /250（C）、漳州窯系皿 /294
褐釉陶器　四耳壺 /331、310、318
備前焼　擂鉢 /354（Ⅳ A-2）
362、363（Ⅳ B-1）、399（Ⅳ B）、
四耳壺 /440、441、443（Ⅳ B）、
甕 or 壺 /448、449（Ⅴ）
瓦質土器　双耳釜 /635、鍋 /625

（防長型Ⅳ A 新）、擂鉢 /649
茶臼上臼 /1144、1145（B）、
1146、1147（C3）、挽臼上臼
/1155（C）、挽臼下臼 /1158、
1161、1163（C）

床面
直上

青磁　碗 or 皿
備前焼　甕（Ⅳ B）

西側
側溝 備前焼　擂鉢 /348（Ⅲ B） 備前焼　擂鉢（Ⅲ B、Ⅳ A-1）

中央溝

青磁碗　碗 or 皿
褐釉陶器　四耳壺 /319
備前焼　甕 /412（Ⅲ B）
肥前系陶器　皿 /529（Ⅰ -2）

SG3
区

横断
1 層

白磁　景徳鎮窯系碗 or 皿
青磁碗（D）、碗 or 皿、外反皿

青花　漳州窯系皿 /288（C) 青花景徳鎮窯系碗（C)、皿（C)、
碗 or 皿、漳州窯系碗（C)

褐釉陶器　四耳壺 /317、華南三
彩　瓶 /345
備前焼　擂鉢 /360（Ⅳ B-1）、甕
or 壺 /445（Ⅳ B）、水屋甕 /450
～ 452（Ⅴ）、徳利 /453、454（Ⅴ）

備前焼　甕（Ⅳ B、Ⅴ B）、擂鉢（Ⅳ
A-1、Ⅳ B-1、Ⅴ B）

瓦質土器　双耳釜 /637
肥前系染付　仏飯器 /519（Ⅴ）、
肥前系陶器　碗 /525（Ⅳ）、京
焼系陶器向付 /546

横断
2 層

白磁　邵武四都窯系皿
青磁　碗（B Ⅰ、B Ⅱ、B Ⅳ、D）、
碗 or 皿
青花　景徳鎮窯系皿（C、E）
備前焼　甕（Ⅳ A）、擂鉢（Ⅲ B）

横断
28 層 備前焼　甕（Ⅳ B）

横断
17 層

土師器　皿 /558（C)
青磁　碗 /133（E） 青磁　碗（D)、碗 or 皿、輪花皿

青花　景徳鎮窯系皿（C)

備前焼　擂鉢 /376（Ⅳ B-3） 備前焼　甕（Ⅳ B）、擂鉢（Ⅳ B-3、
Ⅴ B）
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第Ⅴ章　近世の遺構
概要　　曲輪Ｇで近世墓が３基、曲輪Ｋで４基、曲

輪Ｍで不明遺構１基が検出された。各遺構の計測値

等は第 17表を参照されたい。

１　曲輪Ｇの近世墓　( 第 117・118 図 )
位置と概要　　曲輪Ｇの東端に位置する。土壙（SD1

～ 3）３基が検出された。SD1 ～ 3 は求心的に集

合した位置関係である。平面形は一辺１～ 1.3 ｍの

方形である。深さは 0.25 ～ 0.85 ｍと深浅がある。

これは、後世の削平等による残深の計測値である。

近世墓の認定　　SD1 は人の骨、SD2 は人骨と銭

貨（六道銭）が出土したので近世墓とした。SD3

は銭貨（六道銭）の出土と木棺の痕跡が認められた

ことから近世墓とする。

棺の構造　　SD1 の埋土は、第１層の両端が直立

する分層線となるので、棺による埋葬と推測される。

上肢骨の位置関係から、頭位は北東と思われる。

SD2 の埋土は、平面的に隅角と直線的な分層線

が入り、断面方向でも第５層の両端が直立する。底

面付近では木質が一部残存し、釘が１点出土してい

るので方形の木棺と考えられる（第 118 図）。

人骨は、頭蓋骨と大腿骨の一部が残存する。人

骨の鑑定結果（第Ⅶ章第６節）では、強屈状態の仰

臥屈葬であったという。頭位は北と考えられる。

副葬品は寛永通宝２枚（822･834）である。

SD3は、埋土下層において泥土化した棺の痕跡が

平面的に確認され、断面方向でも第２～６層の両端

で直立した分層線となるため、長軸 0.92 ｍ、短軸

0.8 ｍの方形木棺であると考えられる（第118図）。

副葬品は寛永通宝８枚（843 ～ 850）である。

近世の墓石と石塔　　曲輪Ｇでは、近世の墓石（台

座を含む）１基、中世の石塔（地輪１･火輪１･空

風輪１）が原位置を移動した状態で検出された。

墓石 (1294) と台座 (1295) は、SD3 検出時に出

土したが、SD3自体が掘り込み上部を失った状態な

ので伴うかは不明である。1294 は凝灰岩製で、元

文四年(1739年)に没した男性の墓碑銘が刻まれる。

1295は花崗岩製なので墓石に伴うかは疑わしい。

２　曲輪Ｋの近世墓　( 第 117・119 図 )
位置と概要　　曲輪Ｋの西端に位置する。落ち込み

部分の盛土面で土壙（SD1･2･4･5）４基が検出された。

SD1と SD2、SD4と SD5は一対になる配置である。

平面形は一辺 1.1 ～ 1.4 ｍの方形である。深さは

0.32 ～ 1.4 ｍと深浅がある。これは、盛土除去後

に精査したことによる残深の計測値であって、本来

は 1.5 ｍ程の深さであったと考えられる。

近世墓の認定　　SD1･2･4 は、人骨及び副葬品も

ないが、後述する SD5 の構造等から墓壙である

可能性は十分にあるので近世墓とした。SD2 出土

の 15 世紀の白磁皿（26）は副葬品とは言い難い。

SD4 の埋土中より備前焼擂鉢 (397) が出土してい

るが、遺構に伴うものかは不明である。

SD5 の調査　　SD5 は人骨と豊富な副葬品が検出

された遺構である。木棺の痕跡も確認されたので、

特に調査結果を下記に列挙する（第 119 図）。

木棺の構造は、泥土化した痕跡から長軸 0.9 ｍ、

短軸 0.45 ｍの長方形と推測される。鉄釘は、四隅

に偏った位置で出土するので、木棺に伴うものと考

えられる。鉄釘に付着した木質繊維の方向性から、

板材の厚さは 1cm程度で、鉄釘は側板方向から打

ち込まれたと推測できる。

遺物は、底面に近い第３層中から人骨、鉄釘、

副葬品が出土した。人骨は頭蓋骨と大腿骨、骨盤の

一部が残存し、成人女性の鑑定結果が得られている。

また、頭位は北東方向で、仰臥屈葬とのことである。

副葬品は金銅製飾り鋲 6点 (864～ 868）、洪武通

宝２、永楽通宝１枚 (856～858）、寛永通宝 ( 古寛永 )6

枚（851～855）、ガラス製の数珠 1点（1225）であ

る。鉄釘は23点で、木質が付着した状態で出土した。

なお、飾り鋲1点は取り上げ段階で破損してしまった。

飾り鋲は表面に菊花状の文様が彫金されたもの

である。頭蓋骨周辺に集中して出土したことから頭

部に纏うものを想定したが、その数と形状から修験

者が着用する袈裟の金具の可能性も考えられる。

埋土中から青花皿、青磁碗（117）、土錘（741）、

肥前系陶器鉢（534）等が出土したが、副葬品では

なく、混入品と考えられる。

3　曲輪Ｍの遺構　( 第 105 図、写真図版 37)
不明遺構（M-SX1）　　不整円形の土坑に布掘り状の

溝が接続する。土坑には角礫が集積した状況であった。

SB15の柱穴を切る。備前焼擂鉢(403)や肥前系小杯（501)

等が出土した。遺構の時期は501から17世紀末～18

世紀末の間かそれ以降と考えられる。 （今塩屋・柳田）
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第 118 図　曲輪 G　近世墓（SD1~3）実測図

第 117 図　近世墓の配置図（曲輪 G･ 曲輪 K）
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SD1
1黄褐色土 炭化物、岩盤破砕礫やや多く含む

2暗褐色土 岩盤破砕礫多く含む

3黒褐色土 粘質土

SD2
1黄褐色土 やや黒色土が混じる

2にぶい黄褐色土 1 層よりやや多く黒色土が混じる

3黄褐色土 やや黒色土が混じる

4にぶい黄褐色土 岩盤破砕礫が多く入る（棺の崩壊と共に上の土が崩
落した）

5暗褐色土 砂質で細かい破砕礫が混じる。（木棺の内に流土し
た初期流土）

6にぶい黄褐色土 岩盤破砕礫が多く入る（棺の崩壊と共に上の土が崩
落した）

7にぶい褐色土 岩盤起源でやや黒色が混じる

8黒褐色土 木棺が粘土化したものと思われる。一部に木質が残
る ( 古銭があったため )

SD3
1褐色土 粘質性の明赤褐色ブロックを多量に含む

2褐色土 明赤褐色ブロックを多量に含む

3暗褐色土 粘質性の赤褐色ブロックを少量含む

4明褐色土 粘質性の明赤褐色ブロックを少量含む

5褐色土 粒状の明赤褐色粒子を少量含む
6黄褐色土 小礫を含み、粒状の明赤褐色粒子を少量含む
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第 119 図　曲輪 K　近世墓（SD5）実測図

第 17 表　近世墓一覧表

第 18 表　近世墓時期と出土銭貨の組合せ ( 南側曲輪群 + 平成 14 年度中山遺跡調査分 )
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木棺痕跡

遺構名 所在
法量

平面形 埋葬形態
人骨

出土遺物 備考長軸（ｍ）短軸（ｍ）深さ（ｍ） 有無 頭位 その他

SD1 G 1.3 1.15 0.25 隅丸方形 不明 有 北西 成人 SD3 を切る。
SD2 G 1.15 1 0.4 隅丸方形方形棺仰臥屈葬 有 北西 成人女性古銭（寛永通寶）/822、834、釘
SD3 G 1.25 1 0.85 隅丸方形 方形棺 無 不明 古銭（寛永通寶）/843 ～ 850、白磁皿、青磁碗 SD1に切られる。
SD1 K 1.4 1.2 1 ～ 1.4 隅丸方形 不明 無 不明 K-SB1 を切る。
SD2 K 1.3 0.85 0.7 隅丸方形 不明 無 不明 白磁皿 /26
SD4 K 1.2 0.9 0.32 隅丸方形 不明 無 不明 備前焼擂鉢 /397

SD5 K 1.4 1.1 0.7 隅丸方形方形棺仰臥屈葬 有 北東 成人女性
古銭（寛永通寶 /851 ～ 855）、（洪武通寶、永楽通寶 /856 ～
858）、釘、飾金具 /864 ～ 868、数珠玉 /1225、青花皿、青磁
碗 /117、土錘 /741、肥前系陶器鉢 /534

SD5
1 暗褐色土 礫を粗く含み、褐色で粘性の高い地山ブロックをやや多く

含む

2 暗褐色土 礫をややに密に含む地山ブロック（1 層と同じ）をごく少
量含む

3 暗褐色土 1 層とよく似るが、しまりが悪く水分を多く含む

3´ 暗褐色土 頭蓋部分にあたり空洞であるが、3 層が崩れ入ったと思わ
れる

4 暗褐色土 小礫を粗く含む。地山ブロック（1 層と同じ）をごく少量
含む

5 褐色土 地山ブロック（1 層と同じ）が密に入る

6 褐色土 岩盤破砕礫を粗く含み、砂質黄褐色ブロックと細かい炭化
物が少し入る

時期／銭種 明銭 + 古寛永 古寛永のみ 新寛永のみ 新寛永 + 古寛永 新寛永 + 元文 鉄銭のみ 鉄銭 + 古寛永

中
山
遺
跡

17 世紀後半 SX9、SX19
18 世紀前半
18 世紀後半 SX10 SX17
19 世紀前半 SX15 SX7 SX2
19 世紀後半 SX11 SX4

南側曲輪群 K-SD5 G-SD3 G-SD2

※中山遺跡は銭貨 5 枚以上の出土及び銭種判別可能な遺構のみ選出。
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４　近世墓の時期について　
塩見城跡内の近世墓　　塩見城跡南側曲輪群の南端

部は、既に「中山遺跡」として発掘調査されている（宮

崎県埋蔵文化財センター第93集「中山遺跡」2004）。

　近世墓23基や墓道等の墓地関連施設が検出され、

墓石と墓壙のセット関係などから、調査対象地は

17 世紀後半から 19 世紀末の間に形成された墓地

空間であったことが判明した。

　今回の南側曲輪群の調査では、曲輪Ｇで墓壙３基、

墓石１基、曲輪Ｋで墓壙４基が検出された。「中山

遺跡」同様に近世墓群と判断される。

近世墓の造営時期　　墓壙出土の銭貨（六道銭）か

ら探ることにしたい。曲輪Ｇでは３基中２基より銭貨が

出土した。SD2は鉄寛永１･古寛永通宝１の２枚一組、

SD3は古寛永６･新寛永2の８枚一組である。曲輪Ｋ

では4基中SD5のみ銭貨が出土した。洪武通宝2と永

楽通宝１･古寛永６の９枚一組である。

上記の六道銭のセット関係を、鈴木公雄氏の時期区

分と対照すると、G-SD2はⅤ期 (1739年以降 )、G-SD3

はⅣ期 (1697 年～1739年 )、K-SD5はⅡ期 (1636年

～1668年 )となる。ただし、あくまでも全国的な傾向

による区分なので、さらに検討の余地を残している。

そこで、墓壙と墓石とのセット関係の把握ができる

「中山遺跡」の調査成果を援用する。

六道銭が出土した墓壙は23基中12基である。その

うち出土銭数が５枚以上、銭種が判別可能で紀年銘や

他の遺物とのセット関係より年代が推察できる9基よ

り、各時期の六道銭の銭種を検討する(第18表 )。

第18表のとおり、六道銭に古寛永を用いるのは、少

なくとも19世紀後半までも続いている。また、古寛永

のみの六道銭使用は遅くとも17世紀末～18世紀前半

の段階で終了しているようだ。

一方、曲輪Ｇ･Ｋの近世墓の六道銭は、洪武通宝等

の渡来銭と寛永通宝とセットである。本県では渡来銭

を含む六道銭を持つ墓壙は中世に位置づけられる場合

が多く、近世墓からの出土は県内では稀であることから、

K-SD5は近世墓の中でも比較的古い時期となる。

上記の検討の結果、G-SD2は1739年以降、G-SD3

は1697年以降の所産となる。K-SD5は六道銭から

は1636年～17世紀末の時期幅があるが、埋土出土

の534は混入品としても1690～1780年の製造年代

が特定されるから、17世紀末までに葬られたと導き出

せる。他方、六道銭を持たないG-SD1、K-SD1･2は、

G-SD2･3、K-SD5と併行か前後する時期であろう。

墓域について　　南側曲輪群では「中山遺跡」調査

分も含めて、近世墓の墓域は大きく３群存在すると

いえる。「中山遺跡」の集中墓域群と、曲輪Ｇ ･Ｋ

における散在墓域群２群である。

これら二種類の墓域の違いは、「中山遺跡」は居

住区域から脱して墓域として独立した空間だが、曲

輪Ｇ ･Ｋでは、いずれも数基で居住空間と思われる

掘立柱建物跡に近接している。

近世墓の集中 ･散在構造について、例えば、長佐

古真也氏 ( 長佐古 2004) は、東京都多摩丘陵周辺の

遺跡事例をもとに散在墓壙群は居住空間に近接して

いる事例が多いとの見解を示されている。この見解

は塩見城南側曲輪群における近世墓群遺跡にも当て

はまるといえよう。

　県内での近世墓検出例は集中墓域のみ、散在墓群

のみの検出例が多く、この２タイプの墓域が同一遺

跡で存在した遺跡は類例に乏しい。

南側曲輪群における散在墓群、すなわち居住空

間と近世墓との関係性については、曲輪Ｇの SD1，

2の頭位や主軸方向は北東で、付近の掘立柱建物跡

の主軸と類似する点が注意される。同様に曲輪Ｋの

SD5の頭位方向は、墓壙の北側に所在する掘立柱建

物跡群の主軸と似ているので、埋葬方向は、建物の

主軸を意識しているように伺える。

しかし、埋葬方向と主軸方向が類似する掘立柱建

物跡の出土遺物の年代的下限は、16 世紀後半代～

17 世紀初頭なので、近世墓が造営される 17 世紀

後半代以降に存在していたかは不明である。

金銅製飾り鋲について　　曲輪Ｋの SD5 より金銅

製飾り鋲が 6点出土した。この飾り鋲は修験者が

着用する袈裟の金具の可能性がある。同様に修験者

の存在を伺わせる事例は「中山遺跡」の SX19 出土

の錫杖である。いずれの近世墓も埋葬年代は、1636

～17世紀末と近世前期に該当する。

澤武人氏によれば、塩見地域は中世より修験者の

所在が「上井覚軒日記」等にて確認されるという。

近世には「内藤家文書」の文政元年 (1818)12 月提

出の「臼杵群宮崎郡修験書上帳」の文中に、天領塩

見村は当山派光明寺 ( 延岡市所在 ) 配下修験者が 2

名存在していたことが記載されている。

飾り鋲と錫杖の存在は、少なくとも近世前期にお

いて、塩見城跡周辺に修験者が存在したことを裏付

けている。そのことは修験の場となっていた可能性

も示唆していよう。　　　　　　　　　　　（柳田 )
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第１節　陶磁器
1　中世貿易陶磁（第120～134図）
概要　　塩見城跡では多くの貿易陶磁器が出土し、

その内容は多岐にわたる。遺物の年代は 13世紀か

ら 17世紀初頭までであるが、特に 15世紀から 16

世紀代が主体である。白磁、青磁、青花、褐釉陶器

などをはじめ、青白磁水注、色絵碗、瑠璃釉碗・瓶、

三彩瓶などが出土している。東南アジア産の陶磁器

が１点あるが、これ以外はすべて中国産である。

１-1　白磁（第120～122図：1～78）
概要と分類　　碗・皿・坏があり、破片数は703点

である。分類は、主に太宰府分類及び森田勉氏なら

びに新垣力 ･瀬戸哲也両氏の分類に基づいて報告す

る。（山本 2000、森田 1982、新垣 ･瀬戸 2005）。

なお、森田Ｄ群の生産地は邵武四都窯とされる（田

中2002）。森田E群のほとんどは景徳鎮窯産である。

太宰府Ⅳ類：11 世紀後半～ 12世紀後半（１）　　

　厚めの玉縁口縁となる碗で、釉は厚めでムラがあ

り、表面に気泡が生じる。

太宰府Ⅴ類：11 世紀後半～ 12世紀後半（２・３）

　細くまっすぐ立ち上がる高台を特徴とし、２は高

台外面まで施釉し、内面に櫛目文を有するⅤ－４ｂ

類である。３は胴部を意図的に打ち欠いたと思われ、

二次利用の可能性がある。また高台内は摩耗して滑

らかである。

森田Ｃ群：15 世紀前後（4～17）

　すべて碗であり、口縁形態により細分される。灰

色の素地に透明釉を施釉するものが多く、全体に調

整も粗く轆轤目が明瞭である。中には見込みに印花

文や線刻文を施すもの (14・16)もある。4～ 8は端

反碗であり、端部にかけて器壁は薄い。9・10も端

反碗であるが、端部まで器厚は一定で断面が方形と

なり端反りもやや弱い。11～13は口縁部が内湾する。

　15～17については底部のみだが、素地や釉調が

4～ 14 と共通するためＣ群とした。いずれも断面

方形の低い高台であり、高台内を浅く削る。また高

台は露胎である。15は高台際を水平に削り込む。

森田Ｄ群：14 世紀後半～ 16世紀代（18～40）

　皿・小碗・八角坏であり、邵武四都窯で生産されたも

のである。高台裏に墨書を施すものもある（28･30･37･38）。

　18 ～ 33 は胴部が大きく開き口縁部が内湾する

皿である。高台内に兜巾状を呈するものが多くみら

れる。素地は磁器とは認識し難いほど軟質で粗いも

のと精緻なものがある。29・31 は内外全面施釉さ

れている。34・35は腰で折れて外反する坏である。

出土数は少なく、素地はいずれも粗い。

　36・37 は腰部から緩く立ち上がって直口縁とな

る小碗である。36 は外面下体部から内面まで透明

釉を施釉後、見込みを蛇の目釉剥ぎする。

　38～ 40 は八角坏である。素地はいずれも粗く、

腰部から内面に白色釉を施釉する。40 はやや青白

色味を帯びている。38・39は高台内兜巾状で、40

は４箇所の抉り高台である。

森田Ｅ群：15 世紀後半～ 16世紀代（41～67）

　皿・小坏・菊皿が出土しており、ほとんどが景

徳鎮窯産である。41 ～ 55 は腰から緩く立ち上が

って端反る E-2 類である。41～ 52 は器壁が薄く、

高台も小さく鋭い。素地は概して精緻であり、白

色釉を全面に施釉後、畳付のみ釉剥ぎする。47 は

高台内に呉須で「福」を描く。また 46・52は高台

径が 10㎝以上の大型品である。53・54 は粗い素

地に白色釉と透明釉を高台外側から内面に二重施

釉する。高台内はやや兜巾状を呈し、赤色化する。

50･54 は畳付に離れ砂が熔着する。55は精緻な素

地に白色釉を外面下体部から内面に施釉する。高台

はやや高く、断面は細い方形である。

　56 ～ 58 は底部碁笥底で口縁部が内湾する E-3

類である。56 は軟質な素地に乳白色の釉を外面下

体部から内面に施釉する。素地や釉調はＤ群と酷似

しており、邵武四都窯産であると思われる。露胎の

高台内に墨書がある。57・58 は精緻な素地に透明

釉を全面施釉し、畳付を釉剥ぎする。

　59 は E-4 類の菊皿である。内外面を削って菊弁

を表現する。口縁端部は輪花状である。やや粗いが

硬質な素地に透明釉を畳付から内面まで施釉する。

　61～ 67は小坏である。61～ 64は腰部から緩く

立ち上がり、やや外反して口縁に延びる器形である。

器壁は大変薄く灰白色に近い白色釉を施釉する。65・

66は高台際から開き気味に立ち上がって内湾する。

ややガラス質の白色釉を施釉し、畳付と見込みを蛇の

目釉剥ぎする。65は皿状の高台内に朱書きがある。

第Ⅵ章　遺物
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67は腰がなく、「ハ」の字状に畳付から口縁部に外反

する。白色釉を全面施釉し、畳付を釉剥ぎする。

福建・広東産白磁Ｅ類

皿Ⅰ：14世紀後半~16世紀代、皿Ⅱ：16世紀代(68~71)

　新垣 ･瀬戸両氏による皿の分類案にあたる一群の

皿である。68は、直線的だがやや丸みを持った器

形で、見込みを円形に釉剥ぎする。高台外側際は、

水平気味に削られる。皿Ⅰに相当する。69～71は、

全体にやや外反し、胴部から底部の器厚は厚い。高

台内の抉りは深いが、高台外側は削りが浅く、沈線

を刻んでいる印象である。口縁部から胴部に漬け掛

けにより施釉する。いずれも見込みは滑らかである。

皿Ⅱに相当する。

福建・広東産白磁Ｆ類：14世紀後半~16世紀代（72~78）

　すべて腰部で屈曲し、大きく外反する皿である。

　灰色を呈する粗い素地に透明釉を外面下体部から

内面に施釉し、見込みを蛇の目釉剥ぎする。

　腰部内面には明瞭に屈曲点が見られるが、腰部外

面では丸みをもっている。高台外側際を水平気味に

強く削り、高台内側際をやや抉り込む。

１-2　青磁（第122～127図：79～207）
概要と分類　　碗・皿・盤・瓶・壺・香炉が出土し

ており、総数は 1841 点である。碗については上田

氏の分類（上田1982）を援用した。皿については口

縁部形態により分類した。同一分類でも素地や釉調

に精粗が見られる。詳細は観察表を参照されたい。

（ａ）碗類（79～137）

上田 ＢⅠ類：13 世紀後半～ 14世紀前半（79・80）

　外面に片切彫鎬蓮弁文を施文する。79 は複弁を

持ち、器形はやや端反り状となっている。

上田ＢⅡ類：14世紀後半~15世紀初頭（81~85･87･89）

　外面に片切彫もしくは線刻蓮弁文を施文し、蓮弁

には大小見られる。81 ～ 85 は直口縁であり、片

切彫の大きな蓮弁文を施文する。81 は上田BⅡ-b

類にあたり、全面施釉後、高台内の釉を輪状に削り

取っている。88は線刻により粗略な蓮弁文を施し、

暗オリーブ色釉を施釉する。

上田ＢⅢ類：15 世紀中葉（90～94）

　外面にヘラ描き、線描きによって剣頭のあるやや

細い蓮弁文を施文する。90～ 92は内面に刻花文を

施文する。92は BⅢ -b 類に該当する。93は BⅢ -a

類に該当する。全体的に赤色化しており、素地は粗い。

漆継ぎの痕跡があり、重宝されていたのであろう。

上田ＢⅣ類：15 世紀後半 ~16 世紀前半（95~105）

　外面に線刻によって細い蓮弁文を施す。粗いも

のから密なものまである。95 ～ 100 は剣頭を持

つが、96･97･99 は蓮弁の単位が剣頭と一致し、

95･98･100 は一致しない。

　剣頭が尖るものがほとんどであるが、95・96 は

弧状である。101 ～ 105 は剣頭を省略しランダム

に蓮弁文を施す。95・98・105 は櫛状工具を使用

したと考えられ、とくに 105 は約 10条の櫛状工具

で密に施文しており、他に類を見ない。

上田ＣⅡ類：14 世紀後半 ~15 世紀前半（106~113）

　口縁部外面に線刻雷文帯、胴部に片切彫ラマ式

蓮弁文を施文する。106・107 は粗略である。内面

に刻花文を施すものも多く、112・113 は見込みに

印花文を押す。器形は概して直口縁だが、107 ～

109 はやや玉縁状の口縁となる。

上田ＣⅢ類：16 世紀代（114）

　口縁部外面に簡略化した雷文帯を施文する。雷文

帯の形跡はほとんどなく、線刻で波のように描き、

釉調も粗く、釉色は灰色に近い。

上田Ｄ類：14 世紀中葉～ 15世紀初頭（115～130）

　内外面ともに無文で、見込みに印花文を施すも

のもある。体部が丸みを持ち、口縁部端反りの器

形であるが、端反りの手法により分類できる。115

～ 117 は口縁外側を削って玉縁状となり、118 ～

126 は折れて端部の器壁が薄くなり、127 ～ 130

はやや端反る。

上田Ｅ類：14 世紀後半 ~16 世紀初頭（86･131~134）

　内外面ともに無文で、内面に刻花文を施すものも

ある。体部が丸みを持ち、口縁は内湾する。

その他（135 ～ 137）

　135 は口縁端反りの碗で、外面に櫛描きにより施

文し、釉色は灰色を呈する。

　136・137 は内外面に片切彫によって密な文様を

施文し、どちらも素地・釉は精緻である。136 は口

縁部内面に四方襷文、内面に花文、外面にラマ式蓮

弁文と思われる文様を施す。

（ｂ）皿類（138～189）

内湾皿（138～141）　　138・139 は内面に櫛描き

による蓮弁文を施す。両者は文様・法量ともにほぼ

同一だが、接合しない。140 は内外面、141 は外

面に線描き蓮弁文を施す。
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玉縁皿（142～145）　　口縁端部直下を削ってやや

玉縁状を成す。施釉によって内湾皿もしくは端反皿

のように見える。内外面ともに無文である。

外反皿（146・147）　　腰から緩く折れて外反する。

147 は腰がより強く折れ、外反する。どちらも内外

面ともに無文である。

口折皿（148～151）　　体部は丸みを持ち、口縁端

部が強く折れ、鍔縁のようになる。148 は内外面と

もに無文で、それ以外は外面に蓮弁文を施す。149

は全面施釉後、高台内の釉を輪状に削り取る。150

は片切彫と思われるが明瞭でない。

輪花皿（152～168）　　口縁輪花状を呈し、腰で折

れて外反する。素地はいずれも粗く、文様も粗略で

口縁に三条の波状圏線を施すものがほとんどであ

り、刻花文を伴うものもある。底径が５㎝未満で口

径 12㎝未満を小型 (152･153･157･161･162･167)、底径

６㎝以内で口径13㎝以内を中型 (154･155･158･159･160

･163･165･166)、それ以上を大型と分類する。164は稜花

皿の可能性が考えられる。166 は内面に青海波文を

施文する。

菊皿（169・170）　　口縁輪花状を呈し、内面を削

り込んで菊弁を表現し、外面もやや波打つ。170 は

菊弁の表現がはっきりしないが、高台の形状や高台

内に透明釉を施釉する点で共通性があり、菊皿であ

ると判断した。景徳鎮産である。

碗もしくは皿（171～189）　　底部のみ残存で、碗

か皿かの判定は難しい。171は内外面に片切彫によ

り蓮弁文を施していると思われる。171～176は全

面または高台内まで施釉後に高台内を輪状に剥ぎ取

り、見込みに印花を施す。172～174は素地・釉調

ともに精緻で 175 は素地は赤色で粗く見込みを円

形釉剥ぎする。177～180は高台外側から内面に施

釉後、畳付端部を面取りし、高台下半部を削り込む。

181・182 は畳付、183 ～ 187 は高台外側まで施

釉する。188 は高台際まで施釉し、高台は畳付両端

を削って接地面が非常に狭い。

盤（189～194）　　189は口縁が端反り、内外面無文

である。190・191は口縁端部をつまみ上げる鍔縁状口

縁であり、190は内面に片切彫刻花文、191は内面に

細蓮弁文を施す。192～193は内面に細蓮弁文を持ち、

見込みに印花文を押す。194は胴部内面及び見込みに

幅広い削りによる蓮弁文、外面に線刻蓮弁文を施す。

（ｃ）その他（195～207）　　195・196は香炉である。

筒状の器形で口縁が内側に折れており、外面には沈線

が数条入る。197～199は器壁が厚く、外面に片切彫

りによる刻花文や鎬蓮弁文が施文された瓶もしくは酒

会壺と思われる。200は円盤状の突帯が付く器形であ

る。201は梅瓶の口縁である。青白磁の可能性もある

が小片のため判断し難い。202～207は瓶や壺などの

いわゆる袋物と思われるが、器種については不明であ

る。202は内面に調整時の削り屑が残り熔着している。

１-3　青花（第127～131図：208～299）
概要と分類　　碗・皿・盤・小杯が出土し、破片数

は 959 点である。主に小野正敏氏による分類を援

用し、小野分類に当てはまらないものは森毅氏の分

類を参照した（小野1982、森1995）。漳洲窯産青花

は森村健一氏による分類を参照した（森村1995）。

（１）景徳鎮窯の青花　　全面施釉後に畳付のみを

釉剥ぎする。口縁や畳付は鋭い造りであり、高台内側

際の削りも鋭い。畳付に砂粒が溶着する。呉須の発色

は概して良好で文様も明瞭だが、粗悪なものもある。

（ａ）碗類（208～230）　

小野Ｂ群：14 世紀末～ 15世紀中葉（208・209）

　見込みが広い端反りの碗である。208は体部がや

や直立して、口縁が外に強く屈曲する。外面に草花

文を描く。209 は見込みが広く、高台際から緩く立

ち上がる器形からＢ群に属すると判断した。

小野Ｃ群：15 世紀後半 ~16 世紀後半（210~220）　

　体部が開く直口縁であり、見込みはやや窪む、いわ

ゆる「蓮子（レンツー）碗」である。210・211は外

面胴部にアラベスク文、口縁部に波濤文、見込みに蓮

花を描き、210は高台内に白色釉を施釉する。213・

214は外面に小花文を配し、文様や釉調もよく似るが

接合はしない。215は文様に濃み描きを多用している。

小野Ｅ群：16 世紀中葉 ~後葉（221～228）

　見込みが盛り上がる饅頭心の碗であり、腰部で丸みを

持って立ち上がり、口縁まで直線的にのびる。胴部の文

様は精緻なものが多く、多様である（221～225）。また

高台内に銘を配すものも多い（226～229）。226は見

込みの膨らみはほとんどないが、高台は小さく、内側を

深く皿状に削り込んで文字を描くなどＥ群の特徴を持つ。

森Ⅳ a類（230）　　体部はＥ群と同じだが、見込み

が平坦となる碗である。外面に丸花文、内面に如意

頭文内に文字を描く。
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（ｂ）皿類（231～262）

小野Ｂ１群：15 世紀後半 ~16 世紀後半（231~237）

　端反りの皿であり、高台は畳付外側を削り断面三

角形に成形し、接地面は狭い。胴部外面に唐草文、

見込みに玉取獅子文（231～234）、花樹（233）、十

字花文（236/237）を描く。

小野Ｂ２群：16 世紀後半（238～242）　　

　端反りの皿であるが、Ｂ１群に比してより大きく

端反る。240 は口縁内面端部を釉剥ぎし、鉄釉を施

している。見込みの文様は文字や人物など多様とな

る（241・242）。外面はいずれも無文である。

小野Ｃ群：15 世紀後半 ~16 世紀後半（243～250）

　底部が碁笥底を呈し、口縁が内湾する皿である。

口縁部外面に波濤文、胴部外面に芭蕉葉文、見込み

には捻子花文（243～246）や花文（248～250）を

描く。また胴部内面に文様を持つものもみられる。

小野Ｅ群：16 世紀中葉 ~後葉（251～261）

　口縁部内湾の皿であり、高台はＢ群同様である。251

～ 255は小型品、258～ 261は大型品である。文様

は多様化し、魚や蟹を描くものもある（256・257）。

組み合わせも様々で251・254は胴部外面に花鳥折枝

文を描くが、口縁部内面には251は四方襷文、254は

七宝文を描く。258・259はどちらも見込みに欄干を描

き、中央に瓶と花を配している。260は見込みに龍を

描くが、呉須の発色が悪く文様は黒ずんでいる。

折れ縁皿（262）　　鍔縁で口縁端部が輪花状の小型

品である。胴部内外面に印刻蓮弁文を施文し、鍔部

内面に簡略化した波濤文、外面に渦文を描く。

小杯（263 ～ 266）　　263・264 は腰から緩く立

ち上がり、やや開いて口縁まで直線的にのび、外面

に唐草文を描く。265 は見込みに寿山福海、高台内

に「福」を描く。266 は腰が折れる筒状の杯である。

（２）漳洲窯の青花　　粗製品の一群で、呉須は

暗色で文様を太描きする。素地は粗く、磁器質のも

のと陶器質のものがある。畳付または高台外側から

内面に施釉し、見込みを釉剥ぎするものもある。高

台内や畳付を釉剥ぎしないために、離れ砂が熔着す

ることが多い。器形や文様は景徳鎮窯を模している

が、文様については簡略化感が顕著である。高台内

は削りが粗い。

（ａ）碗類（267～279）　

小野Ｃ群（森村碗Ｂ内碗型）：15 世紀後半 ~16 世

紀後半（267~279）

　腰部から丸みを持って口縁部に延びる。精製品と

粗製品がある。267 は口縁外面に波濤文、胴部外面

に芭蕉葉文、見込みに蓮花を描き、器形も見込みが

窪む景徳鎮産に似るが、高台の削りは浅く、高台は

無釉で赤色化している。見込みに花文（273～275）

や擬人化した「壽」（277）を描くもの、高台内無釉

のもの(267･268･274･276･277･279)が多い。

（ｂ）皿類（280～294）　

小野Ｂ２群（森村皿Ｃ端反型）：16世紀後半（280・281）

　280 は口縁内外面に界線を描き、２枚が熔着した

状態で出土した。281は口縁内面に四方襷文を丸と

線によって簡略化して描く。

小野Ｃ群（森村皿Ｂ碁笥底型）：15 世紀後半 ~16

世紀後半（282 ～ 292）

　森村皿Ｂ碁笥底型である。景徳鎮産に比べ、器壁

が厚く口縁端部も鈍い。282 ～ 288 は外面に粗略

な文字や唐草文、見込みに「壽」を描く。290 は外

面に単位の大きな芭蕉葉文、見込みに花文を描く。

その他（293・294）　　どちらも見込みを蛇の目釉

剥ぎするもので、見込みに花文を描く。294 は白色

釉を施釉後、透明釉を施釉している。

盤（295～298）　　295・296 は胴部がやや丸みを

持ち、鍔縁となる。胴部内外面に印刻蓮弁文を施し、

口縁内面に唐草文を配す。また、素地や釉調も共通

するが、同一個体ではなく、295 の方がやや大きい。

297は腰部から緩く立ち上がり内湾する。精製品だ

が呉須はやや緑色を呈する。

小杯（299）　　腰部から緩く立ち上がり、口縁は端

反りである。やや灰色の器面に簡略化した文様を描

いており、呉須は暗色を呈する。

１-4　褐釉陶器（第132～134図：300～335）

概要　　天目茶碗・壺・甕・蓋などが出土しており、

破片総数は 226 点である。すべて中国産である。

天目茶碗（300 ～ 309）　　釉は概して粘性高く、

厚く掛かる。下地に鉄釉を施釉した後、褐釉を施釉

するものもある。素地は精良なもので、灰白色粒が

見られるものもある。301・302 は口縁端部が鋭く

形成されるが、300はやや鈍い。底部は断面方形で、

底部中央を上げ底状に削るもの（303）、さらに周

縁部を斜位に削るもの（304 ～ 308）、畳付内側を

強く削って高台となるもの（309）がある。
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四耳壺（310 ～ 319）　　310～ 313は頸部を持た

ず、口縁部玉縁状となり、器形はなで肩で横耳が付

く。口縁部を釉剥ぎする。いずれも口縁端部を外側

に強く折り曲げて成形されるが、全体を丸く仕上げ

るもの（310～ 312）と上部に明確な屈曲点を設け

るもの（313）がある。314～ 316は頸部が直立気

味に立ち、口縁部玉縁状となり、器形は肩張りで丸

みを持ち、横耳が付く。外面に褐釉、314・315は

内面に黒褐釉を施釉し、口縁端部を面取りするよう

に釉剥ぎする。317～ 319は肩張りの器形で内外面

に施釉する。317は縦耳、318・319は横耳である。

壺（320 ～ 331）　　320 は上部に平坦面を持つ鍔

状口縁であり、端部は厚い方形である。内外面に施

釉するが、口縁部上面と内面を釉剥ぎする。外面の

釉が逆流しているため、逆さまの状態で焼成された

と思われる。321 ～ 324 は釉調や素地に灰色・白

色釉が多く含まれる点で共通しており、同一個体で

あると思われる。頸部から直立気味に緩く立ち上が

り、外に強く折れて上部に平坦面を持つ鍔状口縁を

持つ。内外面に施釉し、口縁部上面と内面を釉剥ぎ

する。釉ちぢれがひどく、内面にはタタキ痕が残る。

325 ～ 331 は底部のみであり、全体の器形は不明

である。325 ～ 327 は内面に黒褐釉、外面に褐釉

を施釉し、上げ底状である。328 は胴部がやや開く

器形で、底部は上げ底である。内面には釉を拭き取

った痕跡が見られる。329は胴部が丸みを帯びた器

形であり、底部は厚くやや上げ底である。底面以外

の内外面に同一釉を施釉する。330・331 は外面の

み施釉する。どちらも素地が粗く、灰白色粒が目立

つ。331 は赤色化している。

その他・不明（332 ～ 335）　　332 は円盤状の蓋

であり、外面のみ施釉する。333 は頸部から直立し

て立ち上がり、端部が内側に折れる鉤状口縁をもつ

小壺である。332と径がほぼ一致するためセットで

あった可能性もある。334 は壺の肩部と推測され、

器壁は薄く焼締められて硬質である。外面に粘土が

多く付着する。335は壺か瓶の体部である。轆轤目

が強く残る内外面に黒褐釉を施釉する。

１-5　無釉陶器（第134図：336～339）

概要　　全体形のわかるものは無いが大型製品が出

土しており、すべて中国産である。336 ～ 338 は

壺で、胎土や色調など非常に似ており、336・338

は外面に白色粘土による目積みもしくは重ね焼の痕

跡が残り、同一技法による焼成が窺えるため、同一

個体である可能性が高い。339 は器壁が薄く、焼締

め陶器である。底部は上げ底で、体部が大きく開く

甕か壺であると思われる。全体に自然釉がかかるが、

内底には白色釉溜りのようなものが残る。

　ほかにも甕や壺といった大型製品の体部と思われ

ものが出土しており、それらの素地は褐色粒をまば

らに含むが、精緻で赤褐色を呈する。また、内外面

は黒色・褐色に変色している。

１-6　その他の貿易陶磁
（第134図：340～346、521）

概要　　瑠璃釉・青白磁・醤釉染付・色絵・三彩・

翡翠釉・ベトナム青花・青磁小壺があり、破片総数

90点である。

瑠璃釉磁器 (340･341)　340・341 は小型の碗や瓶

であろう。素地は精緻で内面に透明釉、外面に瑠璃

色の釉を施釉する。

青白磁 (342)　青白磁龍首水注 (342)は水注の注口

部分に龍の造形を表したものである。全体の表現は

やや粗略だが、舌 ･目・眉上隆起・冠毛が残り、耳

と角は欠損する。

醤釉染付 (343)　343は醤釉染付の小杯である。外面

に失透性の褐色釉、内面及び高台内に透明釉を施釉す

る。見込みに呉須で文字を描く。景徳鎮窯産と思われる。

色絵 (344)　344 は色絵碗で、二次的に被熱し退色

している。高台は細く直立する。

華南三彩 (345)　345 は華南三彩である。外面のみ

緑色に彩色されので瓶の底部であろう。素地は粗い。

ベトナム青花 (346)　346 の他には東南アジア産陶

磁器は出土しておらず、素地の粗さや呉須の発色は

漳洲窯産青花に似るため疑問が残るが、中国産青花

には無い口縁内側に瓔珞文を描くという特徴からベ

トナム青花として報告する。346はベトナム産青花

の花瓶である。外面には芭蕉葉文を描く。

青磁小壺（521）　521 は景徳鎮窯産の青磁小壺で

ある。手捏ね成形と思われ、胴部内面に粘土の継目

が大きく段状に残る。外面は底面付近まで施釉し、

一部内面口縁付近にもかかる。内面には白磁釉を施

す。内面底部にフリモノが付着している。16 世紀

後半から 17世紀初頭の製品である。

　（児玉）
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第 120 図　白磁実測図 (1)
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第 124 図　青磁実測図 (3)



160

159
158

157

156

155154153152

151

150

149
148

147

161

170

169

168167
166

165
164163

162

- 183 -

0 10cm 

1/3
第 125 図　青磁実測図 (4)
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第 126 図　青磁実測図 (5)
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第 127 図　青磁実測図 (6)・青花実測図 (1)
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第 128 図　青花実測図 (2)
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第 129 図　青花実測図 (3)
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第 132 図　褐釉陶器実測図 (1)
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第 133 図　褐釉陶器実測図 (2)
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2　中世国産陶器　( 第 135 ～ 141 図 )

概要　　出土した国産陶器の出土量は、備前焼が圧

倒的に多く、常滑焼や瀬戸 ･美濃焼は少数であった。

2-1　備前焼　（第135～140図：347～465）
概要　　備前焼は、甕・壺・擂鉢を中心に鉢や小壺、

徳利などの小型器種も出土している。

整理報告にあたって　　備前焼は、間壁忠彦氏によ

る窯跡の変遷や製品の変化などを総合的に捉え、時

期区分を行った研究を嚆矢とし、乗岡実氏による擂

鉢を軸とした編年 (乗岡編年 )など盛んに研究が進

められている（間壁1991、乗岡2000）。

　近年では、重根弘和氏が擂鉢の口縁部形態を中心

として型式分類を行い、型式の存続時期について言

及している（重根2005など）。

　型式の時期が明確に区分される乗岡編年とは異な

り、重根氏による分類案 (重根分類 )では各型式間

の変化が漸移的で型式の存続時期に重複が見られる

点が特徴であり、同時期におけるバリエーションを

考慮したものとなっている。

　また、乗岡編年が擂鉢の口縁部形態やスリメの条

数、胎土などの各要素を複合的に検討して分類を提

示しているのに対し、重根分類は口縁部形態の詳細

な検討に基づいた分類であり、分類基準を明瞭に捉

えることができる。

　塩見城出土の備前焼については、上記の理由から

重根分類を援用して整理 ･報告を行うこととする。

　ただし、甕・壺や擂鉢の体部や底部、小型器種に

ついては、口縁部形態に基づく分類を適用すること

ができず、年代等の比定は困難である。

　しかし、間壁 ･乗岡両氏によれば、15 世紀末以

降に精良な粘土（いわゆる田土）が用いられるよう

になり、それ以前の砂粒を多く含む粗い粘土（山土）

と一線を画するという（間壁1991、乗岡2000）。こ

の指摘は時期判断の基準となりえる。　　

　そこで、口縁部が残存していない出土資料につい

ては、山土（15世紀代）と田土（16世紀代）の区別

に基づいて、胎土による分類を行った。

　なお、乗岡氏は近世 1期（＝ⅤB期）には胎土中

に黒色鉱物粒を含むものが多くなる傾向を指摘して

いる（乗岡2002）。塩見城跡出土の備前焼でも同様

の傾向が看取された。

擂鉢（347～409）　　

概要　　口縁部については、基本的に重根分類を援

用して分類する。また、Ⅲ B期以降、つまりⅤ A・

B期については、乗岡編年での分類基準（中世6期、

近世1期）を援用した。

Ⅲ B期（14世紀前葉～14世紀中葉）　　口縁部上端

が平坦で、その内側がやや突出して拡張した形状に

なるもの（347～349）。

Ⅳ A-1 期（14世紀前葉～14世紀後葉）　　口縁端部

内側がわずかに上方に突出し、外側が強く押圧を受

けて潰れ、その角度が鈍角になるもの（350・351）。

Ⅳ A-2 期（14世紀中葉～15世紀中葉）　　口縁端部

内側が上方へ伸び、外側がつぶれて突出気味になる

もの（352 ～ 359）。

Ⅳ B-1 期（15世紀前葉～15世紀後葉）　　口縁部内

側に明瞭な稜を残して、その端部を上方へ拡張した

もの（360～371）。

Ⅳ B-2 期（15世紀中葉～16世紀初頭）　　口縁部内

側に明瞭な屈曲をもち、その端部は大きく上方へ拡

張し、外側も突出したもの（372～375）。

Ⅳ B-3 期（15世紀後葉～16世紀初頭）　　口縁部が

ほぼ均一な厚さで上に伸びるもの（376～382）。

Ⅴ A期（16世紀初頭～16世紀後葉）　　乗岡編年の

中世 6期に相当する。口縁端部内側が強いヨコナデ

により先端に段をもつもの（383～387）。

Ⅴ B期（16世紀中葉～17世紀初頭）　　乗岡編年の

近世 1期に相当する。口縁部内面に段を持ち、交差

スリメがあるもの（388～394）。

　このほかに、体部・底部のみ残存した破片として

395 ～ 409 を図示した。

　このうち、395 ～ 402 が山土、403 ～ 409 は精

良な田土を使用しており、田土の中で黒色鉱物粒を

含むものは、VB期に相当する。400 は、口径が 15

㎝程度の小型の擂鉢である。

甕・壺（410～449）

Ⅲ期（14世紀前葉～14世紀中葉）　　口縁部を折り

曲げて玉縁をつくるもの（410～413）。

Ⅳ A期（14世紀前葉～15世紀中葉）　　口縁部を外

側に大きく折り曲げて、断面長楕円形の玉縁をつく

るもの（414～417）。

Ⅳ B期（15世紀中葉～16世紀初頭）　　

甕：細長い長楕円形の玉縁口縁（418～428）。
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Ⅴ期（16世紀代）　　

甕：玉縁の下半部を強くなでることにより凹線状の

沈線が巡るもの（429～431）。

壺：玉縁は縮小し、断面形は三角形に近い形状とな

るもの（432・433）。

　このほかに、体部・底部のみ残存した破片として

434 ～ 449 を図示した。このうち、434 ～ 447 が

山土、448.・449 は精良な田土を使用している。

　また 434・435 には肩部に 5条・6 条の櫛描き

条線が見られ、壺の肩部と思われる。437 には肩部

に縦横３本ずつの沈線で格子状にしたヘラ記号が施

され、左上の格子部分を横 1本の沈線で細分してい

る。愛媛県湯築城跡など他地域でも類例の知られる

もので、窯印である可能性がある。438 は 437 と

同様の窯印と思われ、左下部分に相当すると考えら

れる。また、内面はハケ目調整のあとナデ消してい

る。443は内面底部付近にも自然釉がみられる。　

　445 ～ 449 の底部片は、いずれも内面底部付近

から底部及び底面付近をロクロナデを施し、底部の

接合部分を入念に接着させている。440 ～ 443 は

四耳壺である。

その他の器種（450～465）

　いずれも精良な田土を用いたもので、先の分類の

Ⅴ期（16世紀代）に相当する。

　水屋甕 (450～452)は、同一個体と思われる。短

く外反する口縁部をもち、肩部に 2本の粘土紐を縒

り、縄状とした双耳を貼り付ける。

　水屋甕は 16 世紀代に顕著に見られる器種（間壁

1991）で、口縁部や双耳の形態、胴部区画線などを

もとに分類がなされた（柴田1998、北野2006）。

　これによると、口縁部形態はやや新相の特徴（北

野分類の A3、柴田分類の B-2 類）を有しているも

のの、双耳形態は丁寧に造形され、古相の様相を呈

しており、属性間の年代観にギャップが見られるが、

16世紀前半の年代が想定される。

　鶴首形徳利 (453・454) は、口縁部を片口状につ

まみ出す。456 は、体部が一部欠損しており、窓状

を呈している。内面が黒く変色し灯明具への転用で

ある。457・458 は小壺もしくは鳶口壺の底部で、

458 は底部外面に十字のヘラ記号が施される。

　459は、口縁部外面に三角形状に突帯を貼り付け、

肩部が張る器形となる、肩衝様の小壺であろう。

　460 ～ 465 は鉢で、器高の低い浅鉢と器高の高

い深鉢とに大別される。浅鉢はいずれも口縁部を

丸く内湾させるもので、湾曲する体部をもつもの

（460）と直線的な体部を持つもの（461）とがある。

　462 は、口縁部のみではあるが、口縁端部と口縁

部外面に重ね焼きの痕跡が確認できる。463・464

は深鉢で、口縁端部に面を持ち、内外に張り出した

もの（463）と直線的に収めたもの（464）がある。

　464 は、口縁部上面の外側部分のみに自然釉が掛

かり、内側は掛かっていないことから、重ね焼きさ

れていたと思われる。いずれも建水など茶道具とし

て用いられた可能性がある。

　また、465 は鉢の把手であると考えられるが、破

損品を意図的に整形し、把手部分のみを作り出した

可能性が高い。

2-2　瀬戸・美濃焼（第141図：466～482）

概要　　瀬戸・美濃焼は、古瀬戸中期様式から大窯

段階のものが出土した。分類や年代観等は、藤澤良

祐に氏よる編年案を参照した（藤澤2008など）。

　466 は、古瀬戸中期様式Ⅲ期（14世紀前半）の折

縁深皿である。口縁端部の拡張が顕著になり、三角

形状につまみ上げられている。

　467 は水滴で、古瀬戸中期様式で特徴的に見られ

る器種の一つである。福井県一乗谷朝倉氏遺跡例は

14 世紀代とされている（朝倉氏遺跡調査研究所編

1979）。

　468は緑釉の小皿である。口縁部のみ灰釉が漬け

掛けされており、底部内面周辺はハケ塗りされてお

り、後期様式Ⅱ期（14世紀後葉）に位置づけられる。

　470・471 は片口の小瓶である。470 は口縁部が

強く外反し、端部が丸く収められるので、後期様式

Ⅰ～Ⅲ期（14世紀後半～15世紀前半）であろう。

　472 は直縁大皿で、体部から口縁部までほぼ同じ

厚さで口縁端部を丸く収め、体部は直線的な器形で

ある。後期様式Ⅲ期（15世紀前葉）に位置づける。

　473 も直縁大皿であるが、口縁部直下に 1 条、

体部外面に 2条の沈線が確認できる。同器種で体部

外面に沈線を持つ類例にあたることは出来なかった

が、体部が内湾することから後期様式Ⅳ期古段階（15

世紀中葉）に相当すると思われる。

　474 は折縁深皿もしくは直縁大皿の底部で、体部

下半が露胎で底部内面に灰釉のハケ塗りが認められ
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ることから、後期様式Ⅲ期（14世紀前葉）であろう。

　475・476 は壺もしくは瓶子である。475 の口

縁部は外に折り返して幅の狭い縁帯を形成し、縁帯

の下端部が丸く収められていることから、後期様式

Ⅳ期古段階（15世紀中葉）に相当すると思われる。

476は、壺の肩部で4条1組の平行沈線が見られる。

　477 は卸皿で、外面底部付近まで釉垂れが認めら

れ、緩やかに湾曲しながら立ち上がるので、後期様

式Ⅰ～Ⅲ期（14世紀後葉から15世紀中葉）となる。

　478・479 は天目茶碗である。体部外面に錆釉を

施し、胎土が中国産天目茶碗と比してやや軟質で浅

黄橙色もしくは灰白色を呈するものを瀬戸美濃焼と

して抽出したが、中国産との区分には曖昧な部分が

残る。高台が残存していないため、時期を判断する

ことは難しい。ただし、体部から口縁部への立ち上

がりなどから大窯 2～ 3 期 (1545 ～ 1575 年 ) の

ものと思われる。

　480 は口縁部が短く屈曲し、直線的な体部を持つ

もので、内外面に灰釉がかかるが漬け掛けによるも

のらしく、体部内面が露胎となる。小片のため器種

は不明であるが、口縁部の形態は天目茶碗に類し、

灰釉天目に類するものかもしれない。

　481は丸皿の底部である。逆三角形状の高台で見

込みに花文がある。口縁部及び体部が残っていない

ため、詳細な時期は不明であるが、底部が薄い作り

である点などから大窯2段階後半(1480～1495年)

に位置づけられる。

　482は筒形香炉である。完形資料で口縁端部を内

側につまみ出す、いわゆる聞香炉の形態を呈する。

外面は全面に灰釉を掛けている。大窯期前半には青

磁の筒形香炉を形態的に模倣したものが多いが、本

例は形態的に大きく異なることから大窯第3段階後

半から第 4段階前半 (1575 ～ 1597 年 ) の年代が

想定される。

2-3　常滑焼（第141図：483～486）

　483・484 は甕の口縁部である。483 は中野分類

の 6b 型式、484 は 10 型式にそれぞれ相当し、前

者は 14 世紀中葉、後者は 15 世紀後半の年代観が

与えられる（赤羽・中野1995）。

（田中敏・渕ノ上）

3　中 ･ 近世陶磁器 ( 第142～144図 )

概要　　中世末から近世以降の陶磁器は、表土や造

成土および耕作土層から碗・皿をはじめとして瓶、

鍋類が出土した。産地については、大多数が肥前で

あるが、薩摩・萩・瀬戸・京都・信楽も少数見られ

た。近世後半代に位置づけられるものが多い。

分類について　　分類及び編年は肥前系陶磁器につ

いては大橋康二氏による５期区分を参照した（九州

近世陶磁研究会　2000）。

　各期の年代については以下のとおりである。

　　Ⅰ期　　1580 ～ 1610 年代

　　　－１　1580 ～ 1594 年頃

　　　－２　1594 年頃～ 1610 年代

　　Ⅱ期　　1600 ～ 1650 年代
　　　　　　　　　　　　　　　　（磁器の場合は1610～）

　　Ⅲ期　　1650 ～ 1690 年代

　　Ⅳ期　　1690 ～ 1780 年代

　　Ⅴ期　　1780 ～ 1860 年代

３-1　磁器
（第142･143図：487~520、522、523）　

碗・小坏（487～500）　　487 ～ 500 は碗である。

487 は外面が青磁、内面が簡素な染付であり、高

台はすべて露胎となることからⅠ－２期に属する。

488・489 はⅢ期に属する。

　490 ～ 494 はいわゆるくらわんか碗と言われる、

長崎県波佐見で生産された碗であり、Ⅳ期に属する。

コンニャク印判による施文や見込みを蛇の目釉剥ぎ

にして重ね焼きする手法はⅣ期の特徴である。全体

的に器壁は厚く粗雑な印象であり、呉須の発色も悪

く、やや黒ずんでいるものが多い。

　495 は丸碗で小さな高台を持ち、やや外に開く。

外面に線描きによって扇文を描く。

　496 は蓋、497 は碗で外面青磁、内面染付、高

台内は透明釉を施釉する青磁染付である。どちらも

口縁内面に四方襷文を描き、496 は内面中央にコン

ニャク印判五弁花文を印す。

　498 ～ 500 は広東碗であり、Ⅴ期に属する。い

ずれも外面に山水文を描く。498 は蓋だが、499

と意匠を全く同じにしており、広東碗に伴う蓋であ

ると思われる。しかし、両者は出土地点が離れてお

り、セットであった可能性は限りなく低い。
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　501・502 は小杯であり、どちらもⅣ期に属する。

　501は高台際から緩く立ち上がり外反する器形で

あり、外面にコンニャク印判松文を印す。502 は白

磁で器壁は厚く、口縁部端反りである。見込みを蛇

の目釉剥ぎする。

皿（503～ 515）　　503 ～ 509 は五寸皿、510 は

手描皿、511 は七寸皿である。

　503 ～ 511 は、511 を除いて見込みにコンニャ

ク印判五弁花文を印すⅣ期である。概して器壁の厚

いものや素地が粗いものが多い。呉須の発色も悪く

黒ずみ、506・507・509 は一部暗緑色を呈する。

509 は見込みを蛇の目釉剥ぎする。

　512 ～ 515 はⅤ期に属する。512・513 は蛇の

目凹型高台を持つ。513 ～ 515 はロクロ成形後、

型打ち技法によって成形されており、513・514 は

口縁輪花状で口唇部に鉄釉を施釉する。

　515 は方形の鍔皿であると思われる。

瓶（516～518）　　516・517 は小型で、体部が丸

く膨らみ細い首が付く鶴首瓶である。516は草花文、

517 は簡便化した蛸唐草文が描かれる。　

　518 は玉壺春形の瓶であるが、口縁部によって編

年されるため時期については不明だが、高台が碁笥

底ではないので、Ⅲ期以降と考えられる。釉は白っ

ぽく、呉須は不明瞭である。

仏具（519・520）　　519 は仏飯器で、高台内をや

や深く削り込む。体部がないため編年に当てはめる

ことはできないが、19世紀代の製品と思われる。

　520 は仏花瓶で、口縁部は端部をつまみ上げる盤

口形であり、両肩部に装飾が付く。口縁内側まで青

磁釉を施釉する。

その他（522、523）　　522 は紅皿で、Ⅴ期に属し、

貝殻状に内面から型打ち成形している。口縁部は切

り落としにより上部に平坦面を持ち、底部は小さい

平底である。

　523 は外面染付、内面無釉の板状であり、角瓶

などが想定されたが器壁が、薄いため水滴とした。

18世紀後半と思われる。　　　　

( 児玉 )

3-2　陶器（第144図：524～537）　
概要　　様々な産地のものが出土しているが、肥前

産が多数を占める。

　肥前産は近世前半が中心であり、その他は 18世

紀以降である。銅緑釉を施釉する陶器については佐

賀県嬉野市内野山窯産とされる。

肥前系碗（524～526）　　524 はいわゆる京焼風

陶器であり、Ⅲ期である。高台は露胎で断面方形に

削り出し、腰部が丸く、直立して口縁に延びる。大

橋分類のⅡ類にあたる（大橋1990）。見込みに銹絵

山水文を描き、高台内に「清水」の印銘を捺す。

　525・526 はⅣ期に属し、高台内がアーチ状で、

灰釉を全面施釉後に畳付を釉剥ぎする。

肥前系皿（527～532）　　527 ～ 530 はⅠ期であ

るが、窯詰め法によって２期に分けられ、Ⅰ－１期

（527）は重ね積みをせず、Ⅰ－２期（528・529）は

胎土目積みを行う。530を除いて低い削り出し高台

を持ち、高台内は兜巾状となる。素地はいずれも粗

く、鉱物粒を多く含んでいる。

　527 は灰釉を外面に施釉するが、還元焼成により

灰緑色を呈する。胎土目のないⅠ－１期とした。

　528 は体部が開き気味に内湾し、灰釉を胴部から

内面に施釉する。畳付に胎土目が残るが、見込み内

には目跡がないため、目積みされた皿の一番上で焼

成されたと考えられる。

　529は腰部から緩く立ち、折れて外に大きく開く。

藁灰釉を施釉し、腰部から底部は露胎である。

　530は鉄釉により内面に文様を描く。直口縁だが、

小片のため器形の詳細は不明である。

　531・532 は見込みを蛇の目釉剥ぎし、高台内が

兜巾状を呈するためⅢ期に属する。531は鉄釉を全

面施釉し、532 は銅緑釉を高台内以外に施釉する。

532 は畳付と見込みに砂目積みの痕跡が残る。

肥前系その他（533～537）　　533 ～ 535 は鉢で、

533・534 は内面に白土を用いた刷毛目による波線

と横線の装飾を施した後、灰釉および緑釉を施釉す

る、いわゆる二彩唐津である。

　535は口縁玉縁で器壁の厚い鉢である。素地は精

良だがスが多く、内外面に銅緑釉を施釉する。

　536 は擂鉢であり、工具による８条のスリメが密
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に施される。スリメの端部はナデによって消されず、

未処理であるためⅢ期と考えられる。また口縁部内

外面に鉄釉を施釉する。

　537 は土瓶の注口で、外面に銅緑釉を施釉する。

肥前系以外（538 ～ 546）　　538 ～ 542 は京都・

信楽系の碗である。538 は口縁が内湾し、外面に色

絵により笹文を描く。

　539 は小杉碗といわれる松文が特徴の碗である

が、その文様は見られない。しかし、高台際を水平

に削って体部を明確に屈曲させ「ハ」の字状に開く

器形は通じており、小杉碗とした。

　540 ～ 542 は端反碗であり、灰釉を施釉する。

いずれも高台付近より露胎である。542はさらに口

縁部に緑釉を施釉する。

　543 は瀬戸・美濃系の蓋付鍋である。体部下半が

丸みを帯びた器形で、蓋と接する内面受部は釉剥ぎ

しており、口縁部下には注口を持つ。19 世紀の所

産とされる。

　544 は渦巻き高台を持ち、藁灰釉を施釉すること

から萩焼とした。高台際を水平に削って、体部が「ハ」

の字状に開く器形である。

　545は薩摩焼の土瓶である。苗代川系と思われる。

内面に施釉されているため皿の可能性もあったが、

目跡はなく、体部がやや上げ底状に削られるので土

瓶とした。外面の露胎部分にススが付着している。

　546 は京焼の向付と思われるが、宮崎県北部で生

産された丸山焼の可能性もある。受け口状口縁であ

り、口縁端部を内側に押し入れて輪花状を成す。灰

釉の上から化粧土を重ね掛けしている。　　　　

（児玉）

第２節　土器類 ( 第145～150図 )

概要　　土器類とは、縄文時代・弥生時代の土器、

古墳時代の土師器と須恵器、奈良 ･平安時代の土師

器と須恵器、および塩見城跡が機能していた中世(概

ね14～16世紀代 )の中世土器を総称した。

　まず、最も出土量が多く、且つ塩見城として機能

していた時期にあたる中世土器について報告を行

う。なお、縄文～平安時代の土器類は、次項にて「古

代以前の土器」として後述する。

１　中世土器 ( 第145～149図 )

報告にあたって　　中世土器（547～670）には、

焼成技術の違いに基づく「土師質」・「瓦質」の区別

があるが、その中間的要素を持つ土器も多く、明確

な分類が困難な場合も多い。

　今回の報告では、土師質・瓦質問わず中世に属す

る土器を「中世土器」とした上で器種による分類、

整理をし、地域型など各型式の設定を行った。

1-1　坏・皿・小皿（第145･146図：547～618）

概要と分類　　塩見城跡出土の中世土器のうち、坏
や皿といった器種の大半は、口縁部を失って体部下

半から底部が残存するのみであった。そのため、全

体形が把握可能な資料は少なく、坏・皿・小皿など

の器種分類が困難な場合が多かった。

　その出土位置 (地点 )は、旧石器から現代までの

遺物を含む包含層中からが多いことから、一括資料

は得られず、層位的な取り上げができなかった。

　そのため、一括資料中の法量差や器形の違いによ

る個体群の抽出やセット関係の把握、さらには個体

群の前後関係などの検討を踏まえた、年代比定の作

業は行えなかった。

　今回の報告では、製作技法や形態や胎土等の特徴

に着目して、Ａ～Ｆに分類した。特に法量の観点か

ら口径が極小な一群を「小皿」と分類した。

　なお、底部調整が分かるものは約 9割が底部ヘラ

切りであり、底部糸切りは客体的な様相を示す。

A 類 (547～549)　　体部内面に工具による螺旋状

の沈線が見られるもの。底部ヘラ切り。胎土に赤い

斑紋が顕著に見られる。

B 類 (550～556)　　回転ナデによるロクロ目を顕

著に残すもの。体部が直線的に開く逆台形状を呈す
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る。底部ヘラ切り。ヘラ切り後に板ナデを施したも

のも見られる。胎土に赤い斑紋が見られる。

C 類 (557～566)　　見込部分にのみ工具による螺

旋状の沈線、もしくはロクロ目が見られるもの。全

形の分かる 557 は皿であることから、C類はいず

れも皿であると考えられる。

D 類 (567～576)　　底部付近のナデが顕著で、底

部が直立して立ち上がり、体部が内湾気味となるも

の。浅黄橙色を呈するものが多い。

E-1 類 (577～579)　　ヘラ切りによる粘土のヨリ

を丁寧にナデており、丸みを持って立ち上がる体部

を持つ。

E-2 類 (580・581)　　１類よりさらにナデが顕著に

なり、底部がやや落ち込んだ形状を呈する。

E-3 類 (582～587)　　１類と同様に丸みをもって

立ち上がるが、ヘラ切りによる粘土のヨリが顕著に

残るものである。

F 類 (588 ～ 596)　　他の分類に比べて胎土がやや

赤みを帯び、直立した体部を持つもの。

小皿 (597～607)　　法量的に口径や底径が最小な

ものを「小皿」とし、器形からＡ ･Ｂ類に区分した。

小皿 A類 (597～602)　　体部が内湾気味に立ち上

がるもの。

小皿B類 (603～607)　　直線的につまみ出す部類。

その他 (608～616)　　細分できなかった遺物群であ

る。底部、体部ともに厚みがあり、整形が甘いもの

(608 ～ 609) や、口縁部のみで分類できなかったが、

丁寧な整形で直立する口縁部 (610) がある。また、

底部調整が糸切りの一群も見られる (611～616)。

外来系土器 (617・618)　　特徴的な器形を持つもの

として 617・618 がある。

　617 は、白色を呈する皿で、他の皿と比べてやや

薄く仕上げられている。塩見城跡で唯一の白色系土

器で、ロクロ成形によるものであるが回転ナデの痕

跡が丁寧にナデ消されており、京都系土師器の影響

が想定される。

　618 は、底部周縁部にヘラケズリを施すもので、

水の手曲輪の井戸跡(SF1)石敷部下面より出土した。

復元口径が約 19㎝で他の皿と比べて格段に大きい。

見込みには渦状のナデ痕跡を残し、底部は糸切りで

ある。類似した資料は、宮崎県都之城跡や鹿児島県

富隈城跡、鹿児島城跡等の島津氏系城郭に多い。

1-2　煮炊具（第146･147図：619～646）
概要　　煮炊具は、口縁部下に鍔をもつ羽釜と鍔を

持たない鍋、そして肩部に耳を有する双耳釜がある。

羽釜（619～623）　　619 ～ 621 は、いわゆる和

泉河内型羽釜である。口縁部外面に段状に沈線を施

し、水平に延びる鍔を持つ。また体部外面はケズリ

によって成形され、内面にはハケメが見られる。

　燻しが良好で、瓦質焼成により胎土が白色を呈す

るもの（619・620）は、和泉河内産の搬入品である

可能性が高い。

　621 は内外面ともに燻されるが、胎土は橙褐色で

土師質なので、模倣品であると考えられる。森島康

雄氏の編年案を援用するならば、いずれも 15世紀

後半に位置づけられる（森島1990）。622 は胴部片

であるが、内面に細かなハケメ、外面にはケズリを

施す。外面の調整は、和泉河内型に顕著な技法のひ

とつであり、和泉河内型の体部である可能性がある。

　623 は外面にタテハケを施し、断面方形の鍔を付

す。鍔の突出度も高く、胴部がやや外傾することな

どから、石鍋模倣系の羽釜である。

鍋（624～632）　　624 は播磨型鍋である。口縁

部下に突帯を有し、突帯裏の内面は横位の強いナデ

となる。長谷川眞氏によれば 15 世紀後半から 16

世紀前葉に位置づけられる（長谷川2008）。

　625・626 は防長型の瓦質鍋である。体部と口縁

部の境に明確な屈曲部を有し、断面「く」の字状を

呈する。また口縁端部は内側に摘み上げるか、折り

曲げたもので、625 は岩崎仁志氏のⅣ A新（16世

紀後半）、626 は VB（16世紀後葉）に相当する。

　627・628 は、体部外面に格子目のタタキ痕を残

すもので、防長型鍋の体部であろう。

　629 は口縁部外面に段を持つもので、山口県西部

で見られる西長門型鍋 b（岩崎2007）または豊前・

豊後で見られる釜 A（山本2007）に類似する。いず

れの場合も 14世紀代にあたり、口縁部直下に突帯

持つものの形骸化した段階のものである。

　630 は瓦質の鍋で、受け口状の口縁部を有する小

型品である。631・632 は、外反する口縁端部を三

角形状に肥厚させる鍋で、広島県等で出土する瓦質

土器鍋 B（鈴木1996）に類似し、15 世紀後半から

16世紀前半に位置づけられる。
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双耳釜（633 ～ 646）　　633 ～ 639 は、双耳釜

の口縁部である。口縁部の立ち上がりの角度や長

さ、端部の成形技法、外面調整、焼成など個体ごと

のバリエーションが多い。その中で、637～639は、

土師質で口縁端部を短く摘み上げたもので、他の双

耳釜と特徴を異にする。

　640 ～ 646 は、肩部から胴部・鍔部にかけての

破片である。640では耳貼付時の刻み目を確認する

ことができる。641は肩部に図像が不明ではあるが、

沈線文様を施している。644 ～ 646 は土師質の双

耳釜で、他に比べて器壁が厚く、短い三角形状の鍔

を持つことが特徴である。砂粒の少ない精良な胎土

であり、接合はしないものの先の 637 ～ 639 と同

型式の双耳釜と考えられる。なお、645 は鍔貼付時

の沈線が確認できる。

1-3　擂鉢（第148図：647～654）

　647 ～ 651 は瓦質の擂鉢である。胎土、焼成具

合などいずれも異なり、多様性がある。

　650 は、口縁部内面に断面三角形の突帯を貼り

付ける防長系の瓦質擂鉢である。防長型瓦質擂鉢

の編年観から 15 世紀後半に位置づけられる（岩崎

1990）。651 は見込に波状のスリメが施され、装飾

性豊かである。

　652 ～ 654 は土師質の擂鉢である。体部の器厚

が約 1.2㎝と厚く、口縁部の形状から備前焼を模倣

した土師器である。口縁部外面の凹線（沈線）が見

られない点や、横位のスリメを持つ個体が見られる

こと、また口縁部下角の成形技法など、備前焼とは

異なる特徴が読み取れる。モデルとなったと思われ

る備前焼擂鉢の編年を援用すると、16 世紀後半に

位置づけることができる。

1-4　火鉢・風炉（第148･149図：655～667）

　655は土師質の深鉢形火鉢で、口縁部に２条、体部下半

に1条の計3条の突帯を貼付ける。口縁部の2条突帯は、

その間を文様帯とし、菊花文のスタンプを2個1組の単位で

施文している。板状の脚部を有し、体部外面はケズリによっ

て整形している。

　656・657は瓦質の浅鉢形火鉢である。体部がやや内湾

しながら立ち上がる器形で、底部から口縁部まで器厚が均質

である。658は口縁部の形状等から瓦質の風炉とも考えられる。

　659 ～ 661 は、瓦質火鉢の獣脚である。660 は

体部下端に突帯を貼付け、661 は器壁が薄く、雲文

の透かしが貫通するなど、それぞれ特徴が異なるこ

とから、別個体であると考えられる。また、662 は

底部に円形の小孔が穿たれたもので、外面の剥離痕

から円柱状の中空脚部が伴うものであることが分か

る。器壁の厚さや他の類例などから、風炉の脚部と

なる可能性が高い。

　663 ～ 666 は、防長系の甕形火鉢である。体部

外面に粗い磨きを施し、内面には顕著なハケメが見

られる。663 は、口縁端部外側に三角形状の突帯を

貼付けて肥厚させたもので、口縁部外面に板小口の

スタンプが３本一組で施文されている。藤原彰久の

甕形火鉢の分類ではⅡ b類に相当し、16 世紀後半

の年代観が与えられている（藤原 2005）。

　667 は焼成・胎土等が異なるものの、器形の類似

性から同じ甕形火鉢と推測される。肩の張り出しも

弱く、663 より後出する特徴を持つ。

1-5　その他の器種（第149図：668～670）
　
　668は土師質の香炉、もしくは小型の火鉢である。

体部外面に沈線による葉脈文が施され、全面に細か

なハケメが見られる。全体的に造りが甘く、シャー

プさに欠けることから、在地生産のものであろう。

　669 は、体部外面に平行タタキを施す甕の胴部で

ある。670 は、火鉢などで用いる目皿と思われ、近

世以降の可能性もある。                              （渕ノ上）

２　縄文～平安時代の土器（第 150 図）

２-1　縄文土器（第150図：671～673）
概要　　671 ～ 673 は縄文時代早期の深鉢形土器

である。表土や耕作土中から出土した。

　671･672 は円筒形土器である。671 は口縁部か

ら胴部にかけて残存しており、口縁部に刺突列点、

外面に横方向の貝殻条痕、内面には風化が著しいが

横方向の貝殻条痕がそれぞれ施文されている。前平

式土器と考えられる。672 は胴部であり、外面には

横方向の貝殻条痕が施文され、内面は風化が著しい

が斜方向の荒いナデ調整が施されている。

　673 は角筒形土器の胴部で、知覧式土器と考えら

れる。外面は縦方向の貝殻腹縁文が施されるが、内

面は風化が著しく、調整不明である。　

( 原口 )
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2-2　弥生土器（第150図：674～680）
概要　　674 ～ 680 は弥生土器である。甕 ･ 壺 ･

鉢の破片は、表土や耕作土中より出土した。弥生時

代中期～後期の土器と考えられる。

　674･675 は台付き甕の底部で、山ノ口式土器に

相当する。674 は風化が著しいが、全面にナデと思

われる調整が施されている。675は上部と底部にナ

デ調整が、側縁に工具によるナデ調整が、裾部に指

押さえ調整が、それぞれ施されている。

　676･677 は壺の底部である。676 は内外面とも

に工具によるナデ調整が施され、裾部と内面には一

部にススが付着する。677 は風化が著しく、内面は

調整不明である。外面と底部には工具によるナデと

思われる調整が施されている。

　678は複合口縁壺の口縁部である。内外面とも横

方向の工具によるナデ調整が施されるが、内面は風

化が著しい。

　679は鉢の口縁部である。いずれも風化が著しい

が、外面は丁寧なナデ、内面はナデ調整の後、外面

は縦方向のミガキ、口縁部は横方向のナデと思われ

る調整がそれぞれ施されている。

　680はミニチュア土器の鉢の底部である。外面は

縦方向の工具によるナデ、および一部に指押さえ調

整が施されている。内面は棒状かと思われる工具に

よる多方向のナデ調整が施されている。底部は貼付

底とも考えられ、ナデ調整が施されている。器面の

一部に黒変が見られる。

（原口）

2-3　須恵器（第150図：681）　

古墳時代　　681 は曲輪 A3で出土した高坏の坏部

片である。外面に櫛描き波状文が施され、田辺昭三

氏による陶邑編年のMT15 型式段階に併行すると

考えられる。　この他に、南側曲輪群で同型式段階

の壺口縁部が出土している。

奈良 ･平安時代　　表土や耕作土中より須恵器が
少数出土したが、図化に堪えなかった。器種の判明

するものは、壺、台付壺、甕などがある。

( 渕ノ上 )

第３節　瓦 ( 中近世 )( 第150～152図 )

概要　　塩見城跡出土の瓦は、土師質や軟質の瓦質、

須恵質を呈する中世瓦と燻しが良好で硬質の瓦質を

呈する近世瓦とがある。　

瓦の特徴　　塩見城跡出土の中世瓦は、焼成技術の

点で土師質と軟質の瓦質、そして一部に自然釉を伴

う須恵質に区分することができる。

　丸瓦は、吊り紐や布目、離れ砂など、両者の間に

技法上の差を見出すことは難しい。吊り紐痕は、す

べて布袋の外にでている段階で 16世紀代に位置づ

けることができる。瓦質の丸瓦（684）に見られる

棒状の工具痕が、関西地方では 16世紀代に位置づ

けられる点と整合する（市本1995）。

　平瓦には須恵質を呈するものが含まれ、703 のよ

うに他の瓦とは異なる調整技法が見られる。

1　中世瓦（第150･151図：682～704）

軒丸瓦（682）　　塩見城跡で出土しているのは、

682のみである。巴文を伴う瓦当部のみの出土であ

り、摩耗が激しく調整等は不明瞭である。

丸　瓦（683～688）　　中世丸瓦は南側曲輪群で

のみ出土している。凹面に布目、吊り紐の痕跡を明

瞭に残す。吊り紐は頂部がループ状をなすもの（683）

と撚り糸状の結び目になるもの（684～687）が見

られる。684には凹面に工具側面で叩いた棒状の叩

き痕がみられる。

　焼成に目を向けると、土師質（685～687）と軟

質の瓦質（683・684・688）とがある。

平　瓦　（689～703）　　689 ～ 696 は、軟質の土

師質で、凹面、凸面ともにナデにより平滑に仕上げ

られ、離れ砂の痕跡を残す。697 ～ 701 は灰白色

を呈し、やや硬質である。

　702・703 は須恵質を呈する。702 は、凹面にナ

デの痕跡を残し、703 は凹面に離れ砂の痕跡を明瞭

に残し、凸面にはハケメが認められる。

不　明　（704）　　704 は桟瓦のような形態を呈す

るが、軟質の瓦質で中世の特徴を有することから、

中世瓦に含めた。器種・部位については不明である。
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2　近世瓦（第151･152図：705～717）
概要　　近世瓦は、多くが西側谷部 (第Ⅲ章第７節 )
で出土した。凹面にコビキ Bが明瞭に残る近世初頭

期の瓦群 Aと、桟瓦出現以後（18世紀以後）の瓦群

Bがあり、いずれも同一層位から出土した。18 世

紀後半以降の肥前磁器を伴う。しかし、瓦葺の建物

跡自体は検出されなかった。付近には比留巻神社が

鎮座するので、神社と関連する可能性は高い。

軒丸瓦（705・706）　　705 は、凹面にコビキ Bが

確認でき、細い吊り紐痕も確認できる。瓦当部は約

1/4 が残存しており、珠文が扁平で巴文との間に圏

線は見られない。706 は珠文が立体的で、イブシが

良好で一部銀化している箇所もある。

丸　瓦（707～710）　　707 は凹面の吊り紐の痕

跡が 5本以上確認され、山崎が指摘する「九州タ

イプ」の吊り紐である（山崎2000）。布痕が明瞭に

残るが、僅かにコビキ Bを確認することができる。

色調、焼成状態から軒丸瓦 705 と同一個体の可能

性がある。708・709 は凹面にコビキ Bが確認でき、

布痕と棒状圧痕を明瞭に残すが、吊り紐痕は確認で

きない。709は凹面広端面の面取りも丁寧な作りで

ある。710 は凹面に縦方向の条線が多く残るが、布

痕、吊り紐痕等は確認できない。棒状工具痕跡の可

能性もあるが、他のものと比べて細かい点で異なる。

平　瓦（711）　　711 は、凹凸面にコビキ Bが確

認でき、凹面は丁寧に磨かれている。凹面側は広端

部を除く３辺で僅かに面取りが見られる。

桟　瓦（712～716）　　714・715 は軒桟瓦で、瓦

当面には珠文と巴文、宝珠唐草文が見られる。

伏間瓦 (717)　　717 は角桟伏間瓦である。桟接合

面はハケが施され、強化されている。凹面が丁寧に

磨かれている。

瓦群Ａの年代　　瓦群 Aは、コビキ Bの痕跡とと

もに九州タイプの吊り紐痕が確認できる。707 は

宮崎県内における九州タイプの吊り紐痕をもつ瓦の

初例となった。県内での近世初頭の城郭として著名

な佐土原城の天主部から出土した丸瓦は、コビキ A

もしくはコビキ Bで一部に本州タイプの吊り紐痕

が確認される（木村1999）。瓦群Ａの年代は、コビ

キ Bから、17世紀初頭以降の可能性が考えられる。

しかし、上述の瓦群Bと同じ箇所から出土しており、

18 世紀を遡る遺物は周辺からは出土していないた

め、年代を確定することはできない。　　（渕ノ上）

第 4 節　土製品（第153図）
1　土錘（第153図：718～806）
概要　　管状土錘 (89点 )が出土し、すべて図化し

た。一部については、貫通状況を観察するため軟Ｘ

線写真を撮影した。長さ 3.5 ～ 4.5cm、重量 6.5 ～

9.5g 程度の小型品を主体とし、重量が 30.0g を超

える大型品が２点ある（744･791）。

形態分類　　以下に分類することが可能である。　

　Ａ類：両端部がやや窄まり胴部が曲線をなす。

　Ｂ類：Ａ類に類似した形態で細身。

　Ｃ類：胴部がやや膨らむ紡錘形。

　Ｄ類：太さが比較的均一な筒形。

　Ｅ類：寸胴の形状。

胎土　　１mm未満の長石・石英・雲母 ･砂・赤色

粒等を含むものが多い。精良で灰色（黄灰色などを

含む）または黒色を呈するものと、やや胎土が粗く、

褐色を呈するものとに大きく二分される。

製作技法　　本遺跡において主流である比較的細

長い形態をとる管状土錘は、芯棒に粘土を巻きつ

け形成したもの（広島県草戸千軒町遺跡調査研究所

1993･1994）と考えられるが、これには形成後、芯

棒を抜き取り焼成するものと、抜かずに芯棒ごと焼

成するものと、２パターンが想定され、芯棒を抜き

取る際にそのまま引き抜く場合と、回転させながら

引き抜く場合が考えられる（細辻2001）。

　一方、久保禎子氏が現代の民俗例として土錘の製

作技法を紹介している（久保1997）。久保氏によると、

芯棒には細い竹、ススキ・カヤ・ヨシの茎、ムギカ

ラなどを用い、粘土には田の床土や、瓦用のものな

どを用いていた場合もあるという。丸めた粘土塊に

芯棒を押し付け、手のひらで数回転がして形成し、

芯棒を抜いて乾燥させた後、焼成する。また、粘土

をうどん状に伸ばして芯棒に巻き付け形成する例も

ある。なお芯がムギカラの例であるが、芯棒を抜か

ずにそのまま焼成することもあったようだ。

　この視点を基にすれば、722・724 等の孔径が狭

い個体については、ススキの茎など細い芯棒が用い

られた可能性がある。また、粘土の接合痕が認めら

れるものがある。756 は小型品であるが、板状に薄

く引き延ばした粘土を芯棒に巻きつけて形成した様

子が接合痕と胎土の流れから観察され、776 は同じ

く板状に薄く引き延ばした粘土を芯棒に巻きつけて

形成しており、その粘土層が数箇所剥がれ落ちてい
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る様子が伺われる。746は孔の一部が湾曲している

が、孔内面と装着された縄の摩擦、すなわち使用痕

によりこのような抉れ方をするとは考えにくく、製作

の段階で湾曲した芯棒を使用し、これを抜かずにそ

のまま焼成したか、あるいはムギカラなど柔らかい素

材を芯棒として用いたか、いずれかの可能性がある。

　720 は孔内面が一部凹んでいる。

　また、750･761は両端部の孔径がラッパ状に広が

っているが、その根元の部分は窄まっており、さらに

孔の中央部は広がるという複雑な形態となっている。

　本遺跡出土土錘中、１点のみ孔部が貫通していな

い個体が認められる（766）。一部の管状土錘につい

ては、球形の粘土塊に棒を突き刺すことにより形成

されたと考えられ、孔の片方の端に粘土の盛り上が

りがみられる例（前出草戸千軒町遺跡1993）や、同

様に球形の粘土塊に対して一方あるいは両方から孔

を穿った可能性が考えられる例（港区芝公園１丁目

遺跡調査団1988）も報告されている。

　766 は失敗品だと考えられ、胴部の両端から中心

に向かってそれぞれ孔が穿たれているが、どちらも

次第に先細りしており貫通にはいたらない。すなわ

ち、細長く形成された粘土塊に対して、先端の尖っ

た細い棒状の工具を用いて両端から孔を穿つという

製作方法が認められる。

737･740・741 等、孔の中央部が狭まっており、

中央部から両端部にかけて孔径が広がる個体も見ら

れるが、これも使用痕のみならず整作方法に基づく

孔の形態である可能性も考えられる。

生産と流通　　芯棒に粘土を巻き付け形成したもの

と、粘土塊に両端から孔を穿ち形成したものと、本

遺跡出土土錘については、このように少なくとも２

通りの製作パターンが想定しうる。

　なお、両端部からではなく、片方の端から孔を穿

ったものが存するかについては、現状では明らかに

しえない。また、これら整作方法の差異が何に由来

するものであるのかは、現時点では明らかにしえず、

今後の課題としたい。ただし、１点のみとはいえ出

土遺物中に失敗品（766）が混ざっているというこ

とは、当時において土錘は、一度にある程度の数量

を一括して入手したものと推測される。

生業の復元　　中世山城から土錘が出土することに

ついて、在城者が山麓の河川で日々の糧を得るた

めに漁撈を行っていたとの指摘がある（中井2001）。

　塩見城跡の南側には塩見川、西側には東川、東側に

は小河川があり、網漁が可能である。まさしく、中井氏

の指摘に合致する環境にある。　　　　　　　　　　

　
2　陶製硯（第153図：807）

807 は陶器製の硯で、長方形の硯の左下隅のみ

残存する。　　　　　　　　　　　　　　   ( 原口 )

3　土製聖人像（円盤状土製品 )（第153図：808）

808 は、SG1-2 区の造成 ( スロープ ) 面で出土し

た円盤状土製品である。中央部分が欠損し、２片に

破片化していた。第 153 図では２片それぞれの展

開図を、写真図版 61は２片を復元的に配置した写

真を掲載した。

808 の平面形は、下面が張り出す円盤形と復元さ

れ、残存長 5.4cm、復元幅 7.5cm、最大厚約 1cm

である。上端部は、つまみ状の突出部を有していた

可能性がある。表側は、中央部分に女性像、右下に

は葉のレリーフが読み取れる。裏面は磨耗して光沢

を放ち、上面から裏面に抜ける穿孔が 2箇所ある。

　表側の図像は、｢マリア十五玄義図｣ 等に同様な

ものが認められるので、聖母マリアがキリストを抱

き、手にバラ（橘）を持つ聖母子像と解釈され、キ

リスト教関連遺物と理解される。

瓦質焼成品であると思われる。混和材が全くな

く、極めて精良な胎土であるなど、他の中世土器と

は明らかに異なる特徴を持つ。硬質に焼き締まった

製品である。

成形技法は、裏面が大きく陥没したように凹み、

その内部が中空なので、中子を用いた型押しと考え

られる。808は裏面に磨耗面と２箇所の穿孔が認め

られるので、紐を通して首に掛けるメダイと考えら

れる。ただし、金属製のメダイに比べてかなり大き

いことから、壁に掛けるか、棚に置くなど身に着け

る以外の方法で使用された可能性もある。

（渕ノ上）
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